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　ロートレアモン騎士国──通称「竜を飼う国」。

　北方にはゼファロス帝国、南方にはシェブロン王国。

　大陸の二大列強に挟まれた、この人口五百万足らずの小国には、ある特殊な学院が存在する。




　アンサリヴァン騎竜学院。

　ドラゴンと契約を交わした少年少女たち──竜飼い人ブリーダーを教え、導くための学院である。






第一話　エーコは竜の娘









　誰だれかがもぞもぞとベッドにもぐりこんでくる気配に、アッシュは身震いした。

　──今夜も来たのか……！

　暗くら闇やみの中、見るも妖あやしげな少女の髪が、肌が、ぼんやりと発光している。

　窓ごしには、異様に大きな満月。

　確か、寝る前にカーテンは閉めたはずなのに。

「ふふ……いい夜だわ。あなたも、そう思わない？」

　少女はアッシュを征服したように見下ろすと、妖しい微笑を漏らした。

「ぐっ！」

　ただそれだけで、アッシュは仰あお向むけのまま、身動きひとつとれなくなってしまう。

　いつの間にか、少女はアッシュの腹にまたがっている。重さは感じない。ただ、少女の下半身が触れている部分だけが、じっとりとした熱を帯びている。

　甘い香りが、ふんわりと漂ってきた。

　見れば見るほど、妖よう艶えんな少女だった。

　腰まで垂れたピンクシルバーの髪。スノウホワイトの肌。紅玉ルビーのような瞳ひとみ。

　そして裸も同然の、しどけない下着姿。

　胸元からは大きな塊がふたつ、今にもこぼれ落ちてしまいそうなほどに、ぷるんと揺れている。

　極めつけは、頭部の左右に生えた角だった。ドラゴンの角によく似ている。

「君は……誰なんだ？　どうして……いつもこんなことを──うっ！」

　アッシュの問いかけは、呆あつ気けなく遮さえぎられた。少女が上半身をゆっくりと倒して、アッシュを抱き締めたのだ。

　柔らかな肌に、全身をしっとりと包みこまれたような気がした。

　ぽってりとした唇が、耳もとで囁ささやく。

「今夜も、たっぷりと可愛かわいがってあげるわ」

　熱い吐息を感じた。耳たぶを嚙かまれた。こりっという音を、実際に聞いた気がした。

「だ、駄だ目めだ……そんなことをされたら──！」

　身体からだがビクンと反応してしまう。

　少女は情け容赦なく、アッシュの身体をむさぼり続ける。うなじ、胸、脇わき腹ばら、腕……肌の上を這はいずり回る舌と歯の感触に、アッシュは幾度も昇天しそうになった。

　今こ宵よいも少女は踊る。アッシュの上で、くるくると踊り続ける。




　謎なぞめいた少女が現れてから、今夜で七日目となる。

　夜な夜なアッシュのベッドにもぐりこんでは、悪戯いたずらをしていく少女。

　少女が誰だれなのか。

　なにが目的であんな悪戯をするのか。

　どうして頭に角が生えているのか。

　あいにく、少女はなにも語ってはくれなかった。

　少女はアッシュの上で踊るだけ踊ると、ゆらりとベッドを抜け出した。

　少女の悪戯は見た目以上に強烈で、アッシュは精も根も尽き果てて、ぐったりと横たわるのみ。

　少女は窓際に腰掛けると、すらりと伸びた足をゆっくりと組んだ。

　普段なら、そこで少女は消失するはずだった。

　──そう、これは夢なんだから……。

　目を開ければ、なんの変哲もない朝が待ち受けている。

　少なくとも、昨日まではそうだった。

「わたしはナヴィー」

　唐突な名のりに耳じ朶だを打たれ、アッシュは驚いた。

　少女が名のったのは、これが初めてだったから。

　アッシュは僅わずかに残された気力を振り絞ると、上半身を起こした。

「ナヴィー……君は誰だ？　どうして、こんなことをする？」

「これから生まれてくるわたしを、あなたに託すため……そんなところかしら」

「なにをいっているんだ？」

「さようなら。次は夢ではなく、現実で会いましょう」

　月明かりに溶けこむように、ナヴィーの姿は銀色の粒りゆう子しとなって、霧む散さんした。





　　　　◇






　──どん！

　明け方、大砲でもぶっ放したような音に驚いて、アッシュは目を覚ました。

　その威勢の良い音が、竜媒魔法オラクルによる花火だと気づくまでに、少し時間がかかった。

　ここはアポロ舎。

　上級課程シニオスの男子が住まう学生寮である。

　つい先月、三年間の基礎課程ユニオスを修了したアッシュは、晴れて上級課程シニオスの一年生となり、アポロ舎の居住権を得た。

　一般的な学生寮とは違い、アポロ舎は完全個室制が導入されている。以前は三人部屋に詰めこまれるのが当たり前だったことを思い出すと、夢のような生活だった。

「うー……寒っ！」

　ベッドを降りるなり、アッシュは肩を震わせた。

　春先とはいえ、朝はまだ肌寒い。もう一度ベッドにもぐりこみたいという衝動をなんとか我慢すると、思い切ってカーテンを開け放つ。

　アッシュの部屋は三階にあるので、窓からはグラウンドを一望できる。

　まだ早朝にもかかわらず、多くの生徒たちが「祭り」の準備に勤いそしんでいる。騎手を乗せたドラゴンの姿も少なくない。

　空を優雅に舞っているのは、セレモニーの予行演習に励む翼竜ストラーダの編隊。

　大地をトカゲのように疾しつ駆くしているのは、出走を控えた地竜アーシアたち。

「いよいよ、始まるんだな」

　独特の緊張感をはらんだ雰囲気に、アッシュは身を引き締めた。

「おーい、アッシュ！　起きてるか？」

　そのとき、ドンドンと扉を叩たたく音とともに、友人の声が聞こえてきた。

「レイモンか？　ちょっと待ってくれ！」

　アッシュは慌てて、救急箱から包帯を取り出した。

　左腕をびっしりと埋めつくす〈星刻せいこく〉を覆い隠すべく、ぐるぐる巻きにする。

　この印は、アッシュが竜飼い人ブリーダーである証あかしだ。

　七歳の頃ころ、アルビオンの森で〈オーファンの儀〉を受けたアッシュは、ドラゴンの幼生オーフアンを体内に宿すこととなった。

　あいにく当時の記憶は曖あい昧まいで、はっきりしない。

　こうして〈星刻〉を授かっている以上、森の奥でマザー・ドラゴンに出会っているはずなのだが……不思議なことに、その記憶がすっぽりと抜け落ちているのだ。

　忌いま々いましい模様だな……と、アッシュは自じ嘲ちようする。

　他ほかの生徒と比べると、アッシュの肌に描かれた〈星刻〉は異常なほど大きい。

　左腕の肘ひじから手首にかけて、まるで刺青いれずみのような模様がびっしりと描かれているのだ。あたかも、漆しつ黒こくの蛇へびがのたうっているかのようにも見える。

「……待たせたな」

　包帯を綺き麗れいに巻き終えると、アッシュは扉を開け放った。

　案の定、悪友のレイモン・カークランドが、無駄に爽さわやかな笑みを浮かべている。

「ったく、相変わらず包帯かよ？　進歩のない奴やつだな……」

「お前に俺おれの気持ちはわかんねえよ。普通じゃない奴の気持ちなんかな」

　アッシュが憮ぶ然ぜんとしてつぶやくと、レイモンは苦笑した。

「すまんすまん……ん？　お前、顔が赤いぞ？　熱でもあるのか？」

「いや、実は……ここ一週間くらい、妙な夢ばかり見るんだ」

「夢って、どんな？」

「綺き麗れいな女の子が、俺おれの布団に忍びこんできて……その……いろんなことを…………」

　口にするのも恥ずかしくなってしまい、アッシュはますます頰ほおに熱を覚えた。

　途と端たん、レイモンはプッと吹き出した。

「お前、よっぽど女に飢うえてるんだなー。さては欲求不満だろ？」

「それはお互い様だ！」

「ふっ……違うな。俺はモテないんじゃない。俺にふさわしい女がいないだけさ」

　いつの間にか、レイモンは手鏡を取り出して、自分の顔に見とれている。

　レイモンが極度のナルシストなのは、一部では有名な話である。事実、自他共に認める美形ではあるのだが、その性格がすべてをぶち壊しにしているという典型例だった。

「……で、朝っぱらからなんの用だよ？」

　ぶっきらぼうに訊たずねると、レイモンはずかずかと室内に踏みこんできた。

「おいおい、今日は待ちに待ったレースだぜ。レースといえば、ナンパだろうが！」

「どうしてそうなる！　お前も出場しろよ！」

　アッシュが叱しつ咤たすると、レイモンは底意地の悪そうな笑みを浮かべた。

「なあ、アッシュ。もう上級課程シニオスだってのに幼生オーフアンが宿ったままなんて、前代未聞だよなあ」

「うぐっ……」

　悔しいが、事実だった。アッシュの相パ棒ルとなるべきドラゴンは、今なおアッシュの体内に宿ったまま、沈黙を続けているのだ。

　七歳のときに竜飼い人ブリーダーとして選ばれて以来、ずっと──。

　おかげで、アッシュはアンサリヴァンでの学院生活において、随分と肩身の狭い思いをしていた。

　アンサリヴァンの学院生にとって、己おのれの肉体に宿った幼生オーフアンを誕生させることは、第一の使命といえる。

　アッシュ以外の生徒は皆、基礎課程ユニオスの初年度でパルを獲得している。

　──パル。

　それは「竜飼い人ブリーダーが自らの手で育てたドラゴン」を意味する、極めて神聖な言葉だ。もちろん、幼生オーフアンのまま竜飼い人ブリーダーの身体からだに宿っているだけでは、パルとは呼べない。

「なあ、アッシュ、お前がレースに出場するためには、なにが必要だ？」

「それは……ドラゴンだ」

「なんなら、俺のパルを貸してやってもいいんだぞ？」

　レイモンのパルはブリギットという。

　アッシュ自身、ブリギットを借りるという選択肢は考えていた。レイモンがレースをサボるのも、なんとなく予想はしていた。

　とはいえ、このままレイモンの申し出を素直に受け容いれるのは癪しやくだったので、ささやかな抵抗を試みる。

「いや、マックスのアリアンロッドを借りるって手もあるぞ。あいつは生徒会に入ってるから、レースには参加しない」

　そう、生徒会のメンバーは大会の実行委員を兼ねているため、選手として出場することはできないのだ。マックス自身、既に不参加を表明していた。

「甘いな、アッシュ。あのマックスが、素直に自分のパルを貸すと思うか？」

「僕がどうかしたのか？」

「うおっ！」

　文字通り、レイモンは飛び上がった。噂うわさをすれば影。いつの間に忍び寄っていたのか、マックスが戸口に佇たたずんでいる。

「よお、マックス。おはよう……」

　アッシュが声をかけると、マックスは無言のまま、人差し指で眼鏡の位置を補正した。

　マクシミリアン・ラッセル。アッシュとは同級生ながらも、既に騎士王パラデインから竜騎士ドラグナーの称号を授かっている優等生である。生徒会では会計を担当している。

「朝っぱらから騒がしい奴やつらだ。なにをしている？」

「アッシュが俺おれのブリギットを貸してくれって、泣いて頼んでくるからさ」

「誰だれが泣くか！　ところでマックス。お前のアリアンロッドなんだけど……今日だけ貸してくれないか？」

　アッシュはマックスに詰め寄った。

「俺、どうしてもレースに出場したいんだよ。いや、出場したいっていうか、しなければならないんだ」

　そう、アッシュはある理由から、今日のレースになんとしても出場しなければならないのだった。

「ふん。僕のパルを借りたいだと？　冗談は顔だけにしておけ」

「そこまでいうか！」

「そんなことよりも、だ」

　マックスはじろりと、アッシュを真っ正面から見据えた。

「なんだこの部屋は！　健全な精神は健全な部屋に宿ると、あれほど教えただろう！」

　鬼気迫る形ぎよう相そうで、マックスは部屋に踏みこむと、猛烈な勢いで掃除を始めた。事実、アポロ舎で独り暮らしを始めて以来、アッシュの部屋はちらかる一方だった。

「なんていうか……懐なつかしい光景だな」

　掃除に励むマックスを苦笑交じりに眺めつつ、レイモンがぼそりとつぶやいた。

　──アッシュ、レイモン、マックス。

　基礎課程ユニオスの生徒だった頃ころ、三人はメルクリウス舎の一室で同じ時間を共有した。個室など夢のまた夢で、三人部屋に詰めこまれるのが基本だった。当時からマックスの潔癖性は度を過ぎており、うんざりさせられる場面も多かった。

「……そもそも、僕はずっと不思議に思っていたんだ」

　掃除を終えた途と端たん、マックスはアッシュを振り返った。

「君はどうして、他人のパルを乗りこなすことができるんだ？」

「いや、どうしてっていわれてもな……」

「本来、ドラゴンは自分が主あるじと定めた人間にしか背中を許すことはない。過去にも多くの竜飼い人ブリーダーが、他人のパルを乗りこなそうと試みたが、無理だった」

「確かにそうだけどさ。一応、先生からも許可はもらっているんだ。問題ないだろ？」

「……相変わらずデタラメな奴やつだ。どうしても出場したければ、レイモンからブリギットを借りるんだな。生徒会長には、僕のほうから話を通しておく」

　事務的にそう告げると、マックスは呆あつ気けなく立ち去った。

「ったく、相変わらずなのはどっちだよ」

　苦笑交じりにつぶやいたレイモンに、アッシュは迫った。

「それよりも、だ。お前のブリギット、貸してくれるんだろうな？」

　意外にも、レイモンは会心の笑みで応じてくれた。

「おうよ！　あのお姫様をギャフンといわせてやってくれよな」

　レイモンの言葉に、アッシュは真顔でうなずいた。

「もちろん、そのつもりだ」





　　　　◇






　盛大な花火が、立て続けに大気を震わせている。

　学院内は、すっかりお祭りの雰囲気に染まっていた。

　レイモンは単純に「レース」と呼んだが、正式名称は「白羊宮アリエスの騎竜祭」という。

　毎年、白羊宮アリエスの月（＝第四の月）に開催されるからである。

　アンサリヴァンにおける、春の恒例行事である。

　学院指定の騎竜服ドラグスーツに着替えたアッシュは、騎手のひとりとして、学院区の運動場で待機していた。

　天気は快晴。絶好のレース日和びよりである。

　既に多くの生徒がドラゴンに騎乗して、グラウンドに集結していた。

　ざっと見たところ、五十人は超えているだろう。

　アッシュもまた、レイモンから借り受けたブリギットに騎乗していた。手た綱づなを小刻みに操作して、グラウンドの中央に向かわせる。

「ご機嫌だな、ブリギット」

　アッシュが声をかけると、ブリギットは「くぅん」と甘えたような声を漏らした。

　ブリギットはまだ幼竜の段階ながら、地竜アーシアだけあって四し肢しは発達している。アッシュにとっても、お気に入りのドラゴンだ。ただし翼はそなえておらず、ドラゴンというよりはトカゲに近い雰囲気がある。

　そのとき、周囲の生徒たちが歓声をあげた。

「おはよう、諸君」

　即席で組み上げられた舞台の中央、生徒会長の凛り々りしい姿をアッシュは認めた。

　決して大声を張り上げたわけではないのに、その声はしなる鞭むちのように、ぴしりと響き渡った。

　紅ぐ蓮れんの髪に、切れ長の双そう眸ぼう。冷徹そうな美び貌ぼうは大理石の彫像めいて、触れれば切れるような緊張感を漂わせている。風に舞う花びらですら、よけて通りそうなほどだった。

　レベッカ・ランドール。

　またの名を、〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉。

　鮮烈な赤毛の輝きと、剛胆な気質、そしてなによりも、圧倒的な強さに由来する渾名あだなである。

　相パ棒ルの聖竜マエストロクー・フリンを駆るレベッカには、実技の教官ですら敵かなわない。「学院最強の生徒は誰だれか？」と問われたら、誰もが迷うことなく、レベッカの名を挙げるだろう。

「本日はお日柄も良く──などという、平和なゴタクを述べるつもりはない」

　たちまち、生徒たちが苦笑を漏らす。「本日はお日柄も良く」というのは、学院長の口癖だからだ。あいにく、騎竜祭は生徒会主催のイベントなので、学院長の出番はない。

「良いか、諸君。騎竜祭はただの運動会ではない。アンサリヴァンの伝統行事であり、結果は公式記録として残される。出場するからには、表彰台の真ん中を目指すべきだ。とはいえ、諸君に伝統だの公式記録だのといっても、大した原動力にならないことは承知している」

　多くの生徒がまたもや苦笑を漏らしたが、それも長くは続かなかった。

「優勝者には、一日デート券を進呈しよう。もちろん、相手はこのレベッカ・ランドールが務めようじゃないか」

　たちまち、男女を問わず大興奮の歓声が渦うず巻まいた。

「静粛に！」

　レベッカの一いつ喝かつにより、グラウンドは一瞬で静まり返った。

「次は出場選手代表の言葉だ。上級課程シニオス一年、シルヴィア・ロートレアモン王女殿下」

　レベッカの呼びかけに応じ、舞台に向かう女生徒の姿を視界に収めた途と端たん、アッシュは拳こぶしを強く握り締めた。

「姫様が……選手代表だったのか！」

　シルヴィアは燦さん然ぜんと輝く金髪を後頭部でまとめ、背中に騎士王家の紋章が縫いこまれた騎竜服ドラグスーツに身を包んでいる。自身のパル、聖竜マエストロランスロットの背から華麗に飛び降りると、舞台に上がった。

　ロートレアモン騎士王家の第四王女、シルヴィア。

　またの名を、〈蒼氷の姫君アイスブルー・プリンセス〉。

　正真正銘、ロートレアモン騎士国を統治する騎士王パラデインの娘である。
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　ずっとパルに恵まれなかったアッシュは、他人のドラゴンを借りることで、実技の授業と試験を乗り切ってきた。

　そうでなければ、とっくに落第していただろう。

　マックスが評した通り、周囲の学院生から見れば、他人のパルに乗るなど言語道断、命懸けの蛮行に他ほかならないのだが、アッシュからしてみれば不思議で仕方がなかった。












　アッシュが接すれば、どんなドラゴンでも嬉き々きとして背中を差し出す。翼竜ストラーダだろうが地竜アーシアだろうが水竜ハイドラだろうが、アッシュは軽々と乗りこなしてみせた。

　いつしかアッシュは、「どんなドラゴンでも乗りこなせる男」として、学院内で噂うわさされるようになっていた。

　その事故が発生したのは、ほんの数日前のことだった。

　授業中、アッシュはレイモンから借りたブリギットを駆って、騎竜格闘術ドラグ・アーツの訓練を受けていた。実技を得意とするアッシュは、次々と周囲の生徒たちを倒していった。

　慢心がなかったといえば、噓うそになるだろう。

　格闘に没頭していたアッシュは、たまたま自分の背後を歩行していたランスロットに気づくのが遅れたのだ。

　ドラゴン同士の接触は極めて危険であり、学院が最も恐れる事態である。

　常つね日ひ頃ごろ、教官は口を酸すっぱくして「接触は厳禁！」と注意する。

　幸い、ブリギットのお尻しりとランスロットの左足が軽く当たった程度だったので、騎手にもドラゴンにも怪け我がはなかったのだが、ランスロットを溺でき愛あいしているシルヴィアは激怒した。

「お前は実技の授業をなんだと思っているっ!?　遊び半分でドラゴンに乗るなど、論外だ！」

　シルヴィアの生き真面目まじめすぎる性格は、学院内でも有名だった。

　授業に対する真しん摯しな姿勢、そしてランスロットを早々と聖竜マエストロに成長させた功績を高く評価されながら、そのあまりに堅苦しい言動の数々は、陰口を叩たたかれる原因となっていた。

　シルヴィアの美び貌ぼうを賛美する生徒は少なくないが、その反面、親しん睦ぼくを深めようとする生徒はひとりもいなかった。

「その……俺おれが悪かった。この通り、謝る」

　アッシュはブリギットから降りると、素直に頭を下げた。

　普段のシルヴィアなら、そこで矛先を収めていたはずだった。自分の非を素直に認めた相手に対して、シルヴィアは寛容なのである。それが騎士王家の家訓らしい。

　だが、その日だけは違った。

　シルヴィアはさも不機嫌そうに、アッシュの顔を穴が空くほど見つめると、珍しく絡んできたのだ。

「その腐った脳みそでよく考えるがいい！　お前のための学費、衣料費、食費、住居費、そして教材費！　誰だれが支払っていると思っている？」

「……王宮だっていいたいんだろ？」

「違う。確かに出資しているのは王宮だが、元々は国民の血税だ。これ以上、遊び半分で穀ごく潰つぶしを続けるつもりなら、さっさと退学してしまえ！」

「はあ？　退学って……本気かよ？」

「働かざる者食うべからず！　我が家の家訓だ！」

　蒼氷色アイス・ブルーの瞳ひとみに睨にらまれたアッシュは、シルヴィアの異名──〈蒼氷の姫君アイスブルー・プリンセス〉の由来を初めて知った。基礎課程ユニオスではほとんど接点がなかったため、このときが初対面も同然だったのだ。

　だが、たとえ相手が王女殿下とはいえ、そこまでいわれて大人しく引き下がるのは、アッシュのプライドが許さなかった。

「お前んちの家訓なんて知るかよ！　ちゃんと謝ったんだから、もういいだろ？」

「謝ってすむ問題ではない！　そもそも、お前はまだパルに恵まれていないそうだな？」

「そ、それは……」

　痛いところを突かれ、アッシュは言葉に詰まった。アッシュの噂うわさは、どうやらシルヴィアにも伝わっていたらしい。

「主あるじに似て間の抜けたドラゴンだ。あるいは、とっくに死んでいるのではないか？」

　その瞬間、アッシュの身体からだを激しい怒りが貫いた。

「おい……そいつは、なんの冗談だ？」

　背後から「やめとけ、相手が悪すぎる！」と、レイモンが小声で叫ぶのが聞こえたが、アッシュは構わなかった。

　過去にも、学院生から似たような暴言を浴びたことならあった。パルに恵まれないアッシュは、なにかと標的にされやすい生徒だったのだ。

　自分に対する嘲ちよう笑しようや罵ば倒とうなら、甘んじて受け容いれた。

　だが、パルに対する暴言に対しては、アッシュは絶対に許さなかった。

　相手が謝るまで、徹底的に反撃した。

　そんなことを繰り返していたら、いつしか被害者であるアッシュのほうが、問題児として見なされるようになった。

　今では「学院一の問題児」といえば、誰だれもが上級課程シニオス一年のアッシュ・ブレイクを思い浮かべる。

「今の言葉、取り消してもらおうか」

　たとえ相手が王女殿下だろうと、いって良いことと悪いことがある。

　アッシュは怒気もあらわに、一歩を踏み出した。

　いつしか授業は中断となり、睨み合うふたりに注目が集まり始めた……。
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　仮設の舞台に上がったシルヴィアは、運動場に集まった生徒たちをぐるりと見渡した。

　やがて、その蒼あおい瞳ひとみがぴたりと一箇所に定まる。

「……………………」

　シルヴィアは明らかに、アッシュだけを見据えている。

　あの日、シルヴィアが失言を取り消すことはなかった。相手が男子なら、その時点でぶん殴っていたところだが、さすがに女子を殴り倒すわけにはいかない。ましてや、相手は王女殿下である。

　仕方なく、アッシュはひとつの条件を突きつけてやった。




　──今度のレースで俺おれが勝ったら、さっきの言葉を取り消してもらうぞ！




　シルヴィアはただ一言、「いいだろう」と応じた。

　それだけで、アッシュには充分だった。

　シルヴィアはアッシュから視線を外すと、口を開いた。

　過ぎ去ったばかりの冬を思い出させるような、冷たい声こわ音ねが大気を震わせる。

「いかなる勝負事であろうと、全力を尽くすべし。それが我が家の家訓だ──以上」

　シルヴィアはあっさりと舞台を降りると、颯さつ爽そうとランスロットに騎乗して、運動場に戻ってきた。

　数秒の沈黙を挟んで、義務的ともいえる拍手が、まばらに聞こえてきた。あまりの素っ気なさに、誰だれもが呆あつ気けにとられているのだろう。

「なにあれ？　感じ悪ーい！」

「そうそう。優秀なのはランスロットであって、その飼い主じゃないのにねえ」

「王族だからって、調子に乗ってるんじゃないの？」

「初代の騎士王パラデインってさ、元々はシェブロン王の騎士だった人でしょ？　要は、軍人上がりの家系ってことじゃない」

「まったく……兄が兄なら、妹も妹よね」

　アッシュがさりげなく背後を窺うかがうと、同じ学年と思おぼしき女子たちが、ぼそぼそと毒づいている。最初は聞き流そうとしたものの、「兄が兄なら、妹も妹」──その言葉が、少しだけ気になった。

　もちろん、その「兄」とは、あのジュリアス王子のことだろう。

　──竜殺しドラゴン・スレイヤーのジュリアス。

　騎士王家の嫡ちやく子しでありながら、最大の禁きん忌きを犯したジュリアス王子。

　彼がどうしてそのような暴挙に及んだのか、その理由は今も不明である。なぜなら、その真意を供述することなく、禁忌を犯した重罪人として処刑されたからだ。

　なんだか嫌な雰囲気だな……と、アッシュは思った。

　確かにジュリアスは騎士王家の家名を傷つけたが、今さら十年も昔の事件を掘り返すことに、意味があるとは思えなかった。

「……案外、苦労してるんだな」

　シルヴィアに対し、アッシュは初めて同情めいた気持ちを抱いた。
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　いよいよレース開始の時刻となった。

　スターティング・グリッドは、授業中に実施された模擬レースの結果に準じる。

　一般的には、最速の騎手が最前列フロントローに付くのが通例だ。

　だが、今年の騎竜祭は違った。

　模擬レースで最下位だった生徒から順に、グリッドに付いていくのだ。

　提案したのは、レベッカ本人らしい。

　そのほうがレースが面白くなるからという、単純な理由だった。

　模擬レースでは一位を記録したシルヴィアは、この新ルールに従って、最後列からのスタートとなる。

　一方、アッシュもまた、最後列を義務付けられた。

　他人のパルを借りて出場するという特例を認めてはもらえた反面、万が一の事故を懸念されてしまったのだ。

　アッシュとしては、望むところだった。

　出場資格を与えられただけでもありがたいことだし、こうしてシルヴィアの隣に並ぶこともできた。白黒をはっきりさせるには、格好のポジションである。

　刻々と迫るレースに向けて、アッシュは気を引き締めた。

　シルヴィアは一度も声をかけてはこなかった。

　アッシュ自身、今さら言葉を交わす必要性など感じてはいない。

　ついに、スタートの準備が整った。

　観客席の声援が最高潮に達する。

　少しずつ、スタート直前に特有の緊張感が漲みなぎってくる。

　模擬レースのときとは比較にならないほど、アッシュは鼓こ動どうが高鳴るのを覚えた。

「位置に着いてオン・ユア・マーク！」

　遥はるか頭上からレベッカの声が降り注いだ。

　レベッカは制服姿のまま、パルに騎乗していた。本来ならば校則違反なのだが、今日はお祭りである。お祭りといえば、無礼講。誰だれも見とがめはしない。

　威い風ふう堂どう々どう、クー・フリンの首の上に仁王立ちしているレベッカの勇姿に、誰もが目を奪われている。

　それがレベッカの騎乗スタイルだった。

　クー・フリンの巨体に合う騎乗具は存在しないし、レベッカ自身、その手の器具でパルを束縛するのは嫌いだと、公言してはばからないのだ。

　レベッカは魔ま導どう式しきの騎銃を構えている。

　恐こわいくらいの静けさが訪れた。

　聞こえてくるのは、自分自身の鼓こ動どうと、ドラゴンたちの荒々しい息遣いのみ。

　あれほど騒がしかった観客席も、沈黙に支配されている。

「用意──」

　レベッカが銃口を空に向ける。

　竜媒魔法オラクルに特有の発光現象と同時に、銃声が轟とどろいた。

　砂さ塵じんを朦もう々もうと舞い上げて、地竜アーシアの群れが一斉にスタートする。

　と同時に、尻尾しつぽに発煙筒を装着した翼竜ストラーダの編隊が華麗に飛ひ翔しようし、大空に七色の軌跡を描いた。
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　アッシュの期待に応こたえ、理想的なスタートを決めたブリギットは、ランスロットの背後にぴたりと付けると、猛追した。

　一定の距離間を保ったまま、騎手たちはグラウンドを一周する。

　そのまま大歓声に見送られ、市街区へと至る門を通過。

「全速前進！」

　アッシュの掛け声を受け、ブリギットが咆ほう哮こうを放った。

　まずは聖ダーラム広場に至る大通りを、全速力で駆け抜ける。

　聖竜マエストロであるランスロットの加速は凄すさまじく、一騎、また一騎と追い抜いていく。

　ランスロットの背後に収まり、空気抵抗を最小限に留とどめているブリギットもまた、次々と順位を上げていった。

　ところが、聖ダーラム広場を横切って、狭い市道に差し掛かった時点で、ランスロットが急に速度を落とした。

「……妙だな」

　アッシュはランスロットの陰から前方に目を凝らした。

「あいつら……！」

　四騎の生徒が横一列に並んで、露骨なまでに進路を妨害しているのだ。先ほどシルヴィアの陰口を叩たたいていた連中だと、アッシュはすぐに気づいた。

　当分の間、この狭い市道は延々と続く。角度のきついコーナーも多い。市街地を抜けるまでは、我慢を強いられる展開になりそうだった。

　しばらく観察を続けているうちに、アッシュには女子連中の肚はらが読めてきた。

「なんて奴やつらだ……」

　女子たちの標的は、あくまでもシルヴィア一騎らしい。

　事実、シルヴィア以外の生徒が背後に近づくと、わざとらしく一頭分のスペースを空けてやり、先行させるのだ。

　シルヴィアは次々と、順位を落としていった。アッシュともども、再び最後尾に落ちてしまうのに、さほど時間はかからなかった。

　アッシュは迷った。

　シルヴィアを追い抜くのは簡単だ。妨害工作に励む女子たちも、アッシュなら簡単に通してくれるだろう。彼女たちにとっては、アッシュなど部外者に過ぎないのだから。

「ふざけやがって！」

　アッシュは怒りのあまり毒づいた。

「おいっ！　あんなの許していいのかよっ？」

　アッシュはランスロットの真横にブリギットを寄せると、大声を張り上げた。

　聖竜マエストロと地竜アーシアでは高低差が大きいため、シルヴィアを見上げる形となる。

　シルヴィアはちらりとアッシュを見下ろすと、憮ぶ然ぜんとした面持ちで返した。

「……ブロックもチームプレイも、ルール違反ではないからな」

「綺き麗れい事ごといってるんじゃねえよ！　本当は腹が立ってるんじゃないのか？」

「敵のお前に口出しされるいわれはない！　行きたくば、さっさと行け！」

「ったく、意地っ張りな奴だな。そんなだから、友達ができないんだよ！」

「なっ……なんだと！」

　アッシュはシルヴィアを無視すると、ブリギットをさらに加速させた。見る見るうちにランスロットを引き離し、横一列に並ぶ四騎に接近する。

　案の定、アッシュの接近に気づいた女子のひとりが、「さっさと行けば？」といわんばかりに、右端に一頭分のスペースを空けた。

　性悪な女子たちとは目を合わせることなく、アッシュは空いたスペースにブリギットの鼻先を突っこんだ。

　女子たちは、アッシュがすんなりと前に出ると思ったことだろう。

「ふっ……そうはいくか！」

　アッシュは小刻みに手た綱づなをさばくと、真横を走る女子に向けて、容赦なくブリギットの体たい軀くを寄せていった。

　今にも接触寸前、ルール違反すれすれの幅寄せだった。

「ちょっと、あなた！　どういうつもり？」

　女子のひとりが、蒼そう白はくになって怒鳴った。

　横並びとなった四騎の列は、アッシュが幅寄せした結果、互いの距離が狭まり、いつ接触してもおかしくない状況に陥っている。

　接触を免れるためには、列を崩すしかない。

　もちろん、それこそがアッシュの狙ねらいだった。駄だ目め押しとばかりに、女子たちに声をかける。

「いやー、悪いな。ほら、人から借りたドラゴンだからさ。制御が難しくて」

　たちまち、女子のひとりが血相を変えた。

「こいつ……アッシュ・ブレイクだわ！」

　幸か不幸か、アッシュの悪名は絶大な効果をもたらした。

「学院一の問題児よ！」

「いやー！　近寄らないで！」

「きゃあああっ！」

　たちまち、四騎の女子たちは隊列を崩してしまった。互いに軽く接触し、次々とスピンを喫してしまう。

　女子たちの甲高い悲鳴と、ドラゴンたちの咆ほう哮こうが街路に空むなしく響き渡る。

　後方で我慢を強いられていたシルヴィアは、脱落した四騎を華麗によけると、一気に加速した。

「れ、礼などいわんぞ！」

　ぶっきらぼうに告げたシルヴィアは、ほんの少し、頰ほおを染めていた。
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　市壁に囲われた街を飛び出し、街道を北上すると、今度はフィアナの森に突入する。

　森の中もコースの一部となっているのだ。

　市街地とはまた違った意味で、テクニカルなコースといえた。

　異変は、森に突入した直後に発生した。

「……ブリギット？」

　ランスロットを相手に、ずっと快走を続けていたブリギットが、急にスローダウンしてしまったのだ。無論、その好機を見逃すシルヴィアではなかった。

　あっという間に先行されてしまう。

「どうしたんだ……？」

　ついにブリギットは足を止めた。

　呼吸が荒い。見るからに苦しげな様子だった。

　アッシュはようやく、自分の過ちを悟った。

「そうか……俺おれ、無理させてたんだな」

　シルヴィアとの競走に集中するあまり、アッシュはブリギットの体力が限界を迎えていたことに気づかなかったのだ。

　考えてみれば、ブリギットはずっとランスロットと同じペースで走っていた。

　聖竜マエストロと地竜アーシアでは、基礎体力が根本的に異なる。完走を目指すなら、序盤から地竜アーシアに相応ふさわしいペースを維持するべきだったのだ。

「……ごめんな、ブリギット」

　アッシュが謝ると、ブリギットは申し訳なさそうに、「くぅん……」と鳴いた。自分の不ふ甲が斐いなさを悔しがっているようにも見えた。

　そのとき、後続の集団が長ちよう蛇だの列を為なし、アッシュの脇わきを次々と走り抜けていった。

　腹の底を揺るがすような地響き。

　朦もう々もうと舞う砂煙。

　地竜アーシアの群れが森の中を疾しつ駆くする様子はただただ壮観で、しばらくの間、大地の震動が収まらないほどだった。

　この時点で、アッシュのレースは幕を閉じた。

　シルヴィアとの個人的な勝負も決した。シルヴィアに例の暴言を取り消させるという目的は、結局、叶かなわなかった。

　心残りがないといえば、噓うそになる。できれば、ゴールまで走り続けていたかった。

　それでも、アッシュは不思議と清すが々すがしい気持ちを覚えていた。

「そっか……姫様と走るの、楽しかったんだ」

　悔しいことに、アッシュはその事実に気づいた。

　気づかされてしまった。

　そのとき──。

　がさり、と妙な物音がした。

「──！」

　アッシュは咄とつ嗟さに振り返ると、茂みのほうを睨にらみ据えた。

「……誰だれかいるのか？」

　万が一の事故に備えて、競技中はアンサリヴァン市の保安官が森の中を巡回しているという。森の中で誰かの気配を覚えたとしても、それ自体は不思議なことではなかった。

　だが、返事がない。相手が保安官なら、リタイアしたアッシュのもとに駆けつけてくるのが筋だろう。

　アッシュは警戒しつつ、周囲に視線を巡らせた。

　不審者の姿こそ見当たらないが、アッシュは確かに誰だれかの視線を感じたのだ。

　妙な胸騒ぎを覚えた。

「悪い。お前はここで待っててくれ」

　アッシュはブリギットに声をかけると、森の奥へと向かった。





　　　　◇






　フィアナの森は、アンサリヴァン市の北西に広がっている。西部にはルビニア湖を擁しており、騎士国内でも有数の森林地帯である。

　血管のように大地を這はう木の根につまずかないよう、注意しながら歩き続ける。

　再び、誰かの気配を感じた気がした。

「そこだ！」

　アッシュは自分の直感を信じ、前方の茂みに向けて小石を投げつけた。

　やがて、茂みがガサリと音をたてた。

「良い勘をしている。ただの学生にしておくには、惜しい人材だな」

　青年のような快活さと、老人のような深みを感じさせる声こわ音ねだった。

「お前は……？」

　茂みの奥から現れたのは、長身瘦そう軀くの男だった。左手には、先ほどアッシュが投とう擲てきした石を握り締めている。

　男は旅人風の装束に身を包んでいた。街道ではよく見かけるタイプの服装だが、アッシュは驚きのあまり言葉を失った。

　なぜなら、男が銀色の仮面を装着していたからだ。

　顔の上半分を、すっぽりと覆い隠している。

　のみならず、高貴な輝きを放つ銀髪には、赤毛が交じっていた。あたかも、銀色の生き地じに鮮血を垂らし、呪のろいの言葉を書き連ねたような禍まが々まがしさを感じさせる。

　男は、右手に黒光りする物体を構えていた。

「帝国製の……機械兵器？」

　アッシュは動くに動けなくなった。

　一応、知識では知っていた。

　険しい山脈の向こう側を領土としているゼファロス帝国では、ドラゴンの加護が受けられない代わりに、機械文明を発達させてきた歴史がある。

　今、仮面の男が構えている銃もまた、機械工学の産物なのだろう。確か「短機関銃サブマシンガン」という名だと記憶している。拳けん銃じゆう並みにコンパクトながら、連射機能をもつという。アッシュが下手に動けば、蜂はちの巣にされるのは目に見えていた。

　アッシュの警戒心を読んだらしく、男は唇の端に冷笑を刻んだ。

「賢明な判断だな、少年」

「お前……帝国軍人なのか？」

「そう思うか？」

　アッシュは判断に苦しんだ。

　男が構えているのは、明らかに帝国製の銃器。

　だが、帝国人にしては訛なまりがないのが気になった。それどころか、男が話すシェブロン語は極めて洗練されている。いわゆる「キングス・シェブリッシュ」と呼ばれる、完かん璧ぺきなシェブロン語なのである。

　アッシュは今、自分が極めて微妙な状況に陥っていることを自覚していた。

　もし、仮面の男がアッシュの想像通り帝国人であれば、一体なんのためにアンサリヴァン市の周囲でこそこそしているのか。

　最悪、男が帝国軍の情報部員であるという可能性も考えられた。

　大陸の二大列強たるシェブロン王国とゼファロス帝国は、およそ五十年にわたり冷戦下にある。

　一方、王国と帝国の狭はざ間まに位置するロートレアモン騎士国は、シェブロン王国の臣下に当たる。

　元々、騎士国は王国から派生した国家なのだ。一般的な同盟国同士よりも、遥はるかに強い絆きずなで結ばれている。

　帝国人が物騒な銃器を懐ふところに携え、騎士国の領内を嗅かぎ回っているという事態は、決して許されることではない。それはつまり、王国に対する敵対行為に相当するのだから。

　とはいえ、目の前の男をどうこうするには、アッシュはあまりに無力だった。

「ところで少年。歳としは幾つだ？」

　突然、仮面の男があまりに場違いな質問を発したので、アッシュは虚を衝つかれた。

「十六だけど……それがどうした？」

「妙だな。その歳で、まだ幼生オーフアンを宿しているとは」

　アッシュは愕がく然ぜんとして、後ずさった。

「なっ……！　わかるのか？」

「私には見えるのだよ。この身に帯びた呪いゆえにな」

「呪のろい……だと？」

　アッシュは眉まゆをひそめた。帝国人から「呪い」などという、非科学的な言葉を聞こうとは、夢にも思わなかったのだ。

　あいにく、その意味を問いただすことはできなかった。

「ミルガウス様から離れろ！」

　可か憐れんながらも痛烈な声が、アッシュの耳じ朶だを打ったのである。

　咄とつ嗟さに振り返ると、小柄な人影がこちらに駆けてくる。左腕にだけ装着された籠こ手てから、なにかを引き出したかと見えた刹せつ那な、ひゅっ……という風切り音がほとばしった。

「くっ！」

　アッシュはかろうじて不意打ちを避けた。たった今まで、アッシュの頭部が位置していた空間を、漆しつ黒こくの大蛇が薙なぎ払う。

　蛇へびの胴体と見えたのは、一振りの鞭むちだった。

　おそらくは、山岳民族タンタロスの間で使われている鞭だろう。優れた使い手による鞭は変幻自在で、剣や銃器で武装した軍人にも勝るという。

　アッシュは不様に大地を転がることで、伏兵との間合いを取った。

　顔の下半分を覆面で隠してはいるが、どうやら年端もゆかぬ少女らしい。

　つややかな黒髪は長く、後頭部で束ねている。小柄だが、吊つり目がちな双そう眸ぼうは殺気に満ちていた。

　アッシュは起き上がりざま、少女の顔に砂を投げつけると、駆け出した。意図的な攻撃というよりは、本能的な行動だった。

「くっ……！」

　ほんの一瞬、少女は顔を押さえて怯ひるんだものの、すぐさま追いかけてきた。

　アッシュは手近な茂みに飛びこむと、がむしゃらに駆け出した。

「くそ……わけがわかんねえ！」

　無我夢中で森を抜けると、一気に視界が開けた。

　頭上には青空。

　まぶしさのあまり、アッシュは目を細めた。

　岩肌がむき出しの、ごつごつとした光景が広がっている。

　アッシュは固唾かたずを吞のんだ。最悪の展開だった。目の前は峡谷。あと十歩も進めば、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが待ち受けている。橋の類はない。

「そこまでよ！」

　森の奥から、少女が姿を現した。

　アッシュは断崖を背に、少女と対たい峙じした。

「俺おれがなにをしたっていうんだ？」

「あたしたちに出会ってしまったのが、運の尽きね」

　少女は一切の感情を削そぎ落としたような、抑揚に欠けた口調で応じた。

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな！」

「それが戦争よ」

「今は休戦中だろうが！」

「休戦？　そんなのは建前に過ぎないわ。水面下では、今でも帝国と王国は戦い続けているのよ！」

　少女が大地を蹴けった。

　鞭むちをしならせ、アッシュを絶ぜつ壁ぺきへと追い詰めていく。

　格闘術の授業では好成績を収めているアッシュだが、少女の動きは迅速を極めた。後方に退しりぞくだけで精一杯だった。

　だが、あと数歩も退けば、絶壁が待ち受けている。

「ちっ……ちょこまかと鬱うつ陶とうしい！」

　少女の口調に苛いら立だちがにじんだ。どうやら短気な性格らしい。

　──今だ！

　空振りに終わった鞭を、アッシュは素早く摑つかんだ。そのまま力任せに引き寄せる。少女は呆あつ気けなく体勢を崩した。

「うおおおお！」

　アッシュは少女の襟首を無造作に摑むと、反動を利用して投げた。アッシュ自身が驚いたほど、少女の身体からだは軽々と宙を舞った。

「かはっ！」

　背中をしたたかに打ちつけて、少女が苦く悶もんの叫びを放つ。右手から鞭が離れた。

「うぐっ……」

　なんとか意識は保っているようだが、少女は悔し涙を浮かべたまま、身み悶もだえしている。しばらくは立ち上がれないだろう。

　アッシュは呼吸を落ち着けると、少女の覆面に手を伸ばした。自分をここまで追い詰めた不審者の面構えを見てやろうと、思い立ったのだ。

　そのときだった。

　──びしっ！

　なにかが裂けるような、異様な音が耳じ朶だを打った。

「えっ……？」

　アッシュは愕がく然ぜんとなった。

　アッシュと少女を乗せた岩盤が、崩壊を始めている。

　どうやら、元から崩落しかけていたらしい。

　そんな場所で格闘戦をしたのがまずかった。今さらながら、「崩落注意」と記された立て札が視界をよぎる。

「くっ……！」

　アッシュは反射的に、少女の身体を突き飛ばした。

　少女はかろうじて、無事な足場に転がった。

　だが、アッシュ自身はもはや手遅れだった。

　瓦が礫れきと化した足場とともに、真まっ逆さかさまに転落する。

「うわあああああああああっ！」

　肌を引き裂くような風圧。

　底無しの闇やみに落ちていくような恐怖。

　その刹せつ那な、アッシュの左腕が灼しやく熱ねつを帯びた。

「えっ……？」

　衣服ごしに、閃せん光こうが弾けた。肘ひじから手首にかけて、びっしりと描かれた〈星刻せいこく〉が発熱し、深しん紅くの光こう芒ぼうを放っているのだ。

　風の音が消えた。

　あらゆる音が消えた。

「うぐっ……！」

　胸きよう郭かくを左右にこじ開けられるような、激しい痛みを覚えた。ずるりと、なにかが自分の体内から這はい出したような感覚。

　激痛のあまり、意識が途切れそうになる。

　痛みに耐えつつ、自分の胸を見下ろせば、まばゆいばかりの光が溢あふれていた。

「ぐあああああああああ！」

　たまらず絶叫。ふっ……と意識が遠ざかる。

　かすみ始めた視界の中、アッシュは確かに見た。




　少女が、宙に浮かんでいる。




　一いつ糸しまとわぬ姿だった。

　両眼を閉じたまま、両手を翼のように広げ、アッシュのそばをふわふわ漂っている。

　アッシュは衝動的に、その小さな身体からだに両手を伸ばした。

　少女は流れるように、アッシュの両腕にすっぽりと収まる。

　いつしか、アッシュと少女は光の球体に包まれていた。

　先ほどまでとは打って代わって、落下速度が緩やかになっている。

　ふわり、ふわり……と、まるで夢の世界を漂っているかのように、アッシュは少女を抱き締めたまま、ゆっくりと下降を続けた。

　やがて、渓けい流りゆうの脇わきにある岩場にすとんと着地する。

　と同時に、自分を保護していた光の球体が粒りゆう子しとなって、きらきらと霧む散さんした。

「助かった……のか？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくと、アッシュは腕の中の少女に視線を落とした。

　少女は目を閉じたまま、すぅすぅと安らかな寝息をたてている。

「うわっ！」

　少女が全裸であることを意識した途と端たん、アッシュは頰ほおに熱を覚えた。

　小柄ながらも、その胸元はほんのりと膨らんで、女であることをほのかに感じさせる。肌の柔らかさといったら、この世のものとも思えないほどだった。

　年の頃ころは十四、五歳といったところだろうか。

　アッシュは少女を地面に横たえると、素早く騎竜服ドラグスーツのジャケットを脱いだ。

　ジャケットだけでも、少女の小柄な肢体を覆い隠すには充分だった。

「ふう……」

　おかげで、ようやく人心地がついた。どさりと腰をおろす。

　アッシュは改めて、少女の顔を覗のぞきこんだ。

「まさか……ナヴィー？」

　この一週間、アッシュの夢に現れては、悪戯いたずらを繰り返した少女の姿を思い出す。

「いや、確かに似てるけど……違うな」

　たとえるならば、ナヴィーは怪奇小説に登場する夢魔サキユバスだった。少女の面影を宿してはいたものの、成熟した女性の色香を漂わせていた。

　対照的に、目の前に横たわる少女は清せい楚そな雰囲気を感じさせる。












「……ん？」

　ふと、アッシュは眉まゆをひそめた。少女の頭部の左右に、まん丸な突起が生えているのに気づいたのだ。象ぞう牙げのような色をしている。

「なんだこりゃ？」

　アッシュは恐る恐る、謎なぞめいた突起を指で押した。

　ぷにゅ、とした感触を覚えた。

　軟骨のようだった。ほんのりと体温を帯びている。

　不思議な触り心地だった。いつまでも触り続けていたい……などと思ってしまうが、さすがに自重する。

　その突起が単なる飾りではないのは、もはや明らかだった。身体からだの一部なのだ。

「これって……角か？」

　事実、少女の頭部から生えた突起は、幼竜に見られる角にそっくりだった。

　そういえば、ナヴィーの頭部にも角が生えていたが、あちらは一目見て角だとわかるほど、立派なものだった。

　アッシュは改めて、一連の事態を脳裏で反はん芻すうする。

　少女はアッシュの体内から抜け出してきた。

　なおかつ、ドラゴンの特徴である角をそなえている。

　となれば、そこから導かれる結論はひとつだった。

「つまり……この子が俺おれのパルってことか!?」

　アッシュは途方に暮れた。

　確かにパルの誕生はアッシュの悲願だったが、よりにもよって、どうして人間の姿をしているのか。

「う…………ん……………………」

　そのとき、少女の長い睫まつ毛げがぴくりと震えた。

「ほわあ……」

　神々しいともいえる美び貌ぼうとは裏腹に、大きなあくびをひとつ。

　左右の目ま蓋ぶたがゆっくりと開く。

　アッシュは思わず身を乗り出して、少女の顔を覗のぞきこんだ。

　紅眼ルビー・アイの煌きらめきに魅入られたのも束つかの間、少女の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

「ふぎゃぁあああああ！」

「ぐはっ！」

　横っ面を張り飛ばされ、アッシュは後方に吹っ飛んだ。

　渓けい流りゆうに頭から突っこんで、びしょ濡ぬれになってしまう。水深が浅かったのが、せめてもの幸いだった。

「と、とんでもない怪力だな……」

　だらだらと鼻血をしたたらせつつ、アッシュはなんとか這はい上がった。

「ちょっと！　寝ているレディの顔を覗のぞきこむなんて、無ぶ粋すいにもほどがあるわ！　あたしを誰だれだと思っているの？」

　少女は頰ほおを紅潮させ、猛然と立ち上がった。

　その拍子、アッシュが掛けてやったジャケットが、ばさりと落ちてしまう。

　華きや奢しやな裸身があらわとなった。

　それでも少女は隠す素振りも見せない。

「たっ、頼むから服を着ろ！」

　アッシュは慌てて目を背けた。

「ふん、冗談じゃないわ！　服なんてものはねえ、人類が己おのれの醜い本性を隠すために作った、くだらないアイテムよ」

「なんだって？」

「そう……誇り高き竜族に、服なんて必要ないのよっ！」

「お前に必要なくても、俺おれが困る！」

　アッシュは苦し紛れに叫ぶと、少女に背を向けた。

「とにかく、服を着てくれ！　お前が竜族なのはわかった！　いや、本当はまだちゃんと理解できてないけど……今のお前は女の子なんだよ！」

「だから、なに？」

「いや、その……そんな格好でいられたら、こっちが落ち着かないっていうか……」

「ふん。脆ぜい弱じやくな輩やからね。これだから、人間ってやつは──」

　ちょうどそのとき、峡谷を一陣の突風が吹き抜けた。

　もう春先とはいえ、ひんやりと冷たい風だった。

「へっ……へぷしゅ！」

　先ほどまでの剣けん幕まくとは対照的に、可愛かわいらしいくしゃみだった。

　その直後、信じがたいほどの暴風がアッシュに襲いかかった。

「うおっ！」

　アッシュは手もとの岩にしがみつくことで、なんとか吹き飛ばされるのは免れた。

「ドラゴン並みのくしゃみだな……」

　アッシュは体勢を立て直すと、少女に背を向けたまま、諭すように告げた。

「確かに、衣服には自分をより良く見せるっていう目的もあるさ。でもな、それと同時に、寒さを防ぐっていう役割もあるんだぞ？」

「むっ……」

　少女はふてくされたように唸うなったが、ようやく観念したらしい。

　やがて、衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。

　アッシュがおずおずと振り返ると、少女はちゃんとジャケットを着ていた。

　少女が小柄なおかげで、大事な部分はジャケット一枚で覆い隠すことができたものの、太ももはむき出しのままだ。

　透き通るような肌の白さに、アッシュはドキリとした。むしろ、全裸よりもなまめかしく感じてしまう。

　少女の太ももから慌てて目を逸そらすと、アッシュはわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「一応、確認しておくが……お前が俺おれの身体からだに宿っていたドラゴンってことで、間違いないんだな？」

「確かに、あたしはあんたの肉体を一時的に借りていたわ。それくらいは理解しているつもりよ」

「あれが一時的なのか……こっちは上級課程シニオスに進級したってのに」

「なにかいった？」

　少女がじろりと睨にらみつけてくる。

　強烈な眼光に、胸を射ぬかれた気分だった。

「い、いや……なにも」

　アッシュはたじたじとなって、口をつぐんだ。

「でもねえ、あたしをそこらへんのドラゴンと一緒にしないで欲しいわ」

「はい？」

　少女は不機嫌そうにアッシュを見上げると、両手を腰に当てた。

「いい？　あたしはあんたを主人だなんて、これっぽっちも思ってないんだからね！　まったく、なにがアルビオンの密約よ……」

　少女が歴史用語を口にしたのは、ちょっとした驚きだった。

　──アルビオンの密約。

　遥はるか昔、種の絶滅を危き惧ぐした竜族と、竜族が司つかさどる魔法の力を欲したヒトとの間で結ばれたという契約である。

「……とはいえ、あたしとあんたは一いち蓮れん托たく生しよう。あんたの目には見えないでしょうけど、あたしたちは今も、見えない糸でつながっているのよ」

　少女がいっているのは、おそらく星精路アストラル・フロウのことだろう。

「確か……人間とつながることで、ドラゴンは星精アストラルの供給を受けるんだよな。その結果、ドラゴンは地上で生き抜くだけの力を得て、種の絶滅を回避したとか」

　基礎課程ユニオスの授業で学んだ内容を、アッシュはそのまま口にした。星精アストラルとは、この地上で生きていくために必要な、いわば「気」のようなものらしい。

　人類よりも遥かに古い種であるドラゴンは、世代を重ねるごとに、少しずつ星精アストラルを失っていったと伝えられている。

　その結果、成体になるまでに死亡する幼竜が続出した。

　幼竜が育たなければ、竜族は絶滅するしかない。

　事態を憂慮した竜族は、地上で最も星精アストラルに恵まれた人類とつながることで、種の絶滅を回避したのである。

「その通りよ。でもねえ、だからって、あんたに感謝するいわれはないわ。むしろ、そこは光栄に思いなさい！」

「いやいや、少しは感謝しろよ？」

　直後、少女の肘ひじがアッシュの腹に炸さく裂れつした。

「ぐはっ！」

「ところで、あんた？」

　身み悶もだえするアッシュを一いち瞥べつした少女は、なにを思ったのか、急にそっぽを向いた。先ほどまでの勢いはどこへやら、もじもじと恥ずかしそうに俯うつむいている。

「あ、あたしの名前……」

「えっ？」

　アッシュがいぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた途と端たん、少女は真まっ赤かになって叫んだ。

「だから……あたしの名前よ、名前！　このあたしの名前を、あんたに付けさせてやろうっていってるのよ！　こ、これは、とても名誉なことなんだからねっ！」

「でもなあ。俺おれなんかが名付け親になってもいいのか？」

「仕方ないでしょ！　アルビオンの密約には賛同できないけど、そういう決まりなんだから！　あたしにだって、どうにもならない問題なのよ……自分とつながった相手から名前を授かることで、契約は完全な形になるんだからね！」

「そっか。竜族もいろいろと大変なんだな」

「あっ、あんたなんかに同情されるいわれはないわよ！」

　少女の激しい剣けん幕まくに、アッシュは苦笑した。

「そういうことなら安心しろ。名前ならちゃんと考えてある」

　アッシュは竜飼い人ブリーダーになって以来、ずっと温めていた名を口にした。

「お前の名前は、エーコだ」

　ランスロットやクー・フリンと比べたら、今どきの流行とはかけ離れている。だが、非常に由緒正しき名前なのは確かだ。歴史や宗教学の授業でも、真まっ先さきに登場する。

　──聖誕暦元年。

　人類史上、初めて幼生オーフアンを誕生に導いた少女がいた。

　その名はロサ・マリア。

　死後、聖女として崇あがめられたロサ・マリアは、いわば竜飼い人ブリーダーの祖である。

　ロサ・マリアが自身のパルに授けた名前こそ、エーコだった。

「エーコ……」

　少女は一瞬、虚を衝つかれたような顔をしたが、かすかに頰ほおを緩ませた。

「ふん、悪くないわね。そっか、エーコ……うん、あんたにしては上出来だわ。許してあげる」

「気に入ってくれたみたいで、なによりだ」

　万が一、下手な名前を口にしようものなら、また理不尽な暴力に晒さらされる可能性もあっただけに、アッシュは胸を撫なで下ろした。

「そういえば……アルビオンの密約とか、星精路アストラル・フロウのこととか、よく知ってるよな。ついさっき生まれてきたばかりだってのに」

　別に誉ほめたつもりはなかったのだが、エーコは得意げに胸を張った。

「ふふん。そこが誇り高き竜族と、愚鈍で愚劣で愚ぐ昧まいな人類との違いよ」

「おまっ……どんだけ見下してんだよ！」

「──竜種の記憶ドラグワース」

「えっ？」

　エーコが急に遠い目をしたので、アッシュは虚を衝かれた。

「竜族が生きていくのに必要な知識は、世代を超えて自動的に受け継がれていくの。いちいち誰だれかに教わる必要はないのよ」

「そいつはすげえな……。じゃあ、どうしてエーコは竜族なのに、ヒトの姿をしているんだ？」

「むっ、それは……」

　エーコはしばらくの間、考えこむような仕草を続けていたが、ついにはがっくりと肩を落としてしまった。

「駄だ目めだわ……少なくとも竜種の記憶ドラグワースには記されていない……。ううん、違うわね。記されてはいるはずなんだけど、閲覧しようとすると拒まれるっていうか。ああもう、わからないものはわからないのよ！　仕方ないでしょ！　踏みつぶすわよ！」

「いや、踏みつぶすのは勘弁してくれ……シャレにならん」

　エーコの人間離れした怪力を思い出すだけで、アッシュとしては身震いを禁じ得ない。

　ふと、アッシュはまだ自己紹介をしていないことを思い出した。

　気を取り直し、エーコに向けて手を差しのべる。妙な事態になったとはいえ、エーコがアッシュのパルであるのは間違いない。

　パルを得ることは、アッシュの悲願だったのだ。

「むっ……なによ？」

「俺おれはアッシュ。今日からお前の飼い主だ。よろしくな」

「はあ？」

　あいにく、エーコはアッシュの手を握ってはくれなかった。それどころか、じろりとアッシュを睨にらみ据えてきた。

「な、なんだよ？」

「なにか勘違いしてるみたいだから、今のうちに訂正しておくわ。いいこと？　あんたがあたしを飼うんじゃないわ」

　限りなく平へい坦たんに近い胸を思いっきり反らすと、エーコは鋭い眼光をほとばしらせた。

「あたしがあんたの飼い主なのよ！」

　薄暗い渓谷を再び、冷たい風が吹き抜けた。





　　　　◇






　……それから数時間が過ぎた。

　シルヴィアが大逆転の優勝を決めた一方で、森の中に配置されていた保安官がブリギットを発見し、騎手の遭難が判明。即座に救助隊が結成された。

　騎手の名はアッシュ・ブレイク。上級課程シニオスの一年生。

　友人のパルを駆って出場したという、破天荒な問題児だった。

　救助隊には、生徒会長のレベッカをはじめ、多数の学院生も加わった。

　フィアナの森は深い。

　捜索は難航するかと思われたが、アッシュとエーコの身柄はほどなく確保された。

　レベッカの駆るクー・フリンが、まるで見えない道しるべに導かれたかのように、森の外れにある峡谷を目指したのである。

　のちに、レベッカは次のように語った。

「クー・フリンあの子がわたしの意思に逆らって飛んだのは、後にも先にも一度きりだよ」





"The Awakening of Sleeping Beauty ～A.S.B.1365.4～" is closed.








第二話　アンサリヴァンの市街区









　学院一の問題児、アッシュ・ブレイクが騎竜祭の最中に遭難した挙げ句、ついにパルを誕生させたというニュースは、瞬く間に学院中を席せつ捲けんした。

　ところが、やっと生まれてきた幼竜エーコは、頭部に角を生やした少女だった。

　エーコをいかに扱うかは、職員会議においても意見が真っ二つに分かれた。

　ドラゴンなのだから竜舎で厳しく管理すべきだという意見もあれば、見た目は人間なのだから、竜舎に入れるのは間違っているという意見もあった。

　結局、その日は大した結論も出ないまま、当面は、アッシュが自分の部屋でエーコの面倒を見ることが決まった。





　　　　◇






　アポロ舎の三階、廊下の突き当たり。

「ここが俺おれの部屋だ。早くしろ！」

　鍵かぎを開けるなり、アッシュはエーコの背中を押した。

「むっ……飼い犬の分際であたしに命令するなんて、どういうつもり？」

　肩越しに振り返るや、苛か烈れつな眼光を飛ばしてくるエーコ。

「お前の犬になった覚えはねえよ！」

「だったら肉奴隷に格下げよ！」

「お前……意味がわかってて、いってるのか？」

　エーコは偉そうに腕組みをすると、得意げに笑ってみせた。

　例によって、竜種の記憶ドラグワースから得た知識を披露するつもりなのだろう。

「主あるじがお腹なかを空すかせたとき、自分のお肉を差し出す奴隷のことでしょ？」

「食用かよ！」

　竜種の記憶ドラグワースとやらに一抹の不安を覚えつつ、アッシュはなんとかエーコを室内に追い立てると、自分も部屋に駆けこんだ。

　後ろ手に、素早く鍵をかける。

　室外の扉や壁に沿って、寮生たちが聞き耳を立てる気配が伝わってきたが、さすがに排除する気力は湧わかなかった。

　アポロ舎は男子寮だ。

　そこにエーコのような美少女がやって来たのだから、周囲の生徒たちが騒然となるのも無理はない。

「ふん……貧相な部屋ね」

　じろりと室内を眺めわたしたエーコの第一声が、それだった。

「今日は疲れた……俺おれはもう寝るぞ」

　つい先ほどまで、アッシュは医務室に閉じこめられていた。

　森外れの峡谷で保護され、学院に戻ったのも束つかの間、理事会と職員会、そして生徒会……三つの組織から尋問を受ける羽目となったのだ。肉体的にも精神的にも、ぐったりと疲れ果てていた。

「ちょっと！」

　自分のベッドに飛びこもうとしたアッシュを無造作に遮さえぎったのは、エーコだった。

「なんだよ？」

「あたしがあんたの飼い主なのよ？　ベッドはあたしがもらうわ」

「ちょっと待て！　じゃあ、俺の寝場所はどうなるんだよ？」

「はっ！　飼い犬には地べたがお似合いよ。そこで大人しく這はいつくばってなさい！」

「おいおい、マジかよ……？」

「大マジよ！　あんまり聞き分けが悪いようだと、踏みつぶすわよ！」

　ぴしりと指を突き立てると、エーコはベッドにもぐりこもうとして──アッシュが貸していたジャケットを無造作に脱ぎ捨てた。

　真まっ白しろな背中と、お尻しりにかけての流麗なラインがあらわとなる。

「な、なんで脱ぐんだよ！」

　アッシュは慌てて目を逸そらした。無性に心臓が高鳴ってしまう。

「いったでしょう？　誇り高き竜族に、衣服なんて要らないのよ！　寝るときくらい、自由にさせてちょうだい」

　エーコは不愉快そうに答えると、ベッドにもぐりこんだ。

「すぅ……すぅ……」

　あっという間に、穏やかな寝息が聞こえてくる。

　先ほどまでの苛か烈れつな眼まな差ざしはどこへやら、天使のように無む垢くな寝顔だった。

「……ったく、仕方ないな」

　アッシュは布団と毛布を床に敷くと、そこに身体からだを落ち着けた。

　慣れない寝床とはいえ、あっという間に眠気が襲いかかってくる。

　明日は休日なので、起床時間を気にする必要もない。

　意識が途切れるのに、さほど時間はかからなかった。




　夜半。

　誰だれかが布団にもぐりこんできた気配に、アッシュはハッとして目を覚ました。

「うおおっ！」

　寝ぼけている余裕すらなかった。

　心臓がドクンと跳ね上がる。

「ちょっ！　目を覚ませエーコ！」

　元々、ベッドを占領したのはエーコだった。

　なのに、エーコ自身がこちらに来てしまっては、本末転倒もいいところだ。

「ふにゅう……」

　エーコは寝ぼけた表情のまま、肌を密着させてくる。なめらかな肌の感触に、いやが上にも心拍数が跳ね上がった。エーコが全裸であることを、まざまざと思い出してしまう。

　さすがにナヴィーほどの色気は感じないが、あちらはあくまでも、夢の中に登場した少女である。

　だが、今の状況は、紛れもなく現実なのだ。触れ合う肌の柔らかな感触、そしてリアルな温ぬくもりは、夢とは比べものにならなかった。

「とっても……おいしそう」

　唐突に、エーコが寝言を漏らした。

　どんな夢を見ているんだよ……と呆あきれたのも束つかの間、アッシュは胸もとに未知の感触を覚え、ぞくりと身を震わせた。

　エーコが突然、「かぷっ！」と嚙かみついてきたのである。

「──！」

　それは「甘あま嚙がみ」と呼ばれる現象によく似ていた。

　生まれたての幼竜に、たまに見られる現象である。

　自分のパルに甘嚙みされることは、竜飼い人ブリーダーの特権といえた。

　アッシュ自身、友人がパルの甘嚙みを受けている姿を見るたび、羨せん望ぼうの念を禁じ得なかった。

　だが、この甘嚙みは……とてつもなく心臓に悪い。

　頭ではわかっていても、エーコの見た目は少女なのである。そんなエーコが、自分の胸もとに歯を立てている。

「た、頼む……もう、それ以上は……！」

　口では拒みながらも、アッシュは強硬手段に訴えることができない。はむはむと甘嚙みされている感触自体は、決して悪くはない。いや、むしろ快感といえた。

「……ん？」

　あいにく、気持ち良いのはそこまでだった。

　単に寝ぼけているせいか、それがエーコ流の「甘嚙み」なのかはわからない。

　理由はともあれ、エーコはどんどん、あごに力をこめていく──。

「うおおおっ！　痛い！　痛いって！」

　アッシュは戦せん慄りつした。

　今にも肉を食い千切られるのではないか、という恐怖を覚えた。食用、という物騒な単語が脳裏をよぎる。

　見た目は清せい楚そな少女でも、エーコはドラゴンである。

　下手をすれば、冗談抜きで命に関かかわる。

「うおおおっ！」

　必死の思いで、アッシュはなんとかエーコの頭を引きはがした。胸もとには、くっきりと歯型が残されている。出血はしていないが、数日は消えないだろう。

「すぅ……すぅ……」

　アッシュの苦悩も知らず、エーコは穏やかな寝息をたてている。

　──エーコと一緒に過ごす限り、こんな日々が続くのだろうか？

　やはり、ドラゴンは竜舎で厳しく管理してもらうべきかもしれないな……と、アッシュは痛感させられたのだった。





　　　　◇






　翌朝、アッシュは予期せぬ来客のせいで叩たたき起こされた。

　先ほどから、誰だれかが扉を叩いている。

　友達付き合いの少ないアッシュにとって、即座に思い浮かぶ顔といったら、レイモンとマックスくらいだった。

「せっかくの休日だってのに、ゆっくり寝かせてくれよ……」

　ぶつぶつと文句を垂れながらも、玄関に向かう。

　扉を開け放った途と端たん、アッシュは目をむいた。

「やあ、アッシュ・ブレイク。休日とはいえ、寝坊とは感心しないな」

　戸口に立っているのは、生徒会長のレベッカだった。その背後には、会計を務めるマックスが仏頂面で控えている。

「せっ、生徒会長！　ここは男子寮ですよっ！」

「名前でいい」

「……はい？」

「生徒会長、なんて堅苦しい呼び方は不要だといっているんだ」

「えっと……レベッカさん？」

　アッシュが遠慮がちに名前を呼ぶと、レベッカはにっこりと微笑ほほえんだ。

「うむ、それでいい。エーコのことが気がかりでな。様子を見に来たんだ」

「それは……恐縮です」

「そんなにかしこまる必要はない。で、エーコの様子はどうだ？」

「まだ寝てますけど……」

　ベッドのほうを振り返ったアッシュは、ギョッとした。

「ふにゅう……」

　ちょうど目を覚ましたエーコが、眠たげに目をこすりながら、上半身を起こしたところだった。

　掛け布団がめくれ落ちて、真まっ白しろな胸元があらわとなっている。

「うわっ！　そっ、その、これは違うんです！」

「君という奴やつは……！」

　狼ろう狽ばいするアッシュの襟首をつかんだのは、マックスだった。

「なんという不健全！　自分がなにをしたのかわかっているのかっ！」

　激げき昂こうしたマックスを制したのは、レベッカだった。

「落ち着け、マックス。床にも布団が敷いてあるところを見ると、一緒に寝たわけではなさそうだ。そうだろう？」

「当たり前ですよ！」

「だったら、どうして彼女は裸なんだ？　説明してみろ！」

　マックスの詰きつ問もん口調に気け圧おされながら、アッシュはぼそぼそと答えた。

「いや、その……エーコは誇り高き竜族だから、服を着ること自体に違和感を覚えるみたいなんだ。それ以前に、エーコに着せてやれる服なんて持ってないし」

「ふむ……そんなことだろうと思って、差し入れを持ってきたんだ。遠慮せず受け取るがいい」

　レベッカの目配せを受け、マックスが渋面をつくりながらも、紙袋を差し出した。

　受け取ってみると、ずしりと重い。

「エーコのために、衣類と下着類を手配しておいた。いくら竜族とはいえ、少女の姿をしている以上、裸で外を出歩かれては困るからな。まあ、生徒会からの誕生祝いだと思ってくれればいいさ」

「あ、ありがとうございます。すごく助かります……！」

　アッシュは何度も頭を下げた。

「ただし、その他ほかの生活用品については、君自身が買いそろえる必要があるな。懐ふところに余裕はあるか？」

「……かなり厳しいです」

　親が貴族や商人だったりすると、充分な仕送りを送ってもらえるそうだが、辺境地帯の小村に生まれたアッシュには無縁な話だった。

「そうか。だったら、この用紙に必要事項を記入して、教務課に提出するといい」

　レベッカが差し出したのは、学院生がパルの飼育に必要な経費を申請するための書類だった。

「厳密には、騎乗具などの購入資金を申請するための手続きなのだが……まあ、エーコは特別なドラゴンだからな。教務課も大目に見てくれるだろう。それと、だ」

　ふいに、レベッカが真顔になった。なまじ彫像めいた美び貌ぼうの持ち主だけに、肌を刺すような威圧感がある。

「実は今朝、ようやく職員会議の結論が出た。学院は、コーンウェル博士にエーコの検査を依頼したそうだ」

「ええっ！　コーンウェル博士っていったら、あの……？」

　アンサリヴァン市内に研究所を構えているという、ドラゴン研究の最高権威。アッシュ自身は、まだ会ったことはない。

「そう、あの有名人だ。なにかと忙しい人だから、エーコを診てもらうのがいつになるのかは不明だがな」

「そうですか……まあ、気長に待ちますよ」

「彼女の判断を仰ぐまで、エーコの生活拠点は君の部屋だ。不本意かもしれんが、エーコをどのように育てるべきか、学院側も決めあぐねているんだ」

「わかりました。エーコは俺おれのパルですし、責任をもって面倒を見ます」

　アッシュが真顔で答えると、レベッカは微笑を浮かべた。

「良い返事だ。そうそう、身辺が落ち着いたら、生徒会室に来て欲しい。改めて、君には聞きたいことが山ほどあるからな」

「了解しました……」

「うむ。君の来訪を楽しみにしている」

　レベッカはさわやかな微笑を浮かべると、マックスを従えて立ち去った。




「……というわけだ。まずはこれを着ろ」

　朝陽あさひを浴びて、陶磁のように輝く素肌から目を逸そらしつつ、アッシュはエーコに紙袋を差し出した。

　たちまち、エーコは眉まゆを吊つり上げた。

「いっただろ？　お前が服を着てくれないと、俺が困るんだよ」

「ふん。あたしの姿が、そんなに気に入らないっていうの？」

　全裸のまま、ますます距離を詰めてくるエーコ。

　アッシュは激しい動どう悸きを覚えつつ、慌てて後ろを向いた。

「だから、いっただろ？　人間社会では、服を着るのが常識なんだよ！　大体、そんな格好で寒くないのかよ？」

「ふん。今朝は太陽だって、生まれたままのあたしを礼賛しているわ。服なんて着なくたって、充分にあったか──」

　ちょうどそのとき、エーコの鼻先に黄色い蝶ちようが留まった。窓から迷いこんできたのだろう。

　たちまち、エーコは鼻をムズムズさせたかと思うと、

「へっ……へっ……へぷしゅ！」

　可愛かわいらしいくしゃみを披露した。

「おわっ！」

　案の定、すさまじい暴風が巻き起こり、アッシュは否いや応おうなく吹き飛ばされた。路上で干からびた牛うし蛙がえるのような格好で、壁に激しく叩たたきつけられてしまう。

「いてて……相変わらず、ドラゴン並みのくしゃみだな……」

　なんとか起き上がったアッシュは、吹き飛ばされた拍子に紙袋を落としたことに気づいた。慌てて周囲を見渡すと、紙袋の中身──レベッカが手配してくれた衣装の数々が、無造作に散らばっている。

　意外にも、エーコはそのうちの一着を手に取ると、

「……可愛い」

　年とし頃ごろの女の子さながら、興味を抱いた様子だった。




　それからしばらくして、エーコはアッシュの望み通り、衣服を身に着けてくれた。

　レベッカが選んでくれたのは、学院の制服によく似たデザインの、可愛らしい衣装だった。

　襟元のリボンと、ふっくらとしたパフスリーブが、エーコの可か憐れんな容姿によく似合っている。ベレー帽は、エーコの角を隠すのにもぴったりだった。

　一方、足元を飾るのは、お洒落しやれなブーツだった。まるで事前に計ってきたかのように、エーコの足にぴったりのサイズ。改めて、レベッカの慧けい眼がんには驚きを禁じ得ない。

　エーコ自身、鏡の前に立ってみると、まんざらでもない様子だった。

「ふん。愚鈍で愚劣で愚ぐ昧まいな人類がデザインしたにしては、悪くないわね」

　アッシュがホッと胸を撫なで下ろしたのも束つかの間、

「ねえ。ここって、学院都市アンサリヴァンなのよね？」

　唐突にエーコが問いかけてきたので、アッシュは面食らった。

「竜種の記憶ドラグワースによれば、アンサリヴァンの街にはたくさんのお店があるらしいけど」

「まあ、そうだな」

　改めて、アッシュは感心する。エーコは本当に、竜族が積み重ねてきた知識を受け継いでいるのだ。時折、エーコに怪しげな知識を植え付けるのだけは、勘弁して欲しいところだが。

「……てあげる」

「ん？　なにかいったか？」

「だから……あんたに、街を案内させてあげるっていってるのよ！」

　エーコはなぜか頰ほおを真まっ赤かに染めると、そっぽを向いてしまった。

　アッシュは苦笑した。要は、街に連れて行って欲しいと頼んでいるのだろう。

　いくら竜族の知識を受け継いでいるとはいえ、ひとりで街に出るのは不安なのかもしれない。だが、素直に「連れて行って欲しい」と頼むのは、誇り高き竜族としてのプライドが許さないといったところか。

「じゃあ、今から行くか。ドラゴンにだって、散歩は必要だしな」

「犬の散歩みたいにいうな！」

「おぶっ！」

　腹に強烈な肘ひじ鉄てつを食らい、アッシュは悶もん絶ぜつ寸前となった。





　　　　◇






　教務課で「パルの飼育にまつわる必要経費」として、二千エクルを受け取ったアッシュは、エーコを伴い市街区に向かった。

　二千エクルといえば、役人の初任給一ヵ月分に相当する。これほどの大金を懐ふところに忍ばせるのは、もちろん初めてのことだった。

「これが、アンサリヴァンの街……！」

　市街区に足を踏み入れるなり、エーコは感嘆の声を漏らした。知識を受け継いでいるとはいっても、実物の存在感には圧倒されているようだ。

　メインストリートは人ごみで賑にぎわっている。祝日ということもあり、往来には学院生の姿も多い。

　道端には様々な屋台が建ち並び、香ばしい匂においを漂わせていた。

　──ぐるるるる！

　途と端たん、エーコの腹が盛大に鳴った。

　周囲の通行人たちが、怪け訝げんそうに振り返ったほど、大きな音だった。くしゃみの風圧だけでなく、お腹なかの音もドラゴン並みだった。

　たちまち、エーコは頰を染めた。

「しっ、仕方ないでしょ！　朝ご飯、まだ食べてないんだから！」

　裸を見られるのは平気なのに、腹の音を聞かれるのは恥ずかしいらしい。アッシュには理解不可能な感覚だった。

「そういえば、すっかり忘れてたな……」

　レベッカが部屋を訪れたせいで、朝食どころではなかったのだ。そのことに気づいた途と端たん、アッシュ自身も空腹を覚えた。

　エーコは頰ほおを膨らませると、アッシュに食ってかかった。

「ドラゴンの食事は、一日五回なんだからね！」

「基礎課程ユニオスで習ったから知ってるけど……ほんとに一日五回も食べるのか？」

「誇り高き竜族の常識よ！」

　アッシュはまじまじと、エーコの小柄な身体からだを眺めた。

「燃費、悪すぎだろ……」

「なにかいった？」

「いや、別に」

「むっ……あれはなに？　いい匂においがするわ」

　突然、エーコは屋台のひとつを指差した。アッシュと同年代の女の子が集まって、キャッキャと華やいだ声をあげている。

「あれは、クレープ屋だな」

「なにそれ？」

「なんだ、竜種の記憶ドラグワースには記されてないのか？」

「たかが食べ物のために、わざわざ竜種の記憶にアクセスする必要はないでしょ！　検索するのにだって、魔力が必要なんだからね！」

「そうだったのか……。クレープってのは、アンサリヴァンでは定番のお菓子だな。食べてみるか？」

　基本的にドラゴンは雑食なので、クレープを食べても害はないだろうと、アッシュは判断した。

「もちろんよ！」

　クレープの屋台には、女の子が三人ほど並んでいる。アッシュはエーコと一緒に、最後尾に並んだ。

「ねえ、まだなの？」

「順番だからな。行列に割りこむのはマナー違反だ」

「むっ、仕方ないわね。だけど誇り高き竜族を待たせる以上、マズかったら屋台ごと踏みつぶしてやるんだから！」

「嫌な客だな……ん？」

　ふと、アッシュは肌を刺すような視線を覚え、咄とつ嗟さに背後を振り返った。

「どうしたの？」

　エーコが怪け訝げんそうに訊たずねてくる。

「いや、誰だれかの視線を感じた気がしたんだが……」

「はあ？　こんな街中で、あんたにわざわざ注目するような輩やからがいるってわけ？」

「それをいわれると……自信ないけど」

　昔から、アッシュには勘の鋭いところがあった。

　そうでなければ、森の中でミルガウスに遭遇することもなかっただろう。アッシュが気づきさえしなければ、ミルガウスはあのまま身を潜めていたはずだ。

「……やっぱり気のせいか」

　あんな事件があったせいで、敏感になっているのかもしれない。

　ちょうどそのとき、アッシュの前に並んでいた女の子たちが、アンサル・クレープを注文した。

　しばらくすると、薔ば薇らのように甘い香りがふわりと漂ってくる。

　食欲をそそる匂においだった。

「俺おれもアンサル・クレープにするかな」

　店先の値札によれば、アンサル・クレープは百グローリン。他ほかのクレープが五十グローリンであることを考えると、おやつとしては割高だが、これも「パルの飼育にまつわる必要経費」だと割り切ることにする。

「エーコはどうする？」

　どういうわけか、エーコは得意げに胸を張った。

「ふふん、アンサルに決まってるでしょ？　アンサルは竜族のたしなみなのよ」

「ああ……確かそうだったな」

　アンサルとは、アンサリヴァンの特産物として知られる高級ハーブである。香料として使われる一方で、ドラゴンの嗜し好こう品ひんとしても有名だ。酒や煙草たばこを嗜たしなむ人間と同じように、ドラゴンはアンサルの香りを好むのである。

　やがて、アッシュとエーコの番が回ってきた。

「アンサル・クレープをふたつ」

　アッシュが注文すると、店員は魔法のような手つきで、クレープの生き地じを焼き始めた。皮がちょうど良い焼き加減になると、そこに淡い緑色を帯びたクリームを載せていく。

　再び、アンサルの香りが屋台の周囲に広がった。

「うわあ……」

　エーコは魅入られたように、店員の手さばきを凝視している。好奇心でいっぱいの横顔に、ほんの一瞬、ドキリとさせられてしまう。

　いやいや、エーコはあくまでもドラゴンなんだから……と、アッシュは慌てて自分にいい聞かせた。




　屋台の周辺には、通行人が自由に利用できるベンチが設置されている。ちょうど空席があったので、アッシュとエーコはそこに腰を落ち着けた。

「はむ……はむ……」

　エーコは矢も盾もたまらないといった様子で、クレープにかぶりついた。

「んっ……なにこれ！　とってもおいしい！」

「良かったな、屋台を踏みつぶさずにすんで」

「冗談じゃないわ。そんなことをする奴やつがいたら、このあたしが許さないんだから！」

「まあ、屋台ごと踏みつぶそうとするのは、お前くらいだろうけどな……」

　苦笑するアッシュのかたわら、エーコはわずか数秒でクレープをたいらげてしまった。まだ物足りないのか、アッシュが手にしたクレープをまじまじと見つめてくる。

　エーコの食べっぷりに目を奪われていたので、アッシュは一口も食べてはいなかった。

「はあ……仕方ないな。食べるか？」

「いいの？」

「そんな顔されたら、こっちが落ち着かない」

　アッシュがクレープを差し出すと、エーコは歓声をあげてかぶりついた。

　無邪気にクレープを頰ほお張ばる姿は、まるで小動物みたいに可愛かわいらしくて、餌え付づけしているような気分になってしまう。

　食事を終えたエーコは、グッと拳こぶしを握り締めると、意い気き揚よう々ようと宣言した。

「決めた！　これ、あたしの主食にするわ！」

「これはお菓子だからな。ドラゴンなら肉を食え！　でないと、大きくなれないぞ？」

「むっ……愚鈍で愚劣で愚ぐ昧まいな人類の分際で、このあたしに意見しようっていうの？　いったでしょう？　あたしがあんたの飼い主なんだか──……あふんっ！」

　突然、エーコは頰を真まっ赤かに染めると、なまめかしい声をあげた。

「おい……熱でもあるのか？」

「身体からだが……急に……熱くなって…………」

　エーコはとろんと瞳ひとみを潤ませて、アッシュに身を寄せた。

　肩と肩が、太ももと太ももが密着する。

　衣服越しとはいえ、互いに触れ合った部分が、とても熱く感じた。

「おいおい……どうしちまったんだよ？」

「だ、駄だ目めなの……もう我慢できない……！」

　エーコは切なげにあえぐと、ぐっと身を乗り出してきた。

　腕のあたりに、ほのかにふくらんだ胸の感触を覚えた。

　そのまま、エーコはアッシュの襟元に唇を寄せると──首筋をぺろりと舐なめ上げた。

「──！」

　柔らかで温かな舌の感触に、アッシュはぞくりとした。

「……エーコ？　どういう……つもりだ？」

「お願い……なんとかしてぇ……このままじゃ……どうにかなっちゃう……！」

「な、なんとかしろっていわれても……どうすればいいんだよ？」

　アッシュが戸惑っている間にも、深しん紅くの薔ば薇らを思わせる唇が迫ってくる。

　濡ぬれた唇は半開きで、真珠のような歯が覗のぞいている。

　熱をはらんだ吐息には、アンサルの甘い香りが交じっていた。

「お前、まさか……！」

　ふいに、アッシュはあるひとつの可能性に思い当たった。

　間違いない。これはアンサルの影響なのだ。

　アンサルはドラゴンの嗜し好こう品ひん。人間にとっては、お酒や煙草たばこに相当する。

　見た目が少女なので、ついつい忘れそうになってしまうが、エーコは生まれて間もない幼竜である。アンサルの過剰摂取が、悪影響を及ぼしたらしい。

「た、頼む、エーコ……落ち着いてくれ！」

「はふう……」

　発情期を迎えた小動物さながら、エーコはアッシュに迫ってくる。












　このままでは、街の風紀を守る保安官に逮捕されても文句はいえない。

「ねぇ、ママ。あの人たち、なにやってるの？」

「あんなの見ては駄だ目め！　ほら、行くわよ！」

　案の定、通行人の視線が痛々しく突き刺さってくる。今すぐこの場所から逃げ出したい気分だったが、エーコがかじりついているため、立ち上がることもできない。

　そのとき、アッシュの脇わきに誰だれかが立ちはだかった。

「お、お前は……公衆の面前でなんという破は廉れん恥ちな！」

　痛烈な罵ば倒とうに耳じ朶だを打たれ、アッシュは身震いした。聞き覚えのある声だった。いや、聞き覚えがあるどころではない。

　恐る恐る顔を上げると、案の定、あのシルヴィア王女殿下だった。

「女の敵には死の鉄てつ槌ついを！　我が家の家訓だ！」

　岩をも砕きそうな鉄てつ拳けんがアッシュの顔面を捉とらえるまでに、一秒とかからなかった。




「これで大丈夫だと思いますわ」

　エーコを介抱してくれたのは、シルヴィアの侍じ女じよを務めるコゼット・シェリーだった。

　学院では割と有名人なので、アッシュもコゼットの顔と名前くらいは知っていた。街中にもかかわらず、王宮仕様のメイド服を着用しているので、妙に目立っている。

　コゼットが商店街で調達してきた水を飲ませると、エーコの酔いはなんとか治まった。コゼットいわく、水をたくさん飲ませることで、体内のアンサル成分を薄めたらしい。

「ふにゅう……」

　まだ頰ほおを真まっ赤かに染めてはいるものの、エーコは大人しくベンチに腰掛けている。アッシュは胸を撫なで下ろした。

「助かりました、コゼットさん。なんとお礼をいえばいいやら……」

「うふふ。どういたしまして」

「まったく！　幼竜にアンサル・クレープを食べさせるなど、お前は授業でなにを学んできたのだ！」

　シルヴィアはぷんぷんと怒りを撒まき散らしている。

「あらあら。姫様だって、生まれたばかりのランスロットにアンサル・ティーを飲ませた挙げ句──」

「古い話を蒸し返すなっ！」

　どうやら、身に覚えがあるらしい。

「それ以前に、どうしてドラゴンが人の姿をしている？　学院でも噂うわさになっていたぞ」

「へえ……友達をつくろうとしない姫様でも、みんなの噂話を気にしたりするんだな」

　たちまち、シルヴィアは真っ赤になった。

「うるさい！　わ、私は……くだらない噂話などに興味はないのだが、その……コゼットがいろいろと聞きつけては、私に話して聞かせるのだ！」

「あらあら、その割に……アッシュ様にまつわる噂話は、熱心に聞き入っておられたようですけど？」

「なっ……バカをいうな！」

　事実、シルヴィアが教室で孤立しているのは、誰だれもが知っている。

　ただ存在しているだけで、シルヴィアには周囲に緊張を強いるところがあった。

　それは決して、シルヴィアが王女だからではない。もちろん、その高貴な血統も一因ではあるのだが、それ以上に、シルヴィアの堅苦しい性格こそが問題だった。

「まあまあ、良かったじゃありませんか。こうして、お目当てのアッシュ様を見つけることができたのですから」

　コゼットの指摘に、シルヴィアは頰ほおだけでなく、耳たぶまで真まっ赤かに染めた。

「な、な、なにをいっているのだお前は！　私は別に、こんな奴やつを捜すために、わざわざ街まで出てきたわけではないぞ！」

「はいはい。では、そういうことにしておきましょうか。うふふふふ……」

　純朴そうな見た目とは裏腹に、腹黒な笑い方をするコゼットだった。いつしかシルヴィアは涙目になっている。

「アッシュ様に、どうしてもお伝えせねばならないことがあるのでしょう？　コゼットはうしろを向いてますから、遠慮なくどうぞ」

「ふざけるな！　うしろを向いたところで、お前のことだ！　どうせ聞き耳を立てるのだろう？」

「うふっ。それが侍じ女じよの務めですから。わたくしのことは、街角のヴィーナス像とでも思って、お気になさらず」

「どこがヴィーナスだ！　魔ま女じよ神しんモリガンの化身め！」

　そのとき、エーコが急にくすぐったそうな表情を浮かべたと思うと、

「へっ、へっ…………へぷしゅ！」

　可愛かわいらしいくしゃみをした。

　──ぶわっ！

　たちまち、エーコの前方に暴風が吹き荒れて、シルヴィアのスカートを無造作にまくり上げる。

　真まっ白しろな生き地じと、レースの模様。

　そして、腰の左右で結ばれたリボンが、アッシュの視界を直撃する。

「紐ひも──！」

「見るなっ！」












　思わずつぶやいたアッシュの顔面に、激怒したシルヴィアの鉄てつ拳けんが叩たたきこまれる寸前、エーコが動いた。

　アッシュの脇わきから手を伸ばし、シルヴィアの拳こぶしを受け止めたのだ。さすがは竜族だけあって、驚くべき早技だった。今のくしゃみで酔いが覚めたのかもしれない。

「……エーコ？」

　エーコが自分をかばってくれたことに、アッシュは少なからず驚いた。

「なんのつもりだ？」

　底冷えするような声こわ音ねで、シルヴィアがエーコに問いかける。

「あんたこそ、愚鈍で愚劣で愚ぐ昧まいな人間の分際で、どういうつもり？　こいつの飼い主はあたしなのよ？　こいつを虐げてもいいのは、世界でただひとり──あたしだけなんだからね！」

「どんな理屈だよ！」

　アッシュの落胆をよそに、エーコとシルヴィアは膠こう着ちやく状態に陥っている。

「ふん……バカバカしい」

　先に折れたのは、シルヴィアのほうだった。大人しく拳を下ろすと、アッシュとエーコに背を向ける。背中を覆う輝かしい金髪を、そよ風になびかせながら。

「アッシュ・ブレイク！　お前にひとつ、いっておかねばならんことがある」

　肩越しに振り返ると、シルヴィアは言葉を続けた。

「そ、その……以前、私がお前にいったことは、間違いだった」

「えっ？」

「あのときは、ついカッとなって……我を忘れてしまったのだ。事実、お前のパルは……こうして元気に生まれてきたのだからな」

　シルヴィアはもじもじと恥ずかしそうに視線をさまよわせている。アッシュと視線が合った途と端たん、慌てて目を逸そらした。

　そんな様子を、コゼットは口許に手を添えて、ニコニコと見守っている。

「姫様？」

「つ、つまりだな、なにがいいたいかというと……あれは私の失言だった！　己おのれの過失は潔く認めるべし──我が家の家訓だ！」

　いい終えた途端、シルヴィアは脇わき目めもふらず駆け出した。

「そういうことですから。それでは、わたくしも失礼しますね」

　コゼットは丁寧なお辞儀をすると、メイド服のスカートを優雅にひるがえし、シルヴィアのあとを追った。

　予想外の謝罪を受けて、アッシュはぽかんとなった。




　──主あるじに似て間の抜けたドラゴンだ。あるいは、とっくに死んでいるのではないか？




　元々は、あの許しがたい暴言を取り消させるために、アッシュはシルヴィアに勝負を挑んだのだった。レースで負けた以上、シルヴィアが謝ることはないと思っていたし、エーコが誕生したことで、それどころではなくなっていた。

　だが、勝負の結果とは関係なく、シルヴィアのほうから謝ってくれたのだ。

「なんだよ……普段からあれくらい素直だったら、人気者になってただろうに」

　ニヤニヤとしてつぶやいたアッシュだが、次の瞬間、頰ほおに激しい痛みを覚えた。

　エーコが脇から手を伸ばし、アッシュの頰をつねったのだ。

「へエ、へエーーほコ？」

　エーコは半眼で、じろりとアッシュを睨にらんでいる。

「あんた、もしかして……あの牝めすに特別な感情を抱いてるんじゃないでしょうね？　あたしに飼われてる身分だってこと、ちゃんと自覚しているの？」

「ふす、ふすまん……」

　下手に反論しようものなら、このまま頰を引き千切られそうな気がして、アッシュはしおらしく謝ったのだった。
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　商店街を巡り、エーコに必要な日用品を買い終えたアッシュは、両手に大きな紙袋を提さげたまま、公衆トイレの手前に佇たたずんでいた。つい先ほど、エーコがトイレに行きたいといい出したので、ここまで連れてきたのだ。

「エーコの奴やつ……遅いな」

　トイレに駆けこんだきり、なかなかエーコが戻ってこないのが気がかりだった。かといって、アッシュが女子トイレを覗のぞきこむわけにもいかない。

「おい」

「なんだよ、うるさいな……こっちはそれどころじゃないんだよ」

「そんなに女子トイレが気になるのか？」

「当たり前だろ？　できることなら俺おれが踏みこんで、この目で確かめてやりたいところだが……」

「お前がそういう奴だったとはな……見損なったぞ、アッシュ・ブレイク！」

「へっ？」

　アッシュはようやく我に返った。一体、自分は誰だれと喋しやべっていたのか。

　あいにく、背後を振り返ると同時に、アッシュは蹴けり飛ばされていた。

「いてっ！　なんのつもりだ！」

　衝動的に食ってかかったアッシュは、たちまち凍りついた。

「なんのつもり……だと？　それはこっちの台詞せりふだ！」

　アッシュの前に現れたのは、またしてもシルヴィアだった。今度は両手を腰に当て、烈火のごとく怒っている。いつもは美しい金髪も、今ではライオンのたてがみを思わせた。

　シルヴィアの背後には、相変わらずコゼットが影のように張り付いて、ふんわりとした笑顔を浮かべている。

「お前こそ、どうして女子トイレの周辺をコソコソと嗅かぎ回っている？　どう見ても変質者だろうが！」

「いや、その……エーコがトイレに入ったきり、戻ってこないんだ。それで心配になって……決して、よこしまな気持ちがあったわけではないぞ？」

「あらあら、それはいけませんわね。よろしければ、わたくしが見てきましょうか？」

　コゼットの申し出に、アッシュは心から感謝した。

「是非、お願いしたいです！」

「それでは姫様、参りましょうか」

「なんだ、私も行くのか？」

「困っている国民に手を差しのべるのは、王族たる者の義務ですわ。栄えあるロートレアモン騎士王家の家訓です」

「そ、そんなことはわかっている！」

　お株を奪われる形となったシルヴィアは、頰ほおに朱を散らすと、ずんずんと女子トイレに向かった。




　しばらくして、シルヴィアとコゼットはアッシュのもとに戻ってきた。

「エーコの姿はなかった。代わりに、これが洗面所の床に落ちていたのだが……」

　シルヴィアが差し出したのは、学院指定のベレー帽だった。

「これは……間違いない、エーコが被っていた帽子だ。でも、どういうことだ？」

　エーコがトイレに駆け込んだあと、アッシュはずっと、出入り口が見える場所に佇たたずんでいたのだ。

　エーコがトイレから出てきたのであれば、見逃すはずがない。

「それと、こんなモノを採取しました」

　シルヴィアの脇わきから、コゼットがハンカチを差し出した。

「採取？」

　コゼットがハンカチの折り目を開くと、そこにはきらきらと光る粉末があった。

「これは……？」

「わたくしの見立てでは、竜りゅう綺き華か晶しょうの粉末かと」

　竜綺華晶とは、ドラゴンの魔力が結晶化したものであり、竜媒魔法オラクルの触媒として使用される。

　逆に竜綺華晶の魔力を借りなければ、人類が魔法を使うことはできない。元来、大陸に魔法をもたらしたのは竜族なのである。

「誰だれかが竜媒魔法オラクルを使って、エーコを拉ら致ちした可能性があるな」

　シルヴィアの言葉に、アッシュは戦せん慄りつした。

「そういえば……街で誰かに見られていたような気がする」

「本当か？　だったら、犯人は不特定の女子を狙ねらったのではなく、最初からエーコを狙っていた可能性もあるな」

「くそ！　どうしてこんなことに……！」

「落ち着け。お前は学院でなにを学んできたのだ？」

　シルヴィアは身を乗り出すと、アッシュの顔を覗のぞきこんできた。蒼氷色アイス・ブルーの瞳ひとみが、アッシュをまっすぐに見据えている。

「竜飼い人ブリーダーとドラゴンの絆きずなは、そう簡単に引き裂かれるものではない。目には見えなくとも、星精路アストラル・フロウでつながっているのだからな」

「それは知ってるけど、どうすればいいんだよ？」

「聖竜マエストロなら、こちらが召喚すれば一瞬で空間を飛び越えて来るのだが……生まれたての幼竜には無理な話だ。つまり、お前がエーコを迎えに行くしかない」

「エーコの居場所がわからないんじゃ、どうしようもないだろ！」

「だから、落ち着けといっている！　竜飼い人ブリーダーである以上、お前の肌にも刻まれているはずだ。マザー・ドラゴンから賜った〈星刻せいこく〉がな」

〈星刻〉ならば、確かにアッシュの左腕に刻まれている。あいにく、マザー・ドラゴンに出会ったという記憶は抜け落ちているのだが、今はそんなことを問題にしている場合ではない。

「それがどうしたっていうんだよ？」

「〈星刻〉とは、単なる刻印ではない。いってみれば、星精路アストラル・フロウの扉なのだ」

「そういえば……エーコが生まれたとき、〈星刻〉がやたらと反応してたっけな」

「その感覚を思い出せ。今度はお前のほうから、エーコに呼びかけるんだ」

　アッシュはようやく、シルヴィアの真意を理解した。

「そういうことなら、やるしかないな。ありがとな、姫様」

　シルヴィアはかすかに頰ほおを染めると、

「べ、別に、お前に礼をいわれる筋合いなんてない！　ドラゴンは我が国を象徴する聖獣だからな。助けるのは当然だろう！」

　ぷいっとそっぽを向いてしまった。

　そんなシルヴィアの背後では、コゼットが笑いを嚙かみ殺している。

「じゃあ、始めるか」

　アッシュが左の袖そで口ぐちをまくり上げ、包帯をほどいた途と端たん、シルヴィアは瞠どう目もくした。

「おい……それが、お前の〈星刻〉なのか？」

「まあな」

　正直なところ、アッシュはこの〈星刻〉の模様が嫌いだった。できれば見られたくはなかったのだが、今は緊急事態だ。

「これから、どうすればいい？」

「口ではうまく説明できないが……まずは〈星刻〉に意識を集中させろ。それから、エーコのことを強く想おもうんだ」

「やたらと抽象的だな。大丈夫か？」

「仕方ないだろう！　〈星刻〉は魔法の産物だからな。人間の言葉で解説しろというのが、そもそも無理な話なのだ！」

「それもそうか……とにかく、やってみる！」

　シルヴィアとコゼットが見守る中、アッシュは左ひだり拳こぶしを額の前に掲げると、右手で左手首を握り締めた。

　そのまま、左腕に刻まれた〈星刻せいこく〉に意識を集中させる。

　少しずつ、〈星刻〉が熱を帯びてくるのがわかった。

「お願いだ……エーコの居場所を教えてくれ……」

　呪じゆ文もんのようにつぶやきながら、アッシュはエーコを強く想おもった。

　七歳のときにアッシュの身体からだに宿って以来、ずっと一緒だったエーコ。

　本来ならば、もっと早く生まれてくるべきなのに、三年も寝坊したエーコ。

　それでも、アッシュは待ち続けた。

　周囲の冷たい視線にさらされながらも、ずっと待ち続けた。

　その思いが実ったのか、エーコはついに誕生した。予想外なこともあったし、理不尽な目にも合わされたが、ただひとつ、絶対に揺るがない事実がある。

　それは──エーコがアッシュのパルだということ。

「頼む、答えてくれ……！」

　その刹せつ那な、左腕を埋め尽くす〈星刻〉が熱を帯び、深しん紅くに色づいた。

「これは……！」

　やがて、〈星刻〉から立ちのぼる魔力が、色取り取りの蝶ちようと化して、まるでアッシュを先導するかのように、ふわふわと漂い始める。

　どうやら、エーコの居場所に案内してくれるらしい。

「見えたぞ！」

　意い気き揚よう々ようと叫んだアッシュとは対照的に、シルヴィアとコゼットはしきりに首をひねっている。

「……なにが見えたのだ？」

　どうやらシルヴィアとコゼットには、アッシュの〈星刻〉から芽生えた蝶が見えていないらしい。だが、いちいち説明している余裕はないし、アッシュ自身、この現象をきちんと理解できているわけではない。

「俺おれはこのまま、エーコの居場所に向かう！」

　アッシュは蝶の軌跡を追って、猛然と駆け出した。

「待て、お前ひとりでは危険だ！　私も行くぞ！」

「わたくしは、地獄の果てまでも姫様についていく所存ですわ」

「縁起でもないことをいうな！」

　いささか緊張感に欠ける会話を背に、アッシュは蝶を追った。




　魔力で構築された蝶は、通行人の身体を簡単にすり抜けて、ふわふわと進み続ける。何度も通行人にぶつかりそうになりながらも、アッシュ達は入り組んだ路地を駆け抜けた。

「ここは……？」

　蝶ちようがぴたりと静止したのは、市街区の東端に位置する、寂れた場所だった。庭付きのお屋敷がひっそりと建っている。かなり老朽化していることもあり、お化け屋敷のように見えた。人が住んでいるのかどうかも定かではない。

「ほ、本当に……こんな場所にエーコがいるのか？」

　シルヴィアが怪け訝げんそうな面持ちで訊たずねてくる。

　普段は凛りんとしたシルヴィアにしては珍しく、なぜだか顔面蒼そう白はくとなっている。

「少なくとも、〈星刻せいこく〉はこの場所を示しているんだけど……」

「そ、そうか」

「おいおい、顔色が悪いぞ？　まさかとは思うけど……恐こわいのか？」

　アッシュの問いかけに、シルヴィアは過剰なまでに反応した。

「そっ、そんなはずがないだろう！」

　シルヴィアが虚勢を張っているのは明らかだった。見かけによらず、恐がりな性格なのかもしれない。

「と、とにかく、今は〈星刻〉の導きを信じて突入するしかあるまい！　いざとなったらランスロットを呼んで、屋敷ごと焼き払ってくれる！」

「うふっ。それでこそ、騎士王家の姫君ですわ」

「いやいや、街中で召喚はマズいだろ！　コゼットさんも煽あおらないでください！」

　アッシュが慌てて反論したそのとき、道しるべの蝶が屋敷の玄関に向かったかと思うと、スッと扉をすり抜けた。

　シルヴィアのいう通り、今は〈星刻〉の導きだけが頼りだった。

「待ってろよ、エーコ」

　祈るようにつぶやいて、アッシュは鉄格子の門を押した。きぃ……と、錆さびついた鉄と鉄がこすれ合う音とともに、門は呆あつ気けなく開いた。

「あれはなんだ？」

　庭に足を踏み入れるなり、シルヴィアが怪訝そうにつぶやいた。

　庭先には不気味な石せき碑ひが等間隔に配置され、なにやら魔方陣じみた雰囲気を醸し出している。どの石碑の先端部にも竜りゅう綺き華か晶しょうがはめこまれており、うっすらと発光していた。

　用途は不明だが、なんらかの竜媒魔法オラクルが発動しているようにも見える。

「確かに、妙な石碑だな……」

　アッシュも立ち止まると、建ち並ぶ石碑をまじまじと観察する。

「見ろ。屋敷はあんなにボロボロなのに、この石碑には大粒の竜綺華晶が使われている。これほど立派な竜綺華晶をそろえようと思ったら、かなりの額になるはずだが……なにか嫌な予感がする。まずは、この屋敷の所有者を調べてからのほうが──」

「そんな余裕はない。まずはエーコを助けるのが先だ！」

　アッシュはシルヴィアの言葉を遮さえぎると、一直線に駆け出した。シルヴィアの慎重な意見にも一理はあるが、エーコがどんな目に遭わされているかわからない以上、屋敷の所有者を調べている余裕はない。

「ま、待て！　私を置いていくなっ！」

　やはり恐こわがりな一面があるらしく、シルヴィアは慌てて追いかけてきた。
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　ほんのりと温かく、どこか懐なつかしい感じのする光に照らされて、エーコはうっすらと目を開けた。

　商店街の公衆トイレで用をすませ、洗面所へ向かったところまでは覚えているのだが、それ以降の記憶がないのだ。

　自分が置かれた状況を理解するなり、エーコは愕がく然ぜんとなった。

「なっ……なによこれ！」

　エーコは仰あお向むけの状態で、寝台に縛りつけられている。ニーソックス以外はすべて脱がされており、全裸も同然の状態だった。

　拘束具は頑丈に造られていて、しばらくジタバタとあがいてみたが、エーコの怪力をもってしても、びくともしない。

「どうなってるの……？」

　エーコは改めて、周囲を見渡した。

　窓は存在せず、光源は部屋の四方に設置された竜りゆう華が灯とうのみ。竜りゅう綺き華か晶しょうを搭載した照明器具だった。その灯あかりに懐かしい感じを覚えたのは、エーコが竜族だからかもしれない。

　寝台の周囲には、医療器具と思おぼしき物体の数々が無造作に置かれている。壁際は棚で埋め尽くされており、文献資料がぎっしりと詰まっている。

　机の上には、ドラゴンの模型が展示されていた。ただの模型ではない。それは骨格標本とでもいうべき、不気味な模型だった。

「ここは……どこ？」

　そのとき、扉がゆっくりと開いた。

「気分はどう？」

　戸口に現れたのは、眼鏡をかけた女だった。

「あんた誰だれ？　あたしにこんなことして、ただですむと思っているの？」

「威勢のいい子ね。嫌いじゃないわ」

　エーコの威嚇に動じることなく、女は冷たく微笑ほほえんだ。

　かつん、かつんとヒールを鳴らし、寝台に近づいてくる。

「竜族が人の姿で生まれてくるなんて、予想外もいいところね」

「なんですって？」

　女が告げた言葉の意味が、エーコは気になった。どうやら、この女はエーコが竜族だと知った上で誘拐したらしい。

「竜族はなにを考えて、あなたのような幼竜を送りこんできたのかしら？」

「そ、そんなこと……あたしにだってわからないわよ！」

　女はいぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「本当に？　竜族というのは、先祖代々の記憶を共有しているものじゃないの？　古代の文献には、そう記されていたわよ」

「竜種の記憶ドラグワースのことをいっているのなら、残念だったわね。あたし自身のことについては、まだアクセスできないのよ！」

「……そう。だったら、あなたの身体からだに直接、聞くしかないわね」

　──ひゅっ！

　刹せつ那な、女の手が動いた。

　エーコの鼻先をかすめるように、銀色の光条がほとばしる。

　すとん、と壁に突き刺さったのは、メスだった。

「あ、あんた……まさか……？」












　女は二本目のメスを懐ふところから取り出すと、こともなげに応じた。

「解剖は生物学の基本よ」





　　　　◇






　床板の軋きしむ廊下を、一直線に駆ける。

　ネズミや蜘く蛛もに遭遇するなり、「ひっ！」と怯おびえるシルヴィアの様子は、こんな事態でなければ見み物ものだったのだろうが、今はエーコを救うのが先決だ。

「くっ……」

　先ほどから、左腕の〈星刻せいこく〉が異変を来きたしている。ますます熱を帯びて、発光現象も強まっているのだ。屋内の窓はすべて塞ふさがれているが、〈星刻〉が光っているおかげで、灯あかりを用意せずにすんだ。

　最終的に〈星刻〉が示したのは、地下室の扉だった。

　見るからに頑丈そうな扉である。

　まずは扉ごしに呼びかけてみるべきか、問答無用で突入するべきか、アッシュがわずかにためらった隙すきに、シルヴィアが動いた。

「そこをどけ！　私が吹き飛ばしてやる！」

「お、おい……姫様？」

　アッシュが蒼そう白はくとなって後ずさったときにはもう、シルヴィアは懐から真紅の竜りゅう綺き華か晶しょうを取り出して、

「紅の炎竜吐息クリムゾン・エクス・ブレス！」

　竜綺華晶が閃せん光こうを放つと同時に、すさまじい衝撃が扉に襲いかかった。

　爆音が轟とどろき、扉が吹き飛ぶ。

「エーコ！」

　室内に踏みこむと、アッシュは叫んだ。シルヴィアが無む茶ちやをしたせいで、辺りには黒煙が立ちのぼっている。

　エーコが巻き添えになってやしないか、心配になった。

　やがて、煙が晴れた。

「……随分と荒っぽい人たちね」

　アッシュの前方に立ちはだかっているのは、白衣姿の女性だった。

　眼鏡をかけており、理知的な印象を与えている。年の頃ころは二十代半ばといったところだろうか。白衣を身に着けているところを見ると、医者か研究者かもしれない。

　女の背後には寝台が置かれていて、ほとんど全裸に等しいエーコが横たわっていた。全身に革ベルトが巻きついており、身動きを封じられているようだ。

「俺おれのパルに……なんてことを！」

　エーコの惨状を目の当たりにするや、アッシュは怒りに身を震わせた。

　アッシュの顔を見るなり、エーコは目に涙を浮かべた。

「は、早く助けなさいよ！　遅いわよっ！」

「すまん……って、なんで俺が謝らなきゃいけないんだよ！」

「なんですって！」

　きりきりと眉まゆを吊つり上げたエーコだが、今は裸で拘束された身である。いつもの迫力は感じられない。とはいえ、むき出しの肌は妙になまめかしく、別の意味で心臓に悪い。

　アッシュはエーコの素肌から視線を引きはがすと、白衣の女を睨にらみつけた。

「どういうつもりだ？」

「私はただ、学院の依頼に応じただけ。ちょっと強引だったのは認めるけどね」

　女は悪びれる様子もなく、冷徹な口調で応じた。

「学院の依頼？」

　アッシュが訝いぶかしげに眉をひそめたそのとき、背後でシルヴィアが叫んだ。

「この人は……アンジェラ・コーンウェル博士じゃないか！」

「えっ？」

「博士が市内に研究所を構えているという噂うわさは聞いていたが……まさか、この館やかたがそうだったとはな」

「おいおい、マジかよ……」

「博士、あなたの論文はいつも参考にしています」

　シルヴィアは一歩を踏み出すと、まるで国賓に接するような態度で、アンジェラに握手を求めた。

「光栄です、王女殿下」

　快く応じるアンジェラ。なにやら平和な雰囲気が漂い始めている。

　アッシュはぽかんとして、アンジェラを眺めやった。

　──アンジェラ・コーンウェル博士。

　今朝、レベッカから聞いたばかりの名前だった。学院がエーコの検査を依頼したという、高名な学者。

　ただし、非常に多忙な人なので、検査がいつになるのかは決まっていないはずだ。

　アッシュの表情を読み取ったのか、アンジェラは不敵な笑いを見せた。

「学院がつまらない依頼をしてくるのは、よくあることなの。最初は乗り気じゃなかったんだけど……ドラゴンが人の姿で生まれてきたという記述が気になってね。興味が湧わいたから、今朝からあなたたちを監視していたのよ」

　どうやら、アッシュが街中で感じた視線の正体は、アンジェラだったらしい。

「学院が依頼したのは今朝なのに……よく俺おれたちのことがわかりましたね？」

「あら、あなたのことは以前から知っていたわ、アッシュ君。いつまで経たってもパルに恵まれなかった竜飼い人ブリーダーでしょう？　それだけならまだしも、どんなドラゴンでも乗りこなしてしまう天才少年。自分で思っている以上に、あなたは有名人なのよ」

「そうだったんですか……って、ちょっと待ってください！」

　年上の美女からそんな風に誉ほめられたことで、少しばかり気を良くしたアッシュだが、すぐさま我に返った。

「理由はどうあれ、あなたがしたことは誘拐なんですよ！　大体、そのメスでエーコをどうするつもりだったんですか！」

「もちろん、解剖に使うのよ」

　さも当然とばかりに、アンジェラは答えてみせた。

「かっ、解剖だなんて！　本気ですか？」

「ええ。ドラゴンに限らず、その生物の本質を探ろうと思ったら、まずは解剖するのが一番なのよ」

「……あなたには失望しました！　エーコは今すぐ連れて帰りますから！」

　アッシュはそう宣言すると、寝台のほうへ駆け寄ろうとした。

「そうはいかないわ」

　アンジェラは流れるような足さばきで、アッシュの前方に立ちふさがった。

「……なんのつもりです？」

「こんな興味深いサンプル、そう簡単に手放すはずがないでしょう？　それに……興味深いのは、どうやらこの子だけじゃないみたいね」

　アンジェラが見つめているのは、アッシュの左腕に描かれた〈星刻せいこく〉だった。

「しまった……！」

　アッシュは今さらながら、自分が左腕の〈星刻〉をさらしたままだったことに気づいた。

「それって〈星刻〉かしら？　これまで多くの竜飼い人ブリーダーを見てきたけれど、そんな模様は初めてだわ。もっと見せてくれる？」

「嫌ですよ！　俺がどんな気持ちでこいつを隠してきたのか、なにも知らないくせに！」

　アンサリヴァンに入学した当時、アッシュの〈星刻〉に気づいた生徒たちの多くが、まるで化け物でも見るような目で、アッシュを見た。

　事実、この〈星刻〉には他人を威圧するような禍まが々まがしさがある。

「そう……あなた、自分の〈星刻〉に怯おびえているのね」

「べっ、別に怯えてなんか！」

　アッシュは頰ほおに熱を覚えた。アンジェラが指摘した通り、アッシュは自身の左腕に描かれた〈星刻〉を恐れている。

「ちょっと！　あたしを無視していつまで喋しやべってるのよ！」

　アッシュの意識を〈星刻せいこく〉から引きはがしたのは、エーコの叫びだった。

　エーコは今なお拘束されたまま、寝台の上で懸命にあがいている。

「とにかく、今すぐそこをどいてください！」

「それでは、王女殿下に決めてもらいましょうか」

「私に？」

　唐突に話を振られ、シルヴィアは明らかに戸惑った様子だった。

「そ、そうだな……博士がエーコを調べたいという気持ちはわかる。エーコが特別なドラゴンなのは間違いないからな」

「さすがは王女殿下──」

　にやりとほくそ笑んだアンジェラの言葉を、しかし、シルヴィアは真顔で遮さえぎった。

「だが、ドラゴンは我が国を象徴する神聖な獣だ。解剖するなど、この私が許すわけがないだろう？」

「姫様……！」

　なんとなく論点がズレている気もしたが、アッシュはシルヴィアに感謝した。

「そう……残念だわ」

　その刹せつ那な、室内の空気が粘性を帯びたかのように、アッシュは感じた。

「姫様、お気をつけください。アンジェラ先生は、研究のためなら手段を選ばないことで有名なお方ですわ」

　相変わらずのんびりとした口調ではあったが、コゼットは真顔だった。さりげなくシルヴィアの前に回りこむと、アンジェラと対たい峙じする。

「……単なる侍じ女じよかと思えば、なかなか優秀みたいね」

　アンジェラの表情は一変し、眼鏡の奥の双そう眸ぼうは鋭い光を帯びている。

「博士……バカなことはやめろ。私がその気になれば、ランスロットを召喚することもできるのだぞ？」

「別に構わないわ。今すぐランスロットを召喚したらどう？」

「そうさせてもらおう」

　シルヴィアはためらうことなく、竜りゅう綺き華か晶しょうを握り締めた。

「シルヴィア・ロートレアモンが命じる！　ランスロットよ、我が召喚に応じよ！」

　凛りんとした声が響いた。

「……………………」

　それから十秒が過ぎ、二十秒が過ぎ……ついには一分ほどが過ぎた。

　ところが、なんの異変も起こらない。気まずい沈黙が室内を満たす。ランスロットの華々しい登場を期待していただけに、アッシュは肩透かしを食らった気分だった。

「なっ……どういうことだ？」

　シルヴィアは明らかにうろたえている。

「まだ気づかないの？　この屋敷はね、竜媒魔法オラクルによるフィールドで保護されているの」

「まさか……庭に設置されていた、あの石せき碑ひか！」

　アンジェラはにやりと笑った。

「ご名答。あれは竜媒魔法オラクルによる結界を発生させるための装置よ。この屋敷にいる限り、あなたがどんなに呼びかけたところで、ランスロットには届かない。元々は、警備のために開発した装置なんだけどね」

「警備だと？　まさか、私たちが簡単に侵入できたのは……？」

「さすがは王女殿下。あなたたちだとわかっていたからこそ、一時的に装置を止めてあげたのよ」

　アンジェラの口調が、酷薄さを増していく。

「姫様……やはり、この人は危険です。今すぐ、アッシュ様を盾にしてでも撤退するべきですわ」

「俺おれは盾ですか！」

　物騒なことをさらりと告げたコゼットにツッコみを入れると、アッシュはアンジェラに向き直った。

「本気なんですか？　姫様に刃向かうってことは、国家反逆罪を意味するんですよ？」

「それがどうしたの？　私の研究を邪魔するというのなら、一国の姫君だろうと容赦はしないわ」

「ならば、力ずくで止めるまでだ！」

　シルヴィアは凛りんとして宣言すると、竜媒魔法オラクルを発動させた。

「紅の炎竜吐息クリムゾン・エクス・ブレス！」

　シルヴィアが叫ぶと同時に、竜りゅう綺き華か晶しょうが閃せん光こうを発した。一瞬遅れで、爆発音が大気を揺るがす。

　爆風に煽あおられながら、アッシュは文句を飛ばした。

「やり過ぎだ！　あれでも国宝級の博士なんだから、少しは手加減しろって」

「仕方ないだろう！　加減が難しい魔法なんだ！」

「おふたりとも、いい争っている場合ではありませんわ」

　アッシュとシルヴィアの間に割りこんできたのは、意外にもコゼットだった。その視線は、朦もう々もうと立ちのぼる煙のむこうに注がれている。

「まさか……！」

　アッシュは目をむいた。

「この私と竜媒魔法オラクルで勝負して、勝てると思っているの？」

　煙が晴れたその場所に、アンジェラは悠然と立ちはだかっている。白衣のあちこちが破れ、煤すすにまみれていることを除けば、ダメージは皆無のようだった。

「あれは……！」

　アンジェラが身に着けている銀製のブレスレットに、アッシュは気づいた。黒い石がはめこまれている。

　ただの石ではない。

　独特の輝きは、間違いなく竜りゅう綺き華か晶しょうのものだった。

「そういえば、博士は竜媒魔法オラクルの達人としても有名だったか……」

　忌いま々いましげにつぶやいたシルヴィアを憐あわれむように、アンジェラは笑った。

「今さら気づいても遅いわ。この子の解析が終わるまで、あなたたちをこの屋敷から出すわけにはいかないわね──闇の幻竜魔歌ダーク・マザーズ・ララバイ」

　アンジェラがゾッとするような口調でつぶやいた直後、ブレスレットにはめこまれた竜綺華晶が閃せん光こうを発した。

　と同時に、床に異変が生じた。

　精せい緻ちに描かれた紋様が、瞬時にして浮かび上がったのだ。

「魔方陣……だと……」

　無念そうにつぶやいたきり、シルヴィアはその場に崩れ落ちた。

「姫様……」

　横たわるシルヴィアをかばうように、コゼットもどさりと倒れ伏してしまう。

「くっ……なんなんだ……？」

　アッシュもがくりと膝ひざを突いた。

　なんとか意識は保っているが、少しでも気を抜けば、あっという間に睡魔の餌え食じきになってしまいそうだ。

「竜綺華晶の粉末で描いた魔方陣よ。こういう使い方もあるってこと、学院で教わらなかった？　でも……不思議ね。どうしてあなたは眠りに落ちないのかしら？」

　アンジェラは心底不思議そうに、アッシュを見下ろした。

「ちょっと、なにやってんのよ！　ここまで来て倒れたりしたら……絶対に許さないんだからね！」

　エーコが満面蒼そう白はくとなって、罵ば声せいを浴びせてくる。

　相変わらず居丈高で、もう少ししおらしくできないのかとも思ったが、ここでアッシュが倒れた場合、エーコを待ち受けているのは無慈悲な解剖である。必死になるのも無理はない。

　──どくん。

　その刹せつ那な、アッシュは左腕に激しい脈動と熱を覚えた。

　つい昨日、エーコが誕生した瞬間と同じように、〈星刻せいこく〉が深しん紅くに発光している。のみならず、深紅の光こう芒ぼうが立ちのぼったかと思うと、炎のようにゆらゆらと揺れ始めた。

「これは……！」

　左腕を包む熱量の塊に、アッシュ自身が驚いた。

　いつしか眠気は吹き飛んでいる。

　ずっと余裕たっぷりだったアンジェラの顔に、初めて戦せん慄りつが走った。

「まさか……星精路アストラル・フロウを通じて、エーコちゃんの魔力が流れこんで──？」

　どうやら、アンジェラにもアッシュの左腕に起こった現象が見えているらしい。

「理屈なんてどうでもいい！」

　アッシュは立ち上がると同時に、左腕を振るった。

　風が逆巻いて、床一面に描かれていた魔方陣が霧む散さんする。と同時に、アンジェラのブレスレットが千切れ飛び、漆しつ黒こくの竜りゅう綺き華か晶しょうが砕け散った。

「うそ……でしょ？」

　それまでは冷酷な表情を保っていたアンジェラだったが、明らかに動揺している。

「今度こそ、俺おれのパルを返してもらう」

　放心状態となったアンジェラの脇わきを駆け抜けると、アッシュは寝台にたどり着いた。

　見るからに頑丈そうな拘束具だったが、〈星刻〉から流れこんでくる魔力のおかげで、簡単に引き千切ることができた。

「うっ……ぐすっ……遅いわよっ！」

　ようやく自由を得たエーコは、口では文句をいいながらも、アッシュの胸に飛びこんできた。アッシュの胸に顔を押しつけると、えぐえぐと泣き始める。

「エーコ……」

　予想外の反応に、アッシュは戸惑うばかり。

　とりあえず、背中を撫なでてやろうとしたのだが、なめらかな素肌に触れた途と端たん、

「ひゃんっ！」

　アッシュの指先が冷たかったのか、それとも背中の肌が敏感なのか、エーコはびくんと身体からだを反応させた。

「……エーコ？」

「あんたねえ……飼い犬の分際で、どこ触ってんのよっ！」

　先ほどまでのしおらしさはどこへやら、エーコの拳こぶしが炸さく裂れつし、アッシュは壁際まで吹っ飛ばされる羽目となった。





　　　　◇






　いつしか、夕刻に差しかかっていた。

　研究所をあとにしたアッシュたちは、学生寮を目指していた。

　エーコは泣き疲れてしまったのか、アッシュの背中で穏やかな寝息をたてている。その寝顔だけなら、天使も同然だった。

「まったく、ひどい目に遭いましたね……。俺おれたちの問題なのに、巻きこんでしまってすみませんでした」

「いえいえ。エーコちゃんを救うと決めたのは、姫様自身の意思ですから。お気遣いは無用ですわ」

　アッシュと肩を並べつつ、コゼットはふんわりと微笑ほほえんだ。まだ眠り続けているシルヴィアを背負いながらも、歩調はしっかりとしている。

　普段は厳格なシルヴィアも、寝顔だけはエーコと同じく、天使のように無邪気だった。

「コゼットさんは大丈夫ですか？」

　アッシュがエーコを救出して間もなく、コゼットはむくりと身を起こした。シルヴィアの眠りが覚めないところを見ると、かなり強力な魔法だったはずだが、本人は至ってぴんぴんしている。

　エーコの衣服を見つけ出したのもコゼットだし、泣きじゃくるエーコをなだめ、服を着せてやったのもコゼットだった。

　アッシュひとりだったら、今でも研究所の中で途方に暮れていたかもしれない。

「ふふっ。侍じ女じよですから」

「そういう問題ですか？」

「はい」

　屈託のない笑顔を見せるコゼットを相手にしていると、なんだか毒気を抜かれた気分になってしまう。アンジェラに対する怒りさえもが、優しく拭ぬぐい取られていくような気分だった。

「あの……アッシュさんに、折り入ってお願いがあります」

「なんですか？」

「今日のことは、ご内密に願えないでしょうか？　なにぶん世間体がありますし……」

「ああ……なるほど」

　コゼットのいいたいことは、なんとなく理解できた。

　エーコを救出するためとはいえ、シルヴィアがアンジェラの館やかたに不法侵入し、竜媒魔法オラクルによって眠らされたとあっては、王族の沽こ券けんに関かかわる。

「わかりました。あの博士を罪に問えないのは残念ですけど……、少しは懲りたでしょうしね」

　アッシュが笑顔を見せると、コゼットも忍び笑いを漏らした。

「アッシュ様に竜媒魔法オラクルが通用しなかったこと、かなりショックみたいでしたね。先ほどのアッシュ様、とても素敵でした」

　女性からそんな風に誉ほめられるのは初めてのことで、アッシュはドギマギした。

「いや、あのときは無我夢中で、自分の身になにが起こったのかも、よくわからないんです。それより……俺おれが戦っていたとき、ずっと見てたんですか？」

「うふふ」

　コゼットはなにかをごまかすように、つかみどころのない笑顔を浮かべた。

　改めて、底の知れない女性だな……と、アッシュは思った。
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　翌日。

　残念ながら、アッシュの予想は呆あつ気けなく外れた。

　一時限目の授業が始まる直前、白衣姿の女性が教室に入ってくるなり、生徒達は静まり返った。

「あーっ！」

　同時に叫んだのは、アッシュとシルヴィアだった。たちまち、周囲の生徒達がアッシュとシルヴィアに注目する。

　女性は教壇に立つと、冷たい微笑をこぼした。

「アンジェラ・コーンウェルよ。前任のシルバーストン先生が定年退職されたので、その代理を務めることになったの」

「そんなバカな……」

　シルバーストン先生が定年退職するまで、あと一年は残されているはずだった。アンジェラが裏で工作したのは間違いない。

　学院側としても、アンジェラのような人物を教師として雇い入れるのは、願ったり叶かなったりなのだろう。

「私のことは、〝アンジェラ先生〟とでも呼んでくれればいいわ」

　アッシュもシルヴィアも、あんぐりと口を開けて、アンジェラを眺めやった。

「全っ然、懲りてねえ……」

　ある日突然、担任教師が美女に代わったことで、レイモンをはじめ、男子たちは大歓声をあげたものの、アッシュとしては戦々恐々とせざるを得ない。

　無論、アンジェラの目的はエーコに決まっている。

「よろしくね」

　案の定、アンジェラは鷹たかのように鋭い眼まな差ざしと、見る者を凍りつかせるような冷たい微笑を、さりげなくアッシュに向けてきたのだった。





"My Baby Dragon ～A.S.B.1365.4～" is closed.








第三話　ネクロマンシアの襲撃









　白羊宮アリエスの月は去り、世間は金牛宮タウルスの月を迎えた。

　エーコをどこに住まわせるかという問題は、アンジェラが電撃的に教師として就任した余波もあって、有う耶や無む耶やのまま現在に至る。

　結局、エーコは今なおアッシュのベッドを占領し続けている。

　問題なのは、アッシュの住むアポロ舎が男子寮であることだった。黙ってさえいれば、エーコはお人形のように可か憐れんな美少女なのだ。

　そんなエーコが、アッシュと起居をともにしている。

　アポロ舎の生徒たちが悶もん々もんとして、あらぬ想像を思い浮かべるのは、当然だった。





　　　　◇






　上級課程シニオス一年の教室。

　放課後を迎えた途と端たん、レイモンがアッシュの席にやって来た。

「よお、アッシュ。暇なら遊びに行かねえか？」

「悪い。生徒会室に用があってな」

　レイモンは目を丸くした。

「生徒会って……なんでだよ？」

「実は、生徒会長に呼ばれているんだ」

　以前、レベッカから「身辺が落ち着いたら、生徒会室に来て欲しい」といわれてから、既に一週間が過ぎていた。エーコとの生活にも慣れつつあるし、そろそろ訪ねておかねばならないだろうと思っていたのだ。

「マジか！　あのレベッカ姐ねえさんから、いろいろと質問されるのか？　言葉責めもありなのか？　想像しただけで……はぁはぁ」

「もはやツッコむ気にもならんな……」

「で、どうなんだよ？」

「どうなんだって、なにが？」

　アッシュが問い返すなり、レイモンは顔を寄せてきた。

　いつになく真剣な表情を浮かべている。

「お前、やっぱり……エーコをベッドの上で調教してるのか？」

　レイモンの言葉に反応し、教室がしぃん……と静まり返った。

　誰だれもがアッシュにいぶかしげな視線を向けている。アッシュのパルが少女の姿で生まれてきたことは、既に学院生なら誰でも知っていた。

「人聞きの悪いことをいうな！　大体、あいつはドラゴンなんだぞ？」

　レイモンは屈託なく笑った。

「ま、ヘタレなお前にそんな甲か斐い性しようがあるとも思えんしな」

「だったら、誤解を招くようなことをいうんじゃない！」

「ははっ。どちらかというと、お前が尻しりに敷かれてるって感じか？」

「ぐっ……」

　図星をさされ、アッシュは喉のどの奥でうめくことしかできなかった。





　　　　◇






　生徒会室は、校舎の最上階、中央塔の内部に位置する。

　厳いかめしい扉の前にたどり着くなり、アッシュはごくりと固唾かたずを吞のんだ。

　古来より、アンサリヴァンの生徒会が絶大な権力を誇ってきたのは、有名な話である。学院理事会どころか、市議会に対しても発言権を持っているという。一説によれば、生徒会長の権力は、市長をも圧倒するそうだ。

「入っていいぞ」

　まだノックもしていないのに、扉の向こうからハスキーな声が聞こえたので、アッシュはびくっと肩を震わせた。

「失礼します……」

　恐る恐るドアノブに手を掛け、入室する。

　室内の最奥、レベッカは腕組みをして、窓際に佇たたずんでいた。他ほかに生徒の姿はない。ふたりきりだと意識した途と端たん、ますます緊張感が高まってしまう。

「やあ、アッシュ。やっと来てくれたか」

　レベッカはアッシュを振り返ると、炯けい々けいとした眼まな差ざしを向けてきた。

　大理石の彫像めいた美び貌ぼうは、紅ぐ蓮れんの髪と相まって、凄すごみを感じさせる。プロポーションも抜群で、豊満な肉体の起伏は、格式張った制服でも隠しきれないほどだった。

「どうも……」

　聖天竜騎士アーク・ドラグナーの称号を持つレベッカ・ランドールの勇名は、アンサリヴァンのみならず、国内全域に轟とどろいている。

　栄えあるロートレアモン聖竜騎士団においてさえ、聖天竜騎士アーク・ドラグナーともなると、団長をはじめ全体の一割程度しか存在しない。

　それほどまでに、聖天竜騎士アーク・ドラグナーの称号を得るための条件とは厳しいのだ。

「ふっ。そう固くなる必要はない。かけたまえ」

「は、はい……」

　アッシュは恐縮しつつ、ソファの片隅に腰掛けた。

　と、レベッカは流れるような仕草で、アッシュのすぐ隣に腰を落ち着けた。ふわりと、清涼感のある匂においが漂ってきた。

　アッシュはギョッとした。

「あ、あの……」

　互いの息が届きそうな距離感に煩はん悶もんしてしまう。一応、ソファはアッシュの対面側にも設置されている。常識的に考えれば、レベッカはそちらに座るべきだろう。

　レベッカはなんでもない様子で、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「相手をよく知ろうと思ったら、隣のほうが効率が良いのさ。デートの常識だ」

「そ、そうなんですか？」

「ひとつ賢くなったな、少年。これでデートのとき、女の子の向かいに座るという野や暮ぼをしなくてすむ」

「いや、デートなんて……夢のまた夢ですよ」

　アッシュが赤面すると、レベッカは意外そうに目を細めた。

「ふむ……つまりは、まだ誰だれも君の真価に気づいていないってことかな？」

「俺おれの真価？」

「わたし自身、君がどれほどの男なのかは、まだ測りかねているのだがな」

　レベッカは急に真顔になると、本題に入った。

「ともかく、問題なのはエーコだな……そういえば、授業中はどうしているんだ？　男子寮に閉じ込めておくわけにもいかんだろう？」

「ああ、コゼットさんが面倒を見てくれるというので、お言葉に甘えています」

　先日の誘拐事件を機に、コゼットと打ち解けたアッシュは、エーコの世話を依頼することにしたのだった。コゼット自身、シルヴィアが授業を受けている間は手持ち無ぶ沙さ汰たなので、エーコの相手をするのは問題ないという。

　唯一の懸念は、エーコがコゼットに懐なつくかどうかだったが、今のところ問題はないらしい。コゼットの前では、エーコも大人しくしているそうだ。

「ふむ……コゼットさんか。彼女なら心強いな。わたしも何度か顔を合わせたことがあるが、あれは底の知れない人物だよ」

「レベッカさんも、やっぱりそう思います？」

　コゼットに悪いと思いつつも、アッシュは苦笑を浮かべた。

「うむ……噂うわさによれば、騎士王パラデインはシルヴィア王女をアンサリヴァンに送る際、何百人という侍従や護衛を同伴させるつもりだったらしい」

「うわっ。それは鬱うつ陶とうしいですね……」

「無論、王女殿下は騎士王パラデインの申し出を拒んだ。その結果、コゼットさんだけを連れて行くという結論に落ち着いたんだ。案外、コゼットさんは一騎当千の猛者かもしれんぞ」

「マジですか……！」

「それにしても、君も隅に置けないな」

　レベッカの鋭い眼まな差ざしに、アッシュは思わずのけ反りそうになった。

「な、なんのことです？」

「いつの間に、コゼットさんと仲良くなっていたんだ？」

　レベッカの美び貌ぼうが迫る。かぐわしい香りが匂におい立った。

「えっと……それは……」

　予想外の事態に、アッシュは眩暈めまいを起こしそうになった。

「このわたしに隠し事とは、感心しないな。それとも、君にとってレベッカ・ランドールとは、その程度の存在なのかな？」

　レベッカがますます顔を近づけてくる。

　唇には微笑を浮かべているが、目は決して笑ってはいなかった。

「わ、わかりました！　ちゃんと話しますから……誰だれにもいわないって、約束してもらえますか？」

「いいだろう」

　レベッカは真顔で頷うなずくと、アッシュから身を離した。

　アッシュは呼吸を落ち着けると、エーコ誘拐事件の顚てん末まつについて語り始めた。





　　　　◇






　その頃ころ、シルヴィアは第七竜舎の中で、ランスロットに餌えさをやっていた。

　第七竜舎は、聖竜マエストロ専用の施設である。レベッカのパルであるクー・フリンを筆頭に、五頭の聖竜マエストロが住んでいる。

「良い食べっぷりだ。まだまだあるぞ」

　厚切りの霜降り肉をおいしそうに頰ほお張ばるランスロットを見ていると、心がなごんだ。

　通常、ドラゴンに餌をやったり、寝床を調えたり、栄養バランスを考えたり、糞ふんを処理したり……といった業務は、竜舎に勤める竜丁グルームが請け負うことになっている。そのおかげで、竜飼い人ブリーダーは学業に専念できるのだ。

　だが、シルヴィアは決してランスロットの世話を他人に委ゆだねようとはしなかった。

　一日五回、必ず竜舎を訪れ、自らの手で餌を与える。竜舎の掃除もする。身体からだも洗ってやる。ランスロットが皮膚の痒かゆみを訴えてきたら、丁寧に搔かいてやる。

　そんなシルヴィアの献身に応じてくれたのだろうか。生誕時は翼竜ストラーダだったランスロットは、美しい聖竜マエストロに成長した。

　その成果を認められ、シルヴィアは十四歳という若さで竜騎士ドラグナーの称号を得た。

　竜騎士ドラグナーとは、聖竜マエストロの主あるじとなった竜飼い人ブリーダーに与えられる称号なのである。それが、ロートレアモン騎士国における風習だった。

　もちろん、その程度で満足するシルヴィアではない。シルヴィアには、「立派な騎士になってみせる」という目標がある。たかが竜騎士ドラグナーで満足するわけにはいかないのだ。

「いいか、ランスロット……次は聖天竜騎士アーク・ドラグナーだ」

　決然とそう告げると、シルヴィアはランスロットの身体を撫なでた。白はく銀ぎんの毛並みはふさふさとして、心地良い。

　ふと、シルヴィアは自分の胸に手を当てた。

　シルヴィアの場合、竜飼い人ブリーダーの証あかしである〈星刻せいこく〉は胸の中央にある。

　七歳のときの記憶が、脳裏をよぎった。

　マザー・ドラゴンから幼生オーフアンを授かるべく、アルビオンの森に分け入ったシルヴィアは、不覚にも足を怪け我がしてしまい、ただただ泣きじゃくっていた。絶対に竜飼い人ブリーダーになるのだと心に決め、意い気き揚よう々ようと王宮を発たったはずなのに──。

　そんなシルヴィアに、手を差しのべた少年がいた。

　シルヴィアと同じ日に、〈オーファンの儀〉を受けに来た少年だった。




　──俺おれがお前を背負って、一緒にマザー・ドラゴンを探す！




　少年のことを思い出すだけで、シルヴィアの胸は不思議な高鳴りを覚える。

　彼に救われたおかげで、シルヴィアは竜飼い人ブリーダーになることができた。

「そうだ……私は彼に約束したんだ。立派な騎士を目指す、とな。もし、私が少しでもお前の主あるじに相応ふさわしくない選択をしたときは、遠慮なく叱しかって欲しい」

　あいにく、ランスロットは目の前の霜降り肉にご執心で、シルヴィアの言葉に耳を貸してはくれなかった。

「まったく、仕方のない子だな」

　思わず苦笑する。聖竜マエストロに進化したとはいえ、ランスロットは幼年期の段階にある。あのクー・フリンと比べたら、身体からだもまだまだ小さい。

「それにしても……」

　シルヴィアの脳裏に降って湧わいたのは、アッシュのとぼけた面構えだった。

　このシルヴィア・ロートレアモンに勝負を挑んできた、唯一の生徒。

　結局、レースはシルヴィアの勝利に終わったが、勝った気はしなかった。むしろ、敗北した気分といってもいい。

　レースの序盤、シルヴィアはアッシュの助けを借りてしまった。

　自分が敵を作りやすい性格だということは、もちろん理解している。

　だが、あそこまで陰湿な妨害工作を受けるとは、思ってもいなかった。アッシュが機転を利かせてくれなければ、シルヴィアが優勝を果たすことはなかっただろう。

「アッシュ・ブレイク……本当にふざけた男だ。そもそも他人のパルをあんな風に乗りこなすなど、非常識にもほどがある！　一体、どのような技を使えば──」

　憮ぶ然ぜんとしてつぶやいたそのとき、竜舎の外から切迫した叫び声が聞こえてきた。

「ドラゴンが暴れているぞ！」





　　　　◇






　アッシュが語り終えると、レベッカは溜ため息いき交じりに苦笑した。

「ふむ……そんな事件があったとはな。アンジェラ先生にも困ったものだ。ドラゴンの研究者としては、間違いなく大陸一なのだが」

「俺には、あの先生がそんなにすごい人だとは思えませんが……」

「元々、彼女は大のドラゴン・マニアで、子どもの頃ころは竜飼い人ブリーダーになりたくてたまらなかったらしい。あいにく、〈オーファンの儀〉では呆あつ気けなく落選したわけだが……」

「俺おれがマザー・ドラゴンでも、あんな人に幼生オーフアンを託したいとは思いませんね」

「もしかしたら、マザー・ドラゴンに選ばれなかったことが、今でもトラウマになっているのかもしれないな。まあ、アンジェラ先生の才能は本物だから、しばらくは様子見だ」

「様子見ですか……」

　アッシュはがっくりとうなだれた。

　できることなら、二度と関かかわり合いたくはないのだが……。

「そうそう、エーコの他ほかにもうひとつ、気がかりなことがある。君が森の中で遭遇したという、不審者のことだ」

　アッシュはハッとして、顔をあげた。

　エーコが生まれたことですっかり忘れていたのだが、帝国軍人らしき人物が騎士国の領内に潜伏していたなど、看過できる問題ではない。

「結局、あのふたりはなんだったんでしょうね？」

　不思議な気品をたたえた仮面の男、ミルガウス。

　アッシュを容赦なく殺そうとした少女。

「ふむ……〝ミルガウス〟というのは、きっとコードネームだろう。帝国人の姓名にしては、不自然すぎる。もしかしたら、帝国軍の情報部員かもしれない。そうなると、もはや一介の学生がどうにかできる問題ではないな」

　少なくとも、レベッカ本人は決して「一介の学生」ではないだろうとアッシュは思ったが、口を挟むのは自重した。

「一応、君の証言は保安官事務所に伝えておいたが……仮面の男が本当に帝国軍人だとしたら、保安官ごときの手に負える相手だとも思えない」

　冷静な顔をして、レベッカは物騒なことをいう。

「大丈夫なんですかね？　アンサリヴァンは竜飼い人ブリーダーのための学院であって、決して士官学校ではありません。帝国軍に目を付けられるいわれなんて、ないですよ」

「その通りだ。我々は決して、士官候補生ではない。竜飼い人ブリーダーの進路は、なにも騎士団や騎竜部隊に限らないんだからな。元々、ロートレアモン騎士国とは、ドラゴンの軍事利用を禁ずるために建国された。だが、あの戦争がロートレアモン騎士国及び、アンサリヴァン市の意義を変容させてしまったのは事実だ」

　──あの戦争。

　それが、今から五十二年前に勃ぼつ発ぱつした「ゼノグラヴィア戦争」であることは、いうまでもなかった。

　騎士国が建国されて以来、初めてドラゴンが派遣された戦争である。

　北方のゼファロス帝国軍が、南方のシェブロン王国の領内に侵攻したのが、すべての始まりだった。

　帝国軍が配備した機械兵器の数々は、すさまじい破壊力を秘めていた。かつては大陸一の騎馬軍団として恐れられたシェブロン王立騎士団は、瞬く間に全滅した。

　事態を憂慮したシェブロン王は、ロートレアモン騎士国に密使を送った。

　その結果、一度は兵器という名の軛くびきから逃れた竜族は、およそ四百五十年を経へて、同盟国を救うために飛び立った。

　騎士王パラデインバートラム自らが率いるロートレアモン聖竜騎士団の抗戦によって、甚大な被害を被った帝国軍は撤退を余儀なくされる。

　その後、王国と帝国との間で休戦条約が結ばれた。

「帝国軍人にいわせれば、アンサリヴァンは士官候補生の養成所であり、大量破壊兵器の生産工場というわけだよ。つまりは、軍事施設というわけだ。そう考えると、帝国軍が次の戦争に備えて、アンサリヴァンに目をつけた可能性は充分にあり得るな」

「そんな……！」

　及び腰になったアッシュを見て、レベッカはくすりと笑った。

「情けないぞ、アッシュ。アンサリヴァンの生徒会長を誰だれだと思っている？」

「それは……レベッカさんです」

「そうだ。わたしとクー・フリンがいる限り、全力でアンサリヴァンを守る。だから、君にも付いてきて欲しい」

「俺おれにも？」

「そう、君にもだ」

　レベッカがますます距離を狭めてくる。肩と肩が密着している。

「生徒会に入る気はないか？」

　予想外の申し出に、アッシュは驚きよう愕がくした。

「そんなの無理ですよ！　生徒会といえば、全員が竜騎士ドラグナーで……」

「竜騎士ドラグナーでなければ生徒会に入れない──などという規約はないぞ。今年はたまたま、そうなっただけだ」

「でも……」

「君は周囲から、〝どんなドラゴンでも乗りこなせる男〟と呼ばれているそうだな」

「いや、そんな大層なものでは……」

「謙けん遜そんする必要はない。他人のパルに乗るなど、このわたしにもできないことだ」

　いつしか、鼻先が触れ合わんばかりの近距離に、レベッカの美び貌ぼうが迫っていた。

　ふと気づけば、レベッカの手がアッシュの膝ひざに置かれている。

　手のひらを通して、レベッカの体温が流れこんでくるような気がした。

　アッシュの心臓はばくんばくんと暴れている。

「はっきりいおう。わたしは君が欲しい」

「レベッカさん……」

「考えてはもらえないだろうか」

「いや、だけど……俺おれに生徒会なんて──」

　そのとき、懊おう悩のうするアッシュを助けるようなタイミングで、鐘の音が鳴り響いた。定時の鐘のように、穏やかな音色ではなかった。

　激しい連打から察するに、警鐘だった。

「第二級警戒態勢……だと？」

　レベッカは瞬時に鐘の意味を判別するや、窓際に駆け寄った。アッシュも窓の外を覗のぞきこんだ。

　アンサリヴァンにおける「第二級警戒態勢」とは、なんらかの事情でドラゴンが正気を失い、竜舎を飛び出した状況を意味する。

　生徒会室の窓からは、校庭を一望することができた。

　案の定、一匹の翼竜ストラーダが校庭で暴れている。生まれてから日が浅いらしく、身体からだは小さい。翼は折りたたまれており、まだ飛ぶことはできないようだ。

　レベッカは苦笑した。

「まあ、この時期にはよくあることだ。しばらくすれば、ほとぼりも冷めるだろう」

　生徒会長だけあって、レベッカは冷静だった。












　既に竜丁グルームたちが現場に駆けつけ、包囲網を敷いている。

　ドラゴンは極めて知能の高い生物だが、気性が激しいという一面もある。特に幼年期においては、ちょっとしたことで暴れ出すことも珍しくはない。そうなると、飼い主であっても手が付けられなくなってしまうのだ。

　もちろん、竜舎に勤務する竜丁グルームは、そうした事態に備えて特別な訓練を受けている。レベッカのいう通り、事態はすぐに収まるはずだった。

　アッシュ自身、とっくに興味をなくし、窓際から離れようとしたのだが、

「いかん！」

　ふいにレベッカが叫んだ。

「姫様……！」

　アッシュも目をむいた。

　現場に駆けつけたシルヴィアが、暴れる幼竜の背に飛び乗ったのだ。

　どうやら、自力で幼竜を制圧するつもりらしいが、あのシルヴィアらしくもない、無謀な判断だった。

　竜族は自らが主人と定める者にしか、その背中を許すことはない。

　案の定、シルヴィアは幼竜の背にしがみつくのがやっとで、いつ投げ出されてもおかしくはない状況だった。

　シルヴィアが乱入したことで、竜丁グルームたちも明らかに戸惑っていた。

　アッシュは信じがたい思いで、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「バカな！　姫様が、どうしてあんなことを……？」

「大方、君への対抗心といったところだろうな」

「俺おれへの？」

　レベッカがなにをいわんとしているのか、アッシュには理解できなかった。

「わたしの見立てでは、王女殿下は完かん璧ぺき主義者で、極度の負けず嫌いだ。どんなドラゴンでも乗りこなしてしまう同級生に、対抗心を燃やしたのだろうな」

「そんなことで……？」

　アッシュは眉まゆをひそめた。

「王女殿下にとっては、〝そんなこと〟ではないのだろう」

「くっ……だったら、俺が行きます！」

「その必要はない」

　鞭むちのように痛烈な声が、アッシュの足を強引に止めた。

「確かに、君には希け有うな才能がある。だが、王女殿下を無傷で救うと同時に、幼竜を制圧する自信があるか？」

「それは……」

　レベッカの鋭い指摘に、アッシュはうなだれた。確かに幼竜を静めるだけなら、アッシュひとりで充分だ。

　だが、シルヴィアを無事に救い出せるという保証はない。

「じゃあ、どうすれば……？」

「先ほどもいっただろう。アンサリヴァンの生徒会長を誰だれだと思っている？」

　突然、レベッカは窓枠に飛び乗った。燃えるような赤毛が、風に舞い上がる。

「ちょっ……！　レベッカさん？　なにを考えて──」

「すぐにすむ」

　そのつぶやきを最後に、レベッカの姿が消えた。

「レベッカさん！」

　信じがたいことに、レベッカは窓から飛び降りたのだ。

　アッシュは総毛立つ思いで、窓の下を覗のぞきこんだ。

「我が召喚に応じよ……クー・フリン！」

　刹せつ那な、レベッカの真下の空間が歪ゆがんだかと思うと、クー・フリンがその威容を現わした。

　クー・フリンの背に着地を決めるなり、レベッカは厳おごそかな声こわ音ねで告げた。

「レベッカ・ランドールが命じる。汝なんじが創成つくりし聖騎甲アークを我に献呈せよ！」

　その言葉に呼応して、クー・フリンが激しい咆ほう哮こうを放った。

　レベッカの全身が発光する。

　それまで着用していた制服が、光の洪水に溶かされたかのように消滅する。

　ほんの一瞬、豊満な裸身があらわとなるも、まぶしさのあまり、アッシュにはほとんど視認できない。

　アッシュが再びまぶたを開くと、レベッカの身体からだは輝かしい騎士甲かつ冑ちゆうに包まれていた。

　まるで神話に登場する騎士さながらの、神々しいばかりの姿だった。

「あれが……聖騎甲アークか！」

　噂うわさには聞いていたが、アッシュが実際に見るのは初めてだった。

　聖竜マエストロが己おのれの主あるじに絶対的な忠誠を誓った証あかし、聖騎甲アーク。

　パルから聖騎甲アークの献呈を受けることで初めて、竜騎士ドラグナーは聖天竜騎士アーク・ドラグナーの称号を得る。

　──轟ごうっ！

　たちまち、クー・フリンの巨体が宙に舞い上がる。

　すさまじい風圧を受け、窓際にいたアッシュは吹き飛ばされそうになった。

「きゃあああっ！」

　今しも地上では、シルヴィアの悲鳴がほとばしった。まるで馬車にでも跳ね飛ばされたかのように、シルヴィアの身体が宙を舞う。

　窓枠から身を乗り出して、アッシュは叫んだ。

「姫様っ！」

　シルヴィアの身体からだが地面に叩たたきつけられる寸前、クー・フリンが滑空した。アッシュの目には、クー・フリンが瞬間移動したようにしか見えなかった。

　再びクー・フリンが舞い上がったときにはもう、シルヴィアの身柄はレベッカが確保していた。

「アッシュ、王女殿下を頼む！」

「はい？」

　アッシュが間の抜けた返事を返したときには、レベッカは生徒会室の窓を目がけ、シルヴィアの身体を放ほうり投げたところだった。

　距離にすれば二メートルほどとはいえ、一国の姫君を放り投げるとは、いくらなんでも常軌を逸している。

「うわあっ！」

　アッシュは驚きの声をあげながらも、シルヴィアの身体を受け止めた。いわゆる「お姫様だっこ」の体勢で、なんとか足を踏ん張る。

　アッシュの腕の中、シルヴィアは気を失っていた。

「……………………」

　こんな事態だというのに、アッシュはドギマギした。シルヴィアの下半身を支える左手から、柔らかな感触がまざまざと伝わってくる。輝かしい金髪からは、花のように甘い香りがした。

　そのとき、窓の外からレベッカの呪じゆ文もんが聞こえてきた。

「顕けん現げんせよ……一撃必中の魔ま槍そう……」

　レベッカの呪文に呼応して光が炸さく裂れつし、巨大な槍やりが顕現する。

　それは聖天竜騎士アーク・ドラグナーにだけ許される、固有魔装だった。

　聖騎甲アークとは、単なる騎士甲かつ冑ちゆうではない。

　そこには膨大な魔力が蓄えられており、唯一無二の固有魔装がセットになっているのだ。

「その銘なはゲイ・ボルグ！」

　アッシュが見守る中、レベッカは魔槍ゲイ・ボルグを猛然と振り下ろした。

　膨大な魔力が満ちあふれたかと思うと、地上目がけて光の束が一直線に降り注ぐ。なおも暴れる幼竜のすぐそばで、小規模な爆発が起こった。

　ひとつ間違えれば幼竜の命はなかったが、そこはレベッカである。爆発の余波だけで、見事に幼竜を失神させたのだった。




「う……」

　レベッカが幼竜を制圧して間もなく、シルヴィアはアッシュの腕の中で目覚めた。自分が横抱きにされていることに気づいた途と端たん、

「なっ……！　どうしてお前が……！」

　真まっ赤かになって暴れ出した。

「うわっ！　暴れるなって！　落ちるぞ！」

　アッシュが警告したそばから、シルヴィアは転落し、ぶざまに尻しり餅もちをついた。

「ぐっ……なにをする！」

　シルヴィアは涙目となって、アッシュを睨にらんできた。

「姫様が勝手に落ちたんだろうが！　大体、どうしてあんな真ま似ねをしたんだよ？　レベッカさんが助けてくれなかったら、死んでたかもしれないんだぞ！」

「お前に……私の気持ちがわかってたまるものか！」

　叫んだ拍子に、涙の粒が散った。

「……姫様？」

「くっ……！」

　シルヴィアは泣き顔を隠すように背を向けると、生徒会室を飛び出した。

「どうしちまったんだよ、姫様……？」

　アッシュの独り言に応じるように、背後から声がかかった。

「案ずるな。王女殿下のことは、わたしに任せておくがいい」

　振り返ると、制服姿に戻ったレベッカが窓際に腰掛けて、自信に満ちた笑顔を浮かべていた。





　　　　◇






　幼竜騒動の翌日は、休校日だった。

　アッシュは再びエーコを伴って、アンサリヴァンの市街区に向かった。アッシュとしては、寮の部屋でのんびりと過ごしたかったのだが、

「クレープがあたしを呼んでいるわ！」

　というわけで、エーコに押し切られる形で外出する羽目となったのである。

「ほら、クレープ屋を捜すわよ！」

　学院区と市街区を隔てる門をくぐり抜けるなり、エーコはアッシュを急せかした。

「愚鈍で愚劣で愚ぐ昧まいな人間が作った食べ物が、そんなにいいのか？」

「うっ、うるさい！　愚鈍で愚劣で愚昧なのは、あくまでも人間よ！　クレープに罪はないんだからね！」

　アッシュの皮肉に、エーコは頰ほおに朱を散らして反論すると、大通りをパタパタと駆けていった。ちょっと意地悪だったかな……と反省しつつ、アッシュはエーコの小さな背中を追いかけようとして──誰だれかとぶつかった。

「きゃっ！」

　アッシュはよろめいただけですんだが、ぶつかった相手は尻しり餅もちをついた。

「すみません！　俺おれの不注意で」

　アッシュは慌てて手を差しのべた。

「いえ……あたしも、よそ見してたから……」

　しおらしく答えたのは、アッシュと同年代の少女だった。足元には花かごが転がっている。漆しつ黒こくの髪と、小麦色の肌が目を惹ひいた。どこか憂いを帯びた表情は、エキゾチックな顔立ちと相まって、ほんのりとした色気を感じさせる。

　アッシュの顔を見上げた途と端たん、少女の顔が強こわ張ばった。

「あ、あんた……」

　切れ長だった双そう眸ぼうが、まん丸になっている。

「俺の顔が……なにか？」

「いやああああっ！」

　少女は花かごを引っつかむと、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。あっという間に人ごみに紛れてしまう。

　周囲の通行人たちが、まるで変質者でも見るような眼まな差ざしをアッシュに向けてきた。

「ち、違います！　俺はなにもしてませんってば！」

　周囲に弁解しつつ、アッシュは逃げるように駆け出した。

「人の顔を見て逃げ出すなんて、失礼な子だな……」

　毒づきながら、クレープ屋の屋台に向かう。エーコはお金を持っているわけでもないのに、まるで常連客さながらの調子で、店員に声をかけていた。

「アンサル・クレープをひとつ！」

「それは駄だ目めだっ！」





　　　　◇






　花売りの娘に変装したアーニャは、ひとけの絶えた路地裏で息を切らしていた。

　先ほどの少年の顔を見た瞬間、アーニャは亡霊に出会った気がした。

　つい先月、アーニャの目前で死んだはずの少年が、何食わぬ顔で街を歩いていたのだから、これが驚かずにいられようか。

「そんなバカな！」

　彼は確かに死んだはずだった。

　底が見えないほど深い峡谷に転落して、無事ですんだとは思えない。

　とすると、他人の空似だろうか。そう考えたほうが、しっくりする。

「いや、違う！」

　見間違えるはずがない。あの顔、あの声、あの口調……彼こそは、アーニャが森の中で出会い、殺したはずの相手だった。

　ならば、どうして彼は生きているのだろう？

　常識的に考えて、生存の可能性はゼロだった。

　だが、彼が生きているのは事実だ。この目で見たのだから、疑いようもない。

　彼がアーニャのことを思い出さなかったのが不思議だったが、思い起こせば、あのときのアーニャは覆面で顔を隠していたし、出身部族タンタロスの戦闘服を着用していた。

　対照的に、今のアーニャはどこから見ても、花売りの娘だ。彼が気づかなかったのも無理はない。それだけが、唯一の救いだった。

「どうしよう……」

　あの日、峡谷からミルガウスの許に戻ったアーニャは、少年が生きている可能性などまったく考慮せず、ただ「殺しました」とだけ報告した。

　ミルガウスはただ一言「ご苦労だった」と返した。それ以上は、なにも訊たずねてはこなかった。ミルガウスにとって、あの少年はその程度の存在だったのだ。

　アーニャは迷った。改めて、ミルガウスに報告すべきだろうか。

　──谷底に転落したはずの少年が、実は生きてました。

「バカな！」

　今さらミルガウスに己おのれの失態を報告するなど、とんでもないことだ。

　問題は、それだけに留とどまらない。

　ここしばらく、荊いばらのトゲのように、アーニャの胸を刺し続けていることがあった。

　崖がけが崩落を起こしたあのとき、少年はどういうわけか、アーニャを突き飛ばしたのである。おかげで、アーニャは転落せずにすんだ。

　あの少年は、自分の死が今にも迫っていた瞬間に、わざわざアーニャを助けたのだ。

　山で生まれたアーニャには、理解不能な行動だった。

　もし、少年がアーニャを踏み台にして、自分だけが助かろうとしていたのなら、まだ理解できる。

　アーニャの故郷では、そういう輩やからは珍しくもなかった。逆に、それくらいのタフさがなければ、あっという間に足をすくわれてしまう。

「あたし……どうすればいいの？」

　アーニャは呆ぼう然ぜんとつぶやいて、手もとの花かごに視線を落とした。

　頭が混乱している。あの少年に出会っていなければ、こんな風に思い悩むこともなかったのに。

「いっそのこと、このまま花売りの娘として生きていけたら……あたし、幸せになれるのかな？」

　アーニャはカッとなって、花かごを地面に叩たたきつけた。

　ほんの一瞬でも、愚かなことを考えた自分が許せなかった。

　散乱した花々を無造作に踏みつける。

「あたしのバカ！　あたしはミルガウス様に付いていくって決めたのよ！　ミルガウス様のそばにいることが、あたしの幸せなんだから！」

　自分自身にいい聞かせるように叫んだそのとき、正午を告げる鐘の音が響き渡った。そろそろ、ミルガウスの許に戻らねばならなかった。





　　　　◇






　正午の鐘が鳴っている。

　クレープ屋をあとにしたアッシュとエーコは、散歩がてら聖ダーラム広場に足を踏み入れた。

　エーコは早速、屋台で買ったバニラ・クレープに「かぷっ！」とかぶりついている。

　アンサル・クレープを禁じられたことで、屋台を離れたあとも仏頂面を浮かべていたエーコだったが、

「むっ……バニラもいけるわ！」

　たちまち瞳ひとみを輝かせた。

「そいつは良かった」

　アッシュはバニラ・クレープに心から感謝した。たったの五十グローリンで笑顔になってくれるなら、安いものだ。

「ま、こういう休日も悪くないか……」

　バニラ・クレープに夢中のエーコを尻しり目めに、アッシュは広場を眺めやった。

　地元の住民だけではなく、観光客の集団も目立った。おそらくは、隣国のシェブロン王国からやって来たのだろう。騎士国民と同じ人種とはいえ、言葉遣いや衣服のデザインなどから、一目で判別できる。

「ねえ。どうしてあんなに人が集まってるの？」

　クレープをたいらげたエーコが、不思議そうに訊たずねてくる。

「もちろん、あの聖像が目当てなんだよ」

　アッシュは遠巻きに『聖ダーラムの像』を眺めやった。アンサリヴァン市街における、最重要文化財のひとつである。

「あの聖像……誰だれなの？」

「初代騎士王パラデイン、ダーラム・ロートレアモンだよ。今から五百年くらい前の人物だ」

「あの騎士甲かつ冑ちゆう……聖騎甲アークよね」

　エーコの鋭い指摘に、アッシュは感心した。

「わかるのか？」

「まあね。あの聖騎甲アークの設計図なら、竜種の記憶ドラグワースにも保管されてるし」

「じゃあ、その設計図を使えば、エーコも聖騎甲アークを創つ成くれるのか？」

「はあ？」

　途と端たん、エーコがじろりと睨にらんできたので、アッシュは思わず萎い縮しゆくした。

「バッカじゃないの？　それじゃあ、単なる模造品コピーに過ぎないわ。ご先祖様が遺のこした設計図ってのはねえ、あくまでも参考資料としての意味しか持たないのよ。猿さる真ま似ねをするためじゃないわ」

「そっか……それもそうだよな」

　アッシュは妙に納得させられた気分だった。

「じゃあ、エーコもいつか俺おれのために、オリジナルの聖騎甲アークを創つ成くってくれるわけか。といっても、まずは聖竜マエストロにならんとなあ──いてっ！」

　思いっきり足を踏まれたので、アッシュは不様に飛び跳ねる羽目となった。

「なにするんだよ！」

　アッシュが食ってかかると、エーコは意外にも、満面を朱に染めていた。もじもじとして、アッシュと視線を合わせようともしない。

「……どうしたんだ？」

「ふざけないで！　どうして、このあたしが……飼い犬のために聖騎甲アークを創つ成くらなくちゃならないの？　大自然の摂理に反するわ！」

　エーコは脇わき目めも振らず駆け出してしまう。

　アッシュは今さらながら、過去の授業で学んだことを思い出した。

　竜族にとって、主人に聖騎甲アークを献呈するということは、「己おのれのすべてを主人に捧ささげる」という、極めて重要な意味を持つらしい。

「なるほどなあ」

　エーコが真まっ赤かになって否定した気持ちが、少しはわかる気がした。と同時に、そんなエーコのことが、少しだけ可愛かわいらしく思えてしまう。

「おーい、待てよ！」

　アッシュはニヤニヤと笑いつつ、エーコの小さな背中を追いかけた。




　ようやくエーコが足を止めたのは、聖ダーラム広場に面したカフェの前だった。

　店の名前は〈カフェ・エサロワ〉。ハーブ・ティーで有名なお店で、特に女子の間で人気らしい。内装や調度品のデザインも垢あか抜ぬけている。

　週末はカップルで賑にぎわうため、女の子と付き合ったことのないアッシュにとっては、鬼門のスポットといえた。

　事実、窓ガラスごしに店内の様子を窺うかがうと、どこもかしこもカップルだらけ。

　アッシュは心で泣いた。

「一応、確認しておくが……この店に興味があるのか？」

「とっても、いい匂においがする」

　エーコはくんくんと鼻をひくつかせている。見た目は可か憐れんな美少女なのに、その仕草ときたら、まるで幼竜だった。

「こいつは……」

　アッシュもようやく気づいた。軒先に、ふんわりと甘い香りが漂っているのだ。

「アンサルの香りじゃないか！　駄だ目めだ、絶対に駄目だ！」

　ハーブ・ティーに定評がある店だけあって、アンサル・ティーもメニューのひとつに含まれているのだろう。竜族のエーコが敏感に反応したのも、当然といえば当然だった。

「むっ……気に入らないわ。アンサルは竜族のたしなみなのよ！　いわゆる成体おとなの味ってやつかしらね」

「まだ幼竜こどものくせに、なにいってんだ！　大体、またこの前みたいになったらどうするんだよ！」

「この前って、なんのことよ？」

「記憶が飛ぶくらいに酔ってたのか！　なおさら駄目だ！　アンサルは成体おとなになるまで禁止だからな！」

「むーっ！　許せない！　こんな理不尽、絶対に許せな──……あふんっ！」

　突然、エーコは悩ましい声を発するや、俯うつむいた。まるでトイレを我慢しているかのように、太ももをしきりにこすり合わせている。

「……エーコ？」

　アッシュは嫌な予感がした。

「はうんっ……！」

　案の定、エーコはアッシュの胸元にしがみついてきた。衣服ごしとはいえ、胸もとに熱い吐息を吹きかけられて、のけ反りそうになってしまう。

「お前、まさか……香りだけで酔っぱらったのか？」

「はぁ、はぁ……だめ…………胸が……胸が切ないのぉ……」

　エーコの目は潤み、頰ほおは真紅に染まっている。全身が異様な熱を帯びていた。炎の塊を抱いているような気分だった。

「くそっ……なんて迷惑な店なんだ！」

　まずは、エーコをこの場所から連れ出すのが先決だ。

　こんな風に迫られたら、アッシュ自身が変な気を起こしてしまいそうだし、万が一、こんな場面を学院生に見られたりしたら──。

「やあ、アッシュじゃないか。随分と……お熱いことだな」

　間の悪いことに、背後から声をかけてきたのは、生徒会長のレベッカだった。のみならず、レベッカの背後には、意外な女生徒がひっそりと佇たたずんでいた。

「……姫様？」

　アッシュは戦せん慄りつした。またしても、シルヴィアの鉄てつ拳けん制裁を覚悟したのだが──。

「……………………」

　昨日の幼竜騒動を引きずっているのか、シルヴィアはレベッカの背後に隠れたまま、なんの反応も示さなかった。
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　アンサルの香りがしない場所ということで、レベッカが案内してくれたのは、路地裏の大衆食堂〈竜りゆう牙が亭てい〉だった。

「ここが……〈竜牙亭〉？」

　レベッカの行きつけということで、お洒落しやれな店をイメージしていたアッシュだが、予想は見事に裏切られた。

　そこは質実剛健という言葉がぴったりの、大衆向けの食堂だったのだ。

「うむ。良い店だぞ。質的にも量的にも申し分ない。生徒会メンバーならば半額というのも、見逃せないポイントだ」

「なるほど……」

　店内は活気に満ち、筋骨逞たくましい労働者の姿が目立った。

　ちょうど四人掛けのテーブルが空いていたので、レベッカとシルヴィアが隣同士となり、その向かいにアッシュとエーコが着いた。

　レベッカとシルヴィア。

　すなわち、〈真紅の女帝クリムゾン・エンプレス〉と〈蒼氷の姫君アイスブルー・プリンセス〉。

　学院の二大美女とまで称されるふたりと、アッシュは同席している。レイモンなどが見たら、憤死してもおかしくない状況だろう。

　やはり幼竜騒動の件を気にしているのか、シルヴィアはそっぽを向いたまま、一言も喋しやべろうとはしない。そのことが気がかりだったが、今はエーコのことだけで手一杯だった。

「ふにゅう……」

　エーコはまだ酔いが覚めないらしく、放心状態のままだ。仕方ないので、ウェイトレスが持ってきた水を飲ませてやった。

　レベッカはてきぱきと三人分の注文をすませると、アッシュとエーコを苦笑交じりに見やった。

「つくづく、君はネタに事欠かない男だな」

「……すみません」

「いや、謝る必要はない。むしろ、わたしはいつになく愉快な気持ちなんだ」

「愉快……ですか」

　アッシュはがっくりと肩を落とした。

「とにかく、アンサルの扱いに関しては要注意だな。以後、〈カフェ・エサロワ〉には近づかないほうがいい。あそこのアンサル・ティーは絶品だが、エーコにはまだ早い」

「肝に銘じておきます」

　アッシュが神妙に答えたのを最後に、不自然な沈黙が訪れた。原因は、もちろんシルヴィアにあった。ムスッと押し黙っているので、妙な威圧感を覚えるのだ。

「そ、そういえば……レベッカさんと姫様が一緒だなんて、珍しいですよね」

「ああ、わたしが誘ったんだ」

　昨日の幼竜騒動を鎮めたあと、レベッカは「王女殿下のことは、わたしに任せておくがいい」と宣言してみせた。そのことと無関係ではないのだろうが、シルヴィアが大人しくレベッカの誘いを受けたのが、なんとなく意外だった。

　たとえ生徒会長の命令とはいえ、シルヴィアは一国の姫君である。気が進まないのであれば、容赦なく断ることもできたはずだ。

　レベッカは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、一枚の紙切れを取り出した。

「一日デート券。ほら、騎竜祭の副賞だよ。生徒会長として、公約は遵守せねばならんからな。そしてシルヴィアにも、優勝者としての義務を果たす必要がある」

「ああ……なるほど」

　ようやく合点がいった。

　アッシュはすっかり忘れていたが、騎竜祭で優勝した生徒には、レベッカとの一日デート券が与えられるという決まりになっていたのだ。

　堅苦しい性格のシルヴィアにとって、「優勝者の義務」などという言葉は、最も効果的な殺し文句だったに違いない。

「昨日のことといい、王女殿下はいろいろと思い悩んでいる様子だからな。今日はじっくり、腹を割って話し合おうと思っていたわけだが……先ほどから、ずっとこの調子でな」

　残念そうな口調とは裏腹に、レベッカは愉快そうに笑っている。

「お待たせしました」

　ちょうどそのとき、ウェイトレスが料理を運んできた。
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「ただいま戻りました、ミルガウス様」

　アンサリヴァンの市街地を一望できる鐘しよう楼ろうに、ミルガウスは超然とした風情で佇たたずんでいた。風にマントを翻している姿は、さながら歴戦の傭よう兵へいといったところか。

　アーニャが花売りの娘に扮ふんしているように、ミルガウスは旅の武人を装っている。

　古びた寺院の最上階に位置する鐘楼は、驚くほど静かだった。

　街の喧けん騒そうも、ここからだと遠く感じた。

　ミルガウスの背中を見つめつつ、アーニャは改めて「不思議な人……」と思った。

　聖ダーラム広場に面したこの寺院は、建物が老朽化してしまったため、一般人には開放されてはいない。技術的な問題で、補修作業は遅れに遅れており、かれこれ十年は閉鎖されたままだという。

　とはいえ、意外と管理体制が甘いため、裏口の扉を解錠し、こっそりと侵入するのはたやすい。

　その情報を持っていたのは、他ほかならぬミルガウスだった。地元の人間でなければ知らないようなことを、ミルガウスは当たり前のように知っていたのだ。












　アーニャは以前から、ミルガウスの出自が気になっていた。

　単なる帝国軍人にしては、一挙一動が美しい。高貴な雰囲気さえも感じられる。言葉の発音も美しく、シェブロン語と帝国語を流りゆう暢ちように話す……。

「街の様子はどうだ？」

　ミルガウスの問いかけに、アーニャはハッと我に返った。冷たい仮面ごしに見つめられると、そわそわと落ち着かなくなってしまう。

　ミルガウスとアーニャの他ほかに、鐘しよう楼ろうには誰だれもいない。

　今が任務中でさえなければ……と、アーニャは少しばかり残念に思った。もちろん、そんな乙女心はおくびにも出さない。

「のんきなものです。誰もが、戦争のことなんて忘れているみたい」

　アンサリヴァンはアーニャの予想を遥はるかに超えて、活気に満ちていた。竜飼い人ブリーダーを集めた学院を中心に発展した街ということで、気を張っていたのだが、拍子抜けもいいところだ。戦争の臭においが、微み塵じんも感じられないのである。

　花売りに扮ふんして街を歩いているうちに、アーニャは気づいた。

　アンサリヴァンの住民にとって、ドラゴンは〝愛すべき獣〟であり、決して兵器ではないのだ。「アンサリヴァン市」＝「ドラゴンを兵器として訓練するための基地」という先入観は、粉々に打ち砕かれた。

「そうだろう。この街では、ドラゴンを兵器として扱う者はいない。アンサリヴァンは、とても優しい街だからな」

　どういうわけか、ミルガウスの口調には懐なつかしさのようなものがにじんでいた。が、それも一瞬のことに過ぎなかった。

「だがな、アーニャ。そんな優しさに、意味などない」

　ミルガウスが一歩を踏み出した。その足元には、たとえるならば柩ひつぎのような箱が設置されている。

　ミルガウスが無言のまま、ふたを開け放つ。柩の中には死体ではなく、ひとふりの剣が収められていた。

　ただの剣ではない。大人の胴体ほどもある、幅広の巨剣だった。

　歴史絵巻に登場する斬馬刀に似ていたが、その刀身は漆しつ黒こく。柄には美しい宝飾が施されており、工芸品のような趣おもむきもある。信じがたいことに、はめこまれた宝石のひとつひとつが竜りゅう綺き華か晶しょうだった。

　ミルガウスは漆黒の巨剣を持ち上げると、呪じゆ文もんの詠唱を始めた。

　やがて──あんなにも晴れ渡っていた空に、突如として暗雲が広がり始めた。
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　鴨かも肉にくのソテー、牛フィレのワイン煮、スペアリブ、春野菜とキノコのスープ、くるみパン……次から次へと運ばれてくる料理に、アッシュは目を奪われた。

　肉汁と香辛料の匂においが、嫌でも食欲をそそる。

「ふわあ……！」

　突然、エーコがぴくりと反応した。

　現金なもので、料理の匂いを嗅かいだ途と端たん、一気に酔いが覚めたらしい。普段はクレープに目のないエーコだが、そこは竜族だけあって、肉料理の数々に釘くぎづけとなっている。

「おかわりもあるから、遠慮せずに食べるといい」

　レベッカが促した途端、エーコは無我夢中で鴨肉を頰ほお張ばり始めた。皮がこんがりと焼けていて、肉汁が滴したたり落ちている。

「むっ……こんなにおいしいお肉、初めてだわ！」

　感激のあまり瞳ひとみをきらきらとさせながら、今度は牛フィレに手を伸ばす。無造作にフォークで突き刺すと、ぱくりと頰張る。

「ふにゅう……」

　よほどおいしかったのだろう。エーコはふにゃりと全身を弛し緩かんさせ、幸せそうな笑みを浮かべた。

　ただ見ているだけで、アッシュも幸せな気持ちになってしまう。

　一方、シルヴィアは黙々と、さも不機嫌そうにナイフとフォークを扱っている。アッシュと視線が合うたび露骨に睨にらんでくるので、とりつく島もない。

　ふと、アッシュはレベッカの言葉を思い出した。




　──わたしの見立てでは、王女殿下は完かん璧ぺき主義者で、極度の負けず嫌いだ。どんなドラゴンでも乗りこなしてしまうクラスメイトに、対抗心を燃やしてしまったのかもな。




　つまり、シルヴィアが自らの手で幼竜を制圧しようとしたのは、アッシュが原因だというわけだ。

　アッシュは意を決し、シルヴィアに声をかけた。

「なあ……姫様。やっぱり、すべては俺おれが原因なのか？」

「なんのことだ？」

　ますます苛か烈れつな眼光で、アッシュは眉み間けんの辺りを貫かれた。

「だから……昨日のことだよ。あんな真ま似ねをするなんて、姫様らしくないだろ？」

　たちまち、シルヴィアは頰を朱に染めた。

「うっ、自惚うぬぼれるな！　どうして私がお前などを意識せねば──」

　その刹せつ那な、大地を揺るがすような轟ごう音おんが鳴り響いた。

「きゃっ！」

　意外にも、突然の雷鳴にいちばん驚いたのはシルヴィアだった。両手で耳をふさぎ、ガタガタと震えている。あの気丈なシルヴィアからは、想像もつかない姿だった。

「妙な天気だな……」

　アッシュは妙な胸騒ぎを覚えつつ、窓の外を見やった。

　さわやかに晴れ渡っていたはずの空が、今では暗雲に覆われている。もはや真昼だとは思えないほど、外は闇やみに閉ざされている。

「むっ……あれは良くないモノだわ」

　それまでは食べることに夢中だったエーコが、急に立ち上がった。いつになく険しい顔をして、窓の外を凝視している。

「エーコ？」

　アッシュの呼び声も空むなしく、エーコは店を飛び出していた。
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「……灰から灰へ、塵ちりから塵へ。出いでよ、魔導工学マギカテクニカの申し子よ。その銘なは──」

　ミルガウスの呪じゆ文もんが完成すると同時に、暗雲に閉ざされた市街地に異変が生じた。

　アーニャは瞠どう目もくした。

　ダーラム広場の中央に、一匹の巨竜が舞い降りたのだ。

「あれが……屍灰竜ネクロマンシア……！」

　アーニャはほとんど無意識に、その忌まわしき言葉をつぶやいていた。

　ミルガウスが掲げる巨剣の表面には、真紅の文字が浮かんでいる。アーニャには読めない古代文字だった。

　あたかも、剣自身が血の涙を流しているように見えた。暗雲の密度が高まり、雷鳴が立て続けに轟とどろく。

　遺い灰はいを再構築することで甦よみがえったドラゴン──屍灰竜。

　一応、ミルガウスから話だけは聞いていたが、実物を見るのは初めてだった。

　屍灰竜を起動し、その戦闘能力を分析する。

　なおかつ、実戦配備が可能か否かを判断する。

　それこそが、今回の潜入作戦における最大の目的だった。アンサリヴァン市は複数の候補地の中から、実験場として選ばれた。

　つい先ほどまで、平和な空気に満たされていた街に落とされる鉄てつ槌つい。

　なまじ市街地を偵察してきた直後だけに、アーニャは我知らず唇を嚙かみ締めていた。

　数年前まで、血みどろの紛争に明け暮れていた故郷の風景が、脳裏をよぎった。

　──だけど、これが戦争なんだ。

　アーニャは自らを奮い立たせるように拳こぶしを握り締めると、ミルガウスの背を見つめた。
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　エーコを追って路地裏を駆け抜けると、聖ダーラム広場にたどり着いた。

　広場は大騒ぎになっていた。

　地元の住民も観光客も一緒になって、ただただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

　今すぐ逃げ出さねばならない状況なのは明らかなのに、誰だれもが硬直したまま、目の前の異形を見上げることしかできない様子だった。

「な……なんなんだ、あいつは！」

　広場に足を踏み入れるなり、アッシュも愕がく然ぜんとなった。

　巨大な生き物が、広場に舞い降りたところだった。

「ドラゴン……なのか？」

　全身が体毛に覆われているという点では、聖竜マエストロに近いのかもしれない。

　だが、聖竜マエストロとは似ても似つかぬ、暗灰色の毛並みをしている。身体からだのあちこちがボロボロと崩れているのも、不気味だった。

「肉が腐敗しているんだ……」

　アッシュは慄りつ然ぜんとなって、つぶやいた。

　それ以上に驚くべきは、その身体の大きさだった。

　実に、千人をも収容できる聖ダーラム広場の四分の一を、一頭のドラゴンが専有しているのだ。むくりと鎌かま首くびをもたげただけで、周囲に並び建つ塔の高さに匹敵した。

　魂を揺さぶるような咆ほう哮こうが、暗い空に響き渡った。

　何百という角笛を集め、一斉に不協和音を鳴らしたら、こんな音色になるのかもしれない。死者でさえ揺り起こしてしまいそうな、壮絶な鳴き声だった。

　ただ鳴いただけで暴風が渦うず巻まき、『聖ダーラムの像』を吹き飛ばした。

　たちまち、腐乱死体を思わせる悪臭が漂い始める。

　この時点で、ようやく人々は一斉に逃げ出したが、あまりに現実離れした事態を前に、明らかに混乱している。アンサリヴァン市の保安官も出動はしていたが、明らかに手が足りていない様子だった。

　阿あ鼻び叫きよう喚かん。転倒する者が続出した。広場に面した店に入っていた客たちも、次々と外に飛び出し、逃げ惑っている。

「エーコ！」

　台座を砕かれ、大地に空むなしく横たわる『聖ダーラムの像』のかたわら、エーコは毅き然ぜんとした様子で立ちはだかっていた。

　エーコの正面には、あの禍まが々まがしいドラゴンが鎮座している。無謀もいいところだった。

「なに考えてんだよ、あいつ！」

　アッシュは慌ててエーコを連れ戻そうと思ったのだが、逃げ遅れた観光客の一団が邪魔をして、立ち往生してしまう。

　エーコは突然、ベレー帽をかなぐり捨てた。まん丸な角がむき出しとなる。

　どうやら、自分が竜族である証あかしを見せたつもりらしい。

「控えよ、下郎！　このあたしを誰だれだと思っているの？　この街にはねえ、素敵なお店がたくさんあるのよ！」

　一瞬、広場がしんと静まり返ったほどの大音声だった。

　その堂々たる態度には、アッシュでさえ感動を覚えたほどだ。

　ほんの少し、期待が芽生えた。あの異形がドラゴンの一種であれば、エーコの意思が通じるかもしれない。

　ドラゴンの眼まな差ざしが、ゆっくりとエーコを捕ほ捉そくする。

　互いの視線が交錯したと見えた直後、ドラゴンの体たい軀くから数本の触手が生え、エーコに襲いかかった。

「きゃあああああ！」

「エーコ！」

　アッシュの叫びも空しく、胴体と四し肢しを触手に巻き取られたエーコは、あっという間に宙ちゆう吊づりにされた。せっかくの衣装がビリビリと引き裂かれ、下着と素肌がむき出しとなってしまう。

「このっ！　いい加減にしなさいよ！」

　身み悶もだえしながら叫んだものの、もはやエーコに為す術はなかった。エーコが暴れれば暴れるほど、触手の拘束力は強まっているように見えた。

　再びドラゴンが鳴いた。ピンク色の口こう腔こうが覗のぞいた。びっしりと並んだ牙のうち、数本がボロボロと抜け落ちる。歯茎が腐っているのだと、アッシュは気づいた。

「くそっ……どうすれば！」

　次の瞬間、ドラゴンの口腔に、紫電をまとわりつかせた光球が浮かんだ。

　盛大な鳴き声と同時に、光球が紫電とともに放たれる。

　──どん！

　広場に面した建物のひとつが、無慈悲な光こう芒ぼうと、朦もう々もうたる粉ふん塵じんに包まれる。

「攻撃魔法……だと？」












　アッシュは啞あ然ぜんとなった。

　聖竜マエストロでなければ、あれほどの高位魔法は使えないはずだ。

　犠牲となったのは、四階建ての建物だった。一階では〈カフェ・エサロワ〉が営業し、二階以上はアパートとなっている。

「そんな……」

　アッシュは呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。一体、どれほどの人が犠牲となったのか。

　やがて、煙が晴れた。

「あれは……！」

　建物は無事だった。傷ひとつ、ついてはいなかった。

「レベッカさん！」

　歓喜のあまり、アッシュは叫んだ。聖騎甲アークを身にまとい、クー・フリンに騎乗したレベッカが、瞬時に防御魔方陣を構築し、攻撃魔法を防いだのだ。

「〈カフェ・エサロワ〉には、乙女の夢が詰まっている。アンサリヴァンの生徒会長として、絶対に死守するぞ！」

　朗々と宣言したレベッカに、市民の間から声援が飛んだ。

　無論、そこで気を抜くほどレベッカは甘くない。既に呪じゆ文もんを唱えている。

「顕けん現げんせよ……一撃必中の魔ま槍そう」

　レベッカの頭上、召喚された魔導兵器が、その威容を現す。

「その銘なはゲイ・ボルグ！」

　魔ま槍そうが雷光と化し、忌まわしきドラゴンの頭部に向けて疾しつ駆くする。

「えっ……？」

　アッシュは目をみはった。

　ドラゴンの前方に新たな光こう芒ぼうが弾け、七層にもわたるシールドが顕けん現げんしたのだ。

「あいつ……防御魔法まで使えるのか！」

　ゲイ・ボルグの尖せん端たんが、第一層を突き破る。

　第二層も容赦なく突き破る。

　だが、明らかに速度が落ちていた。

　ひとつの層を突き破るたび、ゲイ・ボルグに蓄えられた膨大な魔力が消費されてしまうのだ。

　第四層、第五層……第六層を破壊。

　アッシュは祈るような気持ちで、ゲイ・ボルグの軌跡を見つめる。

　そして、最後の第七層に亀き裂れつが生じ──突破。

「よし！」

　アッシュが歓声をあげると同時に、ゲイ・ボルグがドラゴンの頭部に炸さく裂れつする。

　目を開けていられないほどの光芒が弾け、轟ごう音おんが大気を揺さぶる。

　黒煙が朦もう々もうと立ち上り、ドラゴンの体たい軀くを覆い隠す。

　その瞬間、誰だれもがレベッカの勝利を確信したはずだった。

　事実、市民を誘導していた保安官たちの間からも、大きな歓声が湧わき起こったほどだ。

　やがて、黒煙が晴れた。

　誰もが言葉を失った。

　グズグズと溶解した頭部の惨状に、勝利の味も吹き飛んだのだ。それでも脳を破壊された以上、ドラゴンが再起不能なのは確かなはずだった。

「なんて奴やつだ……」

　アッシュは戦せん慄りつした。

　なぜかドラゴンは倒れないし、エーコを宙ちゆう吊づりにしたまま、放しもしない。

　ふいに、頭部の傷きず痕あとがグニャリと蠢うごめいた。

　あたかも、傷痕自体が一個の生命体であるかのように。

　あっという間に傷口は再生し、ドラゴンは原型を取り戻していた。歪ゆがんだ双そう眸ぼうに、悪意としかいいようのない、どす黒い気配が満ちた。

　突如、ドラゴンが尻尾しつぽを振り回した。

　あれほどの魔法を見せられた直後だけあって、アッシュは意表を突かれた。先ほどとは一転して、それは原始的な攻撃だった。レベッカも同じ気持ちだったのだろう。明らかに反応が遅れた。

「しまった……！」

　レベッカが忌いま々いましげに叫んだ。

　それは単純な物理攻撃に過ぎなかったが、ドラゴンの背後に並んでいた建物は、まるで積み木のように吹き飛ばされていた。

　ああなっては、住民が避難していることを願うしかない。

「くそっ……！」

　アッシュは奥歯を嚙かみ締めた。

　このままでは、街が破壊され尽くしてしまう。

　為なす術すべもなく立ちすくんだアッシュの脳裏に、ある男の姿が甦よみがえった。

　──仮面の男、ミルガウス。

　思い起こせば、あの男と森の中で出会ったことで、それまでは止まっていた歯車が嚙み合い、回り始めたのではないだろうか。理屈ではなく、そんな気がした。

「な、なんなのだ、あのドラゴンは……！」

　聞き覚えのある声に耳じ朶だを打たれ、アッシュは我に返った。

　背後を振り返ると、ちょうどシルヴィアが広場に足を踏み入れたところだった。

　シルヴィアは異形のドラゴンを目の当たりにした途と端たん、その場に尻しり餅もちをついた。よほどの恐怖を覚えているのか、ガクガクと震えている。

　アッシュは慌てて、シルヴィアのもとに駆け寄った。

「しっかりしろ、姫様！」

　アッシュの呼びかけに、しかし、シルヴィアはなにも答えない。想像を絶する事態を前に、腰が抜けてしまったのかもしれない。

　そのとき、聖ダーラム広場の上空に一騎のドラゴンが飛来した。白はく銀ぎんの毛並みから察するに、聖竜マエストロなのは明らかだった。

「アッシュ！　王女殿下をお連れして早く逃げろ！」

　耳に馴な染じんだ声だった。

　生徒会会計にして、アッシュにとっては数少ない友人のひとり──。

「マックスか！」

「ここは俺おれに任せて──うわっ！」

　あいにく、マックスの言葉は最後まで続かなかった。

　新手の出現に刺激されたのだろう。灰色のドラゴンが、空に向けて咆ほう哮こうを放ったのだ。

　再び、紫電をまとった光球が放たれる。

「アリアン！」

　マックスの意思を受け、アリアンロッドは防御魔法陣を張ったものの、直撃コースだった。なんとか光球の威力は相殺したものの、墜落を喫してしまう。

　本来、ドラゴンの肉体構造では、飛行は不可能だ。雄大な翼は飾りも同然で、実際にドラゴンを飛ばしているのは揚力ではなく、魔力だった。

　広場に不時着したアリアンロッドを見て、アッシュは愕がく然ぜんとなった。

「アリアンロッドが一撃で……？」

　もはや、アリアンロッドに次の攻撃を防ぐ魔力はない。

　それを見越したレベッカが、クー・フリンを素早く滑空させると、マックスとアリアンロッドの前に立ち塞ふさがった。すかさず防御魔方陣を張り巡らせる。

「レベッカさん！」

　こうなると防戦一方、いくらレベッカとはいえ、身動きがとれなくなってしまう。

　最悪の事態だった。

　もはや騎士国が誇るロートレアモン聖竜騎士団が派遣されてくるのを待つしかないが、それまで街は持ちこたえられるのだろうか。

　アンサリヴァンの街は、あまりにも平和に慣れすぎていた。

　例えば、保安官事務所が保有する戦力といったら、せいぜい猟りよう銃じゆうや棍こん棒ぼうといったところである。大都市の保安官事務所ならば、竜騎士ドラグナーが配属されていても不思議ではないのだ。

　一歩ずつ、ドラゴンがレベッカに迫る。真まっ先さきに排除すべき標的だと判断したのかもしれない。

　その異形が一歩を踏み出すたび、ずしん、と大地が揺れた。地面を美しく飾っていた石畳が、呆あつ気けなく砕かれていく。

　小山が移動しているのを見ているような気分だった。その身体からだから無数に伸びる触手には、今もエーコが絡め取られている。

「ああもう！　なんなのよ、こいつはっ！」

　相変わらず、エーコはじたばたとあがいている。手も足も出ない状況ではあったが、エーコは決して諦あきらめてはいなかった。

「エーコ……！」

　そうだ、エーコを救わねばならない。

　エーコはアッシュのパルだ。

　他ほかの誰だれでもない、アッシュのパルなのだ。

「俺おれになら……やれるか？」

　アッシュは自問する。

　たった今、ひとつの打開策が脳裏をかすめたのだ。だが、それはアッシュ自身が戦せん慄りつを覚えるほど、無謀な賭かけだった。

　ふと、エーコが幸せそうにクレープを頰ほお張ばっていた姿が思い浮かんだ。

「まだまだ、あんなものじゃないぞ……エーコ」

　この世界には、エーコの知らないことがたくさんある。

　それを教えずして、こんなところで死なせるわけにはいかない。

　アッシュは腹をくくった。

「俺おれは……守るぞ。この街を。みんなを。そしてエーコを！」

　ただし、ひとつだけ問題があった。

　アッシュの秘策を実現させるためには、シルヴィアの協力がどうしても必要なのだ。

「姫様、しっかりしろ！」

　今なお呆ほうけたまま、尻しり餅もちをついているシルヴィアを、アッシュは激しく叱しつ咤たした。

　だが、シルヴィアは虚うつろな表情のまま、震えているだけだ。普段の凛り々りしい態度からは、想像もつかない姿だった。

　アッシュはカッとなった。

「ふざけんなよ……なにが王女だ！　なにが騎士王家の家訓だ！　こんなときにこそ、王族としての資質が問われるんじゃないのかよ！」

　アッシュは右手を振り上げた。

「先に詫わびておくぞ！　すまん！」

　シルヴィアの頰を思いっきり引っぱたく。

　乾いた音が響いた。

「……アッシュ？」

　シルヴィアは呆ぼう然ぜんと、アッシュを見上げた。ちゃんと目の焦点が定まっている。真まっ赤かに腫はれた片頰は痛々しいが、シルヴィアは確かに自分を取り戻していた。

「姫様に頼みがあるんだ。今すぐランスロットを召喚して、俺を運んでくれ！」

「運べだと？　どこに？」

「あそこに、だ」

　今なお歩行を続けるドラゴンを、アッシュは指差した。

　正確には、その頭上の宙域を。

　それだけで、シルヴィアにはアッシュの考えていることが通じたようだった。

「無む茶ちやな！　そんなことが可能だと、本気で考えているのか？」

　シルヴィアは怒りに肩を震わせながら、猛然と立ち上がった。

　そうだ、それでいい。ようやくシルヴィアらしくなってきた。

　アッシュはシルヴィアを背後にかばうと、決然と一歩を踏み出した。思いっきり息を吸いこんで、ドラゴンに向けて叫び放つ。

「お前の相手は、この俺だ！」

　正直なところ、自分の声が届くとは思っていなかった。どちらかというと、自分の気を奮い立たせるため、あるいは迷いを断ち切るための叫びだったのだが、ドラゴンはぴたりと足を止めた。

　ゆっくりと鎌かま首くびをもたげると、アッシュとシルヴィアの方向をじろりと見据える。

　シルヴィアが血相を変えた。

「お前はバカか！」

「いいから、姫様は早くランスロットを呼んで──」

　アッシュがいい終えないうちに、ドラゴンの口こう腔こうから閃せん光こうがほとばしった。先ほどとは異なるパターンの攻撃魔法だった。

　自分たちの頭上を凄すさまじいエネルギーが通過したことだけは、理解できた。

　愕がく然ぜんとして頭上を見上げると、背後の建物が崩れていた。三階建てのアパートだった。たった今、攻撃魔法の直撃を受けたのだ。

　どれほどの高熱にさらされたのか、煉れん瓦がの表面が溶けている。そこまで思考が及んだときにはもう、アパートは崩落を始めていた。

　バラバラとなった建物が瓦が礫れきと化し、アッシュとシルヴィアの頭上に向けて、滝のように降り注ぐ。

「くっ！」

　アッシュは咄とつ嗟さにシルヴィアをかばい、目を閉じることしかできなかった。





　　　　◇






「おい……いつまでそうしているつもりだ？」

「えっ？」

　シルヴィアの冷たい声に打たれ、アッシュは恐る恐る、目を開いた。

　てっきり、瓦礫の下敷きになったと思っていたのだが──。

　風を感じた。

「飛んでる……？」

　アッシュはシルヴィアとともに、空にいた。

　そこがランスロットの背中であることに、アッシュはようやく気づいた。

　間一髪、ランスロットの召喚が間に合ったのだ。

　眼下の街が、あんなにも遠い。

　聖ダーラム広場ですら、ミニチュアのようだ。

　だが、広場の四分の一を埋め尽くす巨体は、今なお健在だった。

　問題なのは、手た綱づなをさばくシルヴィアの身体からだを、アッシュがひしと抱き寄せていることだ。あろうことか、右手がシルヴィアの乳房に触れている。

　柔らかな感触を自覚した途と端たん、アッシュは我を失った。先ほどアパートが崩落を起こしたとき以上に、頭の中が真まっ白しろになってしまう。

「あわわわわっ！」

「手を離すな！　落ちるぞっ！」

　胸を突き刺すような叱しつ声せいを浴びて、アッシュはようやく落ち着きを取り戻した。シルヴィアには申し訳ないが、このまま抱きついているしかなかった。

「……すまん」

　もちろん、右手だけはさりげなく移動させた。心なしか、シルヴィアの頰ほおが赤く染まっているように見えるのは、気のせいだろうか。

　刹せつ那な、ドラゴンが第二射を放った。

　ランスロットは咆ほう哮こうを放つや、防御魔方陣を敷いた。がつん、と杭を打たれたような衝撃が走ったが、ランスロット自体はびくともしない。

「さすがだな」

　アッシュは素直に感嘆した。

「このくらい、ランスロットなら当然だ。それよりも……本気なんだな？」

「ああ、このまま俺おれを運んでくれ。俺にしかできないことだ」

「……はなはだ不本意ではあるが、今はお前を信じるしかなさそうだ。ランスロット！」

　シルヴィアの命を受け、ランスロットが「おぉん……！」と鳴いた。

　ぐんぐんと滑空し、地上のドラゴンに迫る。

　第三射と第四射が立て続けに迫ったが、こちらは防御魔法を使うまでもなく、ランスロットはひらりとかわした。凄すさまじい反応速度だった。

　距離が狭まるにつれて、ドラゴンの体たい軀くが膨らんで、視界を埋めていく。

　アッシュの目が、エーコの姿を捉とらえた。

　最悪、いつ食われてもおかしくない状況なだけに、アッシュは安あん堵どした。

　今をおいて、エーコを救うチャンスはない。

　アッシュは意を決すると、立ち上がった。振り落とされないために、黙ってシルヴィアの肩を借りる。シルヴィアはなにもいわず、肩を貸してくれた。

　心の中でカウント・ダウンを開始する。

　──十、九、八、七……。

　ぐんぐんと地上が迫る。

　──三、二、一……。

　ランスロットの軌跡が、異形の体軀とギリギリですれ違う。

「今だ！」

　アッシュは宙に向けて跳んだ。暗灰色の体毛が視界を埋め尽くす。

　ぼふっと音をたてて、アッシュは着地した。途と端たん、足を滑らせて転がり落ちそうになってしまうが、体毛を摑つかむことで食い止めた。

　自分の頭部に着地した異物の感触が、よほど不快だったのだろう。ドラゴンが首を激しく振った。そのたびに、アッシュは凄すさまじい遠心力を感じたが、ここで振り落とされるわけにはいかない。

　なんとか身体からだを移動させると、頭部から屹きつ立りつする二本の角の狭はざ間まにたどり着く。

　別段、根拠があるわけではない。ただ単に、このサイズのドラゴンに騎乗するなら、ここがベストだろうと、直感が告げたに過ぎなかった。

　アッシュは両足を踏み締めると、すっくと立ち上がった。

　アンサリヴァンに入学して間もない頃ころ、初めてドラゴンに騎乗したときの感覚を思い出す。状況としては、シルヴィアが介入して失敗した、昨日の幼竜騒動に似ていた。

　生まれて間もない翼竜ストラーダが、飼い主が間違って与えたアンサル・ティーに酔っ払い、急に暴れ始めたのだ。

　竜丁グルームたちが苦戦する中、たまたま現場を通りがかったアッシュは、暴れる幼竜の背に飛び乗った。

　不思議と、自分にならできるという確信があった。

　結局、学院長や担任から大目玉を食らう羽目になったものの、アッシュは見事、幼竜騒動を鎮めてみせた。

　そういえば、あの幼竜の名は──ランスロット。

「……そっか。すっかり忘れてた」

　アッシュは苦笑を漏らした。シルヴィアが駆る聖竜マエストロと、酔っぱらいの翼竜ストラーダが、記憶の中でようやく結びついたのだ。

　シルヴィアがなにかと自分に突っかかってくる理由が、少しはわかった気がした。

　と同時に、あのランスロットを大人しくさせた自分なら、この異形を静めることもできるはずだと、気を奮い立たせる。

「行くぞ……！」

　木の根のように、自分の意識を足元から伸ばしていくつもりで、アッシュはドラゴンに優しく語りかけていく。

「今から俺おれが、お前の主あるじだ」

　アッシュの呼びかけに応じたのか、ドラゴンがぴたりと足を止めた。まだ唸うなり声を漏らしてはいるが、歩行を止めることはできた。

「いいぞ、その調子だ……」

　アッシュは会心の笑みを浮かべた。

　もう一押し──と思ったのも束つかの間、ドラゴンは急に怒り出すと、投石機さながら、首を前後に振った。

「うわっ！」

　完全に虚を衝つかれ、アッシュは容赦なく吹っ飛ばされた。

　建物の外壁に叩たたきつけられる寸前、ランスロットが飛ひ翔しようした。

「ふう……助かった」

　アッシュはランスロットの背中に収まっていた。今度はシルヴィアの背後に腰を落ち着ける格好となっている。

「お前は……なんという愚か者だ！」

　ランスロットの手た綱づなをさばきつつ、シルヴィアが肩ごしに文句を飛ばしてくる。

「上う手まくいくと思ったんだけどな」

　冗談ではなく、アッシュは真剣な口調でつぶやいた。シルヴィアが絶句した様子が、たおやかな背中から伝わってくる。

　アッシュは文字通り、あの異形を乗りこなそうとしていた。





　　　　◇






「はぁ、はぁ……」

　エーコは憔しよう悴すいしていた。なんとか触手を引き千切ろうと暴れていたのだが、もはや自分の力ではどうにもならないことを痛感させられるばかりだった。

「ちく……しょう……誇り高き竜族の末まつ裔えいが……こんな汚らわしい駄竜ごときに……」

　忌いま々いましげに歯は嚙がみしたそのときだった。

「うおおおっ！」

　アッシュの身体からだが吹っ飛んで、宙で綺き麗れいな弧を描き、ランスロットに受け止められる姿が目に入った。

「あいつ……なにをしているの？」

　エーコはゾッとした。

　アッシュがやろうとしていることは、無謀の一言に尽きた。

　そう、アッシュはこの異形を乗りこなそうとしているのだ。

　ひとつ間違えれば、アッシュの命など羽虫のごとくつぶされるだろう。

「ちょっと！　なにをしているの？　早く逃げなさいよ！」

　我慢しきれず、エーコは文句を飛ばしていた。

「エーコ！　今、助けてやるからな！」

　ランスロットの背中から、アッシュが返事をよこす。その口調からは、まだ多少の余裕が感じられた。

　その一言で、エーコは悟った。アッシュが逃げずに立ち向かっているのは、自分を救うためなのだと。

「くっ……」

　エーコは身をよじると、再び触手から逃れようと躍起になった。

　だが、あがけばあがくほど、触手はギリギリと肌を締め付けてくる。

　そのときだった。

「……えっ？」

　エーコの目の前で、ドラゴンの腹が縦にぱっくりと裂けたのだ。

　腹の裂け目には、びっしりと細かい牙が並んでいる。

　食虫植物さながら、裂け目が左右に広がっていく。

「ま、まさか……ウソでしょ？」

　エーコは蒼そう白はくとなった。

　触手がするすると手繰り寄せられていく。冥府の門を彷ほう彿ふつとさせる口こう腔こうが、エーコの身体からだをあっさりと吞のみこんだ。

「エーコ──！」

　意識が闇やみに落ちる寸前、アッシュの絶叫が聞こえたような気がした。
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「お目覚めかしら、眠り姫スリーピング・ビユーテイー？」

　妖よう艶えんな声こわ音ねでささやかれ、エーコは覚かく醒せいした。慌てて周囲を見渡す。

「ここは……？」

　不思議な部屋だった。

　白と黒、正方形のタイルに埋め尽くされた床。

　四方の壁際には、作りかけの石せつ膏こう像が散在している。不完全な人体。不完全な鳥獣。城じよう塞さいや神殿のミニチュアや、エーコが見たこともない乗物の模型もあった。

　起き上がったエーコの前方には、妖あやしい女性。アンティーク調の椅い子すにゆったりと腰掛けている。モノクロームで統一された内装において、絢けん爛らんたるドレスの深しん紅くが異様に映えている。

　女の頭部には、成体のドラゴンを彷彿とさせる、立派な角が生えていた。

「ここは遣けん竜りゆう工こう房ぼう。そして、わたしはナヴィー」

「ナヴィー……？」

「未熟なあなたを教え、導くための人格……とでもいえば良いのかしらね」

「意味がわからないわ。大体、その姿はなんのつもり？」

　ナヴィーを一目見たときから、エーコは違和感を覚えていた。

　その顔立ちといい、髪の毛や肌の色といい、エーコ自身にそっくりなのだ。もっとも、年齢的にはナヴィーのほうがずっと上だろう。

「ふふっ。この身体からだが気になる？　五年後のあなたを想定してデザインしたのよ」

「なっ……なんですって！」

「もっとも、あくまでも想定よ。この通りに成長するとは限らないけどね。特に胸とか」

　ナヴィーは胸元を強調させるようなポーズをとると、豊かな乳房を揺らしてみせた。

　屈辱のあまり、エーコは激怒した。

「はっ！　大きければいいってもんじゃないでしょ！」

「確かに大きさだけじゃなくて、形も大事よね。もっとも今のあなたじゃ……形以前の問題かもしれないけど」

「いちいち腹の立つ女ね！　踏みつぶすわよ！」

「……無駄話はそこまでよ。彼、このままだと確実に死ぬけど、それでもいいの？」

　ナヴィーが右手をかざすと、そこに水晶球が現れ、まばゆいばかりの光こう芒ぼうを放った。天井一面に、今なお異形を相手に奮戦するアッシュの姿が投影される。

「あいつ……まだこんな無む茶ちやを！」












　平面的な劇場と化した天井を見上げるなり、エーコは目をむいた。

「着眼点は悪くないのよ。確かに、彼には天てん賦ぷの才があるわ。どんなドラゴンでも乗りこなしてしまうという才能がね。でも、相手が悪すぎる。今の彼では、屍灰竜ネクロマンシアと互角に戦うのは不可能よ」

「ネクロマンシア？」

「そう、一度は死んだものの、人工的に蘇そ生せい処理を施されたドラゴンよ」

「くっ！　でも、どうすればいいの？　あたしにできることなんて……なにもないわ」

　エーコはしょんぼりと肩を落とした。

「ねえ、どうして聖なる竜がマエストロと呼ばれているのか、わかる？」

　唐突な問いかけに、エーコはきょとんと小首を傾かしげた。

「アルビオンの密約が交わされる以前から、聖なる竜は制作者クラフト・ワーカーだったのよ。この遣けん竜りゆう工こう房ぼうはね、遥はるかなる太古、偉大なマエストロたちが構築した共有スペースなの。聖騎甲アークもまた、マエストロが生み出した作品のひとつよ」

　ナヴィーがなにをいいたいのか、エーコはようやく悟った。

「あいつに足りないモノっていうのは、聖騎甲アークなのね？」

「正解。もちろん、彼に聖騎甲アークを献呈できるのは、パルであるあなただけ」

「でも、あたしに聖騎甲アークなんて──……そうだわ！」

　エーコはふと、聖ダーラム広場でアッシュとかわした会話を思い出した。




　──まあね。あの聖騎甲アークの設計図なら、あたしも引き継いでるし。

　──ということは、その設計図を使えば……お前も聖騎甲アークを創つ成くれるのか？

　──バッカじゃないの？　それじゃあ、単なる模造品コピーに過ぎないわ。




　単なる模造品とはいえ、聖騎甲アークには違いない。もちろん、先祖の作品を模倣するのは気が引けるし、エーコのプライドも許さないが、今は一刻を争う。

　エーコは素早く、竜種の記憶ドラグワースにアクセスした。エーコの思念に呼応して、天井に投影された映像も変化する。

「ふん。気に食わないけど、今はこれを使わせてもらうしかないわね」

　聖誕暦〇〇一〇年にアルビオンの密約が結ばれて以来、竜族は多くの設計図を遺のこしていた。実際に献呈された作品のみならず、単なる試作品も含まれている。

　総枚数は、優に一千枚を超えていた。

「これは……」

　それらを一枚ずつ参照していくにつれて、エーコは絶望した。

　どの設計図も精せい緻ちを極め、単純な模造コピーすらできそうにないのだ。

「ああもう！　こんなの、どうやってコピーしろっていうのよ！」

　頭を抱えたくなったそのとき、『聖ダーラムの彫像』が脳裏をよぎった。

　エーコは咄とつ嗟さに、聖ダーラムが献呈を受けた聖騎甲アークの設計図を呼び出した。




　制作年月日　聖誕暦〇八四六年／天秤宮ライブラの月／二日

　制作者名　　聖竜マエストロペンドラゴン

　騎士名　　　ダーラム・ロートレアモン

　固有魔装　　聖剣カリバーン




　五百年も昔の作品だけあって、構造自体はシンプルだった。

「この聖騎甲アークなら、あたしにも模造コピーできるかも！」

「甘いわね」

　氷の微笑とともに、ナヴィーが口を挟んできた。

「どうして？　そりゃあ、あたしは聖騎甲アークなんて創つ成くったことはないけど、基本的な知識なら受け継いでいるわ。これならなんとか──」

「駄だ目めよ。聖騎甲アークはオーダーメイドの騎士甲かつ冑ちゆう。過去作品を模造したところで、彼には装備できないわ。身体からだに合わない聖騎甲アークを無理やり装備させたりしたら、逆に彼の命を奪うことになりかねない」

「なによそれ！　だったらお手上げじゃないの！」

「ふふっ。そうでもないわ。竜種の記憶ドラグワースには、歴代のマエストロたちが遺のこした設計図が、大量に収納されているんですもの。使いようによっては、彼の肉体に適合する聖騎甲アークを生み出すことは可能よ」

　ナヴィーが水晶を揺らした途と端たん、天井には無数の設計図が一覧表示された。

「……まさか！」

　エーコはようやく、ナヴィーの意図を悟った。

「そう。この大量の設計図の中から、彼の身体に適合する部分だけを抽出して、繫つなぎ合わせるの」

「だけど……そんなことが、あたしにできるの？　大体、あいつの身体に適合するかどうかなんて、どうやって判断するのよ？」

　ここに来て、エーコは絶対に足りない要素に気づいてしまった。

　聖騎甲アークを創つ成くるには、まずは装備者の体格にまつわる資料が必要だ。身長をはじめ、採寸せねばならない要素は山ほどある。

「駄目だわ。話にならない！」

「あら。彼のデータなら、ここにあるわよ」

　ナヴィーは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、エーコの額に水晶を押し当てた。その途と端たん、まるで波は濤とうのように、情報の波がエーコに流れこんできた。

「これは……あいつのデータ？」

　エーコの脳裏で、情報が立体映像を構築する。

「──！」

　たちまちエーコは赤面した。映像化されたアッシュは、なんと全裸だった。身体からだの各部位には、細こま々ごまとした数値がびっしりと記されている。

「か、完かん璧ぺきなデータだわ……でも、いつの間に採寸したの？」

「こんなこともあろうかと思ってね。あなたが誕生する少し前に、彼の夢に入りこんだのよ。採寸自体は一晩で終わったんだけど、彼があまりに可愛かわいいものだから……一週間くらい、もてあそんであげたわ」

「あ、あんたね……あたしの飼い犬に悪さするんじゃないわよ！」

　エーコの剣けん幕まくを前に、ナヴィーはくすりと笑った。

「あらあら、妬やいてるの？」

「そっ、そそ、そんなはずないでしょ！」

「そう？　その割には真まっ赤かだけど」

「踏みつぶすわよ！　って、こんなくだらないことでいい争ってる場合じゃないわ！」

「その通りね。じゃあ、始めましょうか」

　ナヴィーがゆらりと立ち上がった。

「ええ。やれるかどうかはわからないけど……やるしかないのよ！」

　エーコは決然といい放った。
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　既に三度、アッシュは失敗を繰り返していた。そのたびに宙を舞い、ランスロットの背中に受け止められる。

　不幸中の幸いといえば、暗灰色のドラゴンがランスロットを標的に定めたことだった。空を飛ひ翔しようするランスロットに攻撃が集中しているため、街の破壊は最小限に食い止められている。

　ただし、ランスロットにしても、いつまで魔力がもつのかはわからない。事実、飛行速度は明らかに鈍っている。

「ランスロットも限界が近い……」

　シルヴィアの悲痛な言葉に、アッシュは頷うなずいた。

「わかってる。なんとしても、次で決めてみせる！」

　シルヴィアがランスロットを旋回させ、広場に向けて滑空しようとした、まさにそのときだった。

「バカな！」

　シルヴィアが驚きよう愕がくのあまり、息を吞のむ気配が伝わってきた。滑空を途中で中止し、上昇に転じる。

　アッシュも確かに見た。

　あろうことか、ドラゴンの腹部がぱっくりと縦に裂けたかと思うと、エーコの身体からだを丸まる吞のみにしてしまったのだ。

「エーコ！」

　アッシュは絶叫した。

　間に合わなかった。

　アッシュの目の前で、エーコはあの異形に食われてしまったのだ。

「くそっ……俺おれが不ふ甲が斐いないばっかりに──」

「諦あきらめるな！」

　絶望に支配されそうになったアッシュを叱しつ咤たしたのは、シルヴィアだった。

「まだ生きている可能性はある！　ここで諦めたら、それは本当にエーコの死を意味するのだぞ！」

　アッシュは我に返った。シルヴィアのいう通りだ。もし、シルヴィアが手た綱づなを摑つかんでいなければ、確実に頰ほおを張り飛ばされていただろう。先ほど、アッシュがシルヴィアをはたいたように。

　ふと、アッシュは気づいた。左腕の〈星刻せいこく〉が疼うずいている。以前、エーコがアンジェラに誘拐されたときと同じ現象だった。

「エーコ……！」

　この〈星刻〉が反応しているうちは、まだ大丈夫な気がした。

　エーコとの繫つながりが途絶えてはいないことを、本能的に直感することができた。

「そうだ……まだ諦めるわけにはいかない。頼む姫様！　俺をあいつのところへ！」

「いわれなくても、そのつもりだ！」

　再び、ランスロットが滑空を始める。
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「ああもう！　どうして駄だ目めなのよ！」

　エーコは頭を抱えて絶叫した。

　今現在、アッシュが戦っているのは屍灰竜ネクロマンシアである。

　その属性は「闇やみ」だ。

　ならば、アッシュに献呈すべき聖騎甲アークの属性は、もちろん「光」でなくてはならない。闇に対抗できるのは、古来より光と相場が決まっている。

　正しいパーツの抽出は、至難の業といえた。設計図の枚数が多すぎるのだ。

「くっ……！　やっぱり、あたしには無理なの……？」

　エーコは失意のあまり、がっくりと膝ひざをついた。

　涙が溢あふれた。エーコが生まれて初めて流した、悔し涙だった。

『諦あきらめるな！』

　そのとき、エーコは誰だれかの声を聞いた。

　紛れもなく、それはアッシュの声だった。

「あいつ……なの？」

　エーコはハッとして顔をあげた。

　アッシュは今なお、戦い続けている。

　戦いながら、エーコに呼びかけているのだ。

『俺おれがお前を助ける！　お前が生きてるって、俺は信じてる！　だから……だから、絶対に諦めるな！』

　言葉だけではない。ドラゴンと竜飼い人ブリーダーを繫つなぐ、目には見えない糸──星精路アストラル・フロウを通じて、アッシュの想おもいが伝わってくる。

　心地良い温ぬくもりを覚えた。

　その温もりの正体を、エーコは確かに知っている。

　そう、幼生オーフアンだったエーコはずっと、アッシュの体内に宿っていたのだから。

　その温もりを忘れるはずがなかった。

　圧倒的に不利な状況なのに、アッシュは逃げようともしない。

　あんな化け物を相手に、敢然と立ち向かっている。

　何度も化け物の頭部に飛び降りては、振り落とされたのだろう。アッシュの衣服はあちこちが破れ、ボロボロになっている。手足には数え切れないほどの傷を負っていた。

　それでも、アッシュの目は輝きを失ってはいない。

「あいつ……！」

　自然と、エーコは拳こぶしを握り締めた。

　──許さない！

　そうだ。アッシュを戦わせている原因のひとつが自分であるのなら、このまま黙っているなど、エーコのプライドが絶対に許さない。

「そうよ……絶対に、許さないんだから……！」

　疲弊していた身体からだに、新たな魔力が充みち満ちていく。

　体外にあふれ出した魔力が結晶化して、きらきらと輝いた。

「これは……？」

　自分の身体からだにこれほどの魔力が秘められていたことに、エーコ自身が驚いた。

　ふさがれていた視野が、一気に開けた気分だった。

「見えたわ！」

　自然と、笑みがこぼれ落ちた。

「兜アルメーテ、首鎧ゴルハール、胸当ペート…………背当エスパルダール…………」

　今のエーコなら、竜種の記憶ドラグワースに蓄積された膨大な設計図のすべてを、瞬時に把握することができた。

「腰当ブラフオネーラ、尻当フアルダーヘ……草摺エスカルセーラ…………」

　アッシュの身体に適合するパーツのうち、光属性を帯びたものを抽出しては、パズルのピースを埋めていくように組み合わせていく。

「冠板ブフエータ、肩当オンブレーラ、上膊当ブラサール……肘当コダル……前膊当アンテブラーソ…………手甲マノーポラ……………………」

　ゼロから作品を創つ成くり上げてきた先祖たちからすれば、それは唾だ棄きすべき行為かもしれない。

　祖先に対する冒ぼう瀆とくだと思われても、竜族の伝統を汚す罪だと見なされても、エーコには反論の言葉もない。

「股当キホーテ……膝当グアルダ……脛当グレーバ…………鉄靴エスカルペ……………………」

　だが、エーコにとっては、今ここで事態を傍観していることのほうが、よほど罪深いことなのだ。

　もはや、迷いはなかった。

　万感の思いをこめて、最後のパーツを選別する。

「──拍車エスポラーソ！」

　その瞬間、エーコは新たな世界の扉を開いた気がした。
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　どれほどの失敗を繰り返したのか、もはや数える気にもなれなかった。ランスロットの背にしがみついた格好で、アッシュは苦く悶もんのうめきを漏らした。

　激しい痛みが全身を貫くようだ。手足の感覚も、既になくなりつつあった。

「くそっ……やっぱり、俺おれには無理なのか？」

「ランスロットも、もう限界だ。次がラスト・チャンスになる……」

　シルヴィアの声も震えを帯びていた。もはや失敗は許されない。ランスロットが魔力を使い果たして墜落したが最後、すべては終わる。

　アンサリヴァンは陥落し、エーコは死を免れない。

　避難した市民とて、無事ではすまないだろう。

「くっ……どうすれば──！」

　アッシュが奥歯を嚙かみ締めた、まさにそのときだった。

『あんたのほうこそ、勝手に諦あきらめてるんじゃないわよ！』

　突如、頭にエーコの声が響いた。

「エーコ？　エーコなのか？　まだ生きてるんだな！」

　エーコがドラゴンに食われてから、随分と時間が経たっている。にもかかわらず、エーコの声が確かに聞こえてくる。

『当たり前でしょ！　無能な犬にはもったいない代物だけど、受け取るのよ！』

「受け取る？　なにをいってるんだ？」

　次の刹せつ那な、アッシュの全身がまばゆいばかりの光輝に包まれた。

「これは……！」

　アッシュは目をみはった。

　あふれんばかりの光は輪郭をあらわにし、ついには絢けん爛らんたる騎士甲かつ冑ちゆうと化したのだ。

「そ、それは……聖騎甲アークじゃないか！　なんと神々しい……！」

　肩ごしに振り返ったシルヴィアが、驚きよう愕がくの叫びを放った。

　不思議な感覚だった。

　見た目は重厚荘重な騎士甲冑にもかかわらず、重さがほとんど感じられない。

　膨大な魔力が、重力を相殺しているのだろうか。

　ただ装備しているだけで、力が沸々とみなぎってくる。

「こいつは……負ける気がしないな」

　アッシュは不敵に笑うと、今なおドラゴンの腹ふつ腔こうに囚われているエーコに声をかけた。

「サンキューな、エーコ！　お前の気持ち、確かに受け取った！」

　あいにく、エーコが返したのは辛しん辣らつな罵ば声せいだった。

『ふっ、ふざけないで！　それは単なる間に合わせよ！　オリジナルとは違うの！　べ、別に……献呈したわけじゃないんだからねっ！』

　いかにもエーコらしい反応だと思った。

　ついつい苦笑がこぼれてしまう。

「このまま行ってくれ、姫様！」

「了解だ！」

　聖騎甲アークを装備したアッシュの気迫が伝わったのだろう。

　シルヴィアはなんら躊ちゆう躇ちよすることなく、ランスロットを滑空させた。

　魔力の大半を使い果たしているにもかかわらず、ランスロットはアッシュとシルヴィアの想おもいに答えるように、ぐんぐんと速度を上げていく。

「なあ、姫様」

　ふと、アッシュはシルヴィアの背中に語りかけた。

「……なんだ？」

「いいドラゴンだな、ランスロットは」

「それがどうした？」

「もう二度と、他ほかのドラゴンに乗ろうだなんてバカな気を起こすんじゃないぞ」

「バ、バカはお前だ！　こんなときになにをいって──」

「こんなときだからこそ、いうんだよ。姫様にはランスロットっていう、最高のパルがいる。それだけで充分だろ？」

「そんなことは……いわれなくてもわかっている！」

　シルヴィアの言葉に応じるように、ランスロットが盛大な咆ほう哮こうを放った。

　さらに加速。

　暗灰色の巨体がぐんぐんと迫る。

「今だ！」

　アッシュは跳んだ。

　自分の身体からだが、風と一体化したような心地がした。

　宙で綺き麗れいな弧を描き、アッシュはドラゴンの頭上に降り立った。

　聖騎甲アークのおかげで、わざわざ体毛を摑つかまなくとも、余裕で立つことができた。

　装甲を通して、ドラゴンの体温を感じることさえできた。

　今こそ、アッシュはドラゴンとつながった気がした。

　間違いない。聖騎甲アークの魔力が、アッシュの才能を極限まで高めているのだ。

「行くぞ！」

　足元から意識の根を伸ばしていく。

　アッシュが大樹なら、ドラゴンは大地だ。

　それでもまだ、ドラゴンからは逡しゆん巡じゆんのような感情が伝わってきた。

　アッシュはこれがとどめとばかりに、一いつ喝かつした。

「たとえ神だろうと、悪魔だろうと──」

　塔のように突き立つ、二本の角の狭はざ間まにて、アッシュは朗々と宣言してみせた。

「それがドラゴンである限り、乗りこなしてみせる！」

　アッシュの言葉に反応し、聖騎甲アークが鮮烈な輝きを放つ。

　刹せつ那な、ドラゴンの背に異変が生じた。

　それまでは折り畳まれていた翼が、ばさりと音をたてたのだ。

　今、暗灰色の威容が空に舞い上がる──。





　　　　◇






「……意外な伏兵がいたものだな」

　市街地を飛び立った屍灰竜ネクロマンシアをよそに、ミルガウスは感嘆の念を禁じ得ない様子だった。

　屍灰竜を外部から操作していたのは、他ほかならぬミルガウスだ。

　ミルガウスが構えている巨剣こそは、屍灰竜を起動させるスイッチであり、その行動基準を定める操作子デバイスに他ならない。

　問題なのは、ミルガウスですら、あんな風に屍灰竜を飛ばすことはできなかったという事実だった。あの少年ときたら、もはや常軌を逸している。

　それでも、ミルガウスは悠然と構えている。こんな場合に、怒りや焦燥をあらわにしないところは、さすがといえた。

　そんなミルガウスの背中を眺めつつ、アーニャは額に汗を浮かべている。

　冷や汗だった。

　屍灰竜を見事に乗りこなし、アンサリヴァン市街から遠ざけた張本人は、間違いなくあの少年だった。

　彼と街中で遭遇した事実を、アーニャはミルガウスに報告してはいない。あの少年が、まさかこんな形で立ちふさがろうとは、想像を絶している。

「あの少年……どこかで会った気もするが」

　なにげない一言に、アーニャはびくりと肩を震わせた。

「まあ、いい」

　幸いにも、ミルガウスはそれ以上の追求を避けた。

「実験は失敗に終わったが、収穫はあった。あの少年と……少女だ」

「少女ですか？」

　アーニャは小首を傾かしげた。聖天竜騎士アーク・ドラグナーのレベッカ・ランドールだろうか。

　あるいは、ランスロットを飛ばしたシルヴィア王女だろうか。

　アーニャの予想はあっさり外れた。

「屍灰竜に捕らわれた少女がいただろう？　頭部に角が生えていた。少年に聖騎甲アークを与えたのは間違いなく、あの少女だ。見た目こそは人間だが……竜族の末まつ裔えいかもしれんな」

「まさか……！」

　ミルガウスはそれ以上、会話を続けるつもりはなさそうだった。黙って巨剣をケースに収めると、仮面ごしにアーニャを見据えた。

「撤収するぞ」

　アーニャはその場に跪ひざまずいた。

「……了解しました」





　　　　◇






「やったぞ……！」

　暗灰色のドラゴンは、ばさりと翼を広げると、アッシュを乗せたまま空を舞った。

　ぐんぐんと高度を上げていき、市街地から遠ざかっていく。

　アンサリヴァンの街も、近隣の平野も、フィアナの森も、今ではおもちゃのように小さく映っている。

　もちろん、アッシュの計算通りだった。まずはこの危険なドラゴンを街から遠ざけることで、市民の安全を確保する必要があった。

　聖騎甲アークを通して、ドラゴンの意思が伝わってくる。

　それはあまりに混こん沌とんとして、摑つかみ所のない思考だったが、今のアッシュなら理解することができた。まるで聖騎甲アークがドラゴンの思いを読み取り、翻訳しているような感じだった。

　そこには怒りがあった。

　悲しみがあった。

　憎しみがあった。

　そして──愛情があった。

「そっか。昔は、お前にも主人がいたんだな」

　このドラゴンがいかにして生まれたのか、それはアッシュにもわからない。

　だが、元々はアンサリヴァンで飼われているような、ごく普通のドラゴンだったのではないか。

　と同時に、ドラゴンはアッシュにひとつの望みを託してきた。

　アッシュには痛いくらいに、その想おもいが理解できた。

「……屍灰竜ネクロマンシア？　この世に摂理に反する存在？　お前が……そうなのか？」

　肯定の意思が伝わってきた。

　そこには、まるでアッシュを主人として認めているかのような、信頼が感じられた。

「本当に……それでいいのか？」

　屍灰竜は、アッシュに自分を殺すよう哀願している。

　それだけが救いなのだと、懇願している。

「けど……お前を殺したら……エーコはどうなる？」

　今もなお、エーコの身体からだは屍灰竜の体内に収まっているのだ。下手に攻撃を加えても大丈夫だろうか……そんな危き惧ぐが、アッシュの胸に芽生えた。

　そんなアッシュの思いを受け、屍灰竜が思念を送ってきた。先ほどまでの脅威が噓のような、穏やかな思念だった。

「そっか……信じていいんだな？」

　アッシュの言葉に、屍灰竜ネクロマンシアは頷うなずいた。

　エーコの命は自分が護ると、屍灰竜のほうから伝えてきたのだ。

「……わかった。俺おれに任せろ」

　心を決めた途と端たん、アッシュの脳裏に剣のイメージが浮かんだ。

　その場しのぎの聖騎甲アークとはいえ、今のアッシュは聖天竜騎士アーク・ドラグナーと同等の力を得ている。

　レベッカのゲイ・ボルグと同じように、聖天竜騎士アーク・ドラグナーに固有の兵器が使えるはずだ。

　聖騎甲アークが発光し、膨大な魔力をほとばしらせる。

　固有魔装の詳細情報が、アッシュに流れこんでくる。

　それは、一振りの剣だった。光の属性を帯びた、聖なる剣。

　その情報に従って、アッシュは呪じゆ文もんの詠唱を始めた。

「顕けん現げんせよ……光の恩おん寵ちようを受けし剣つるぎよ……すべての闇やみを祓はらう力を、我に与えよ……」

　アッシュの頭上に光の洪水が降り注ぐ。

　すさまじい魔力の奔ほん流りゆうを感じた。

　刹せつ那な、アッシュの身の丈をはるかに超える巨剣が、目の前に出現した。

「その銘なは……聖剣エクス＝レ＝バン！」

　エクス＝レ＝バンを軽々と振り上げると、アッシュは跳躍した。

「うおおおお！」

　自らも落下しつつ、ドラゴンの頭部から腹部にかけて、光り輝く刀身を一直線に振り下ろす。

　まさしく一刀両断。

　刀身は白はく銀ぎんの光こう芒ぼうと化し、ドラゴンの肉を斬きり、骨を断つ。

　あれほどの猛威を振るったドラゴンの体たい軀くが、今では紙のように、呆あつ気けなく引き裂かれていく。

　そして──。

　完膚なきまでに破壊された肉体は、ついには灰色の粒りゆう子しと化して、さらさらと風に流されていった。

「きゃっ！」

　と同時に、エーコの身体が宙に投げ出された。

　攻撃を受ける寸前、屍灰竜が転送してくれたのだろう。

「エーコ！」

　アッシュはエーコに向けて、一直線に下降した。

　聖騎甲アークの魔力を借りて、一気に加速する。

　不思議と恐怖は覚えなかった。

　アッシュが手を伸ばす。

　エーコも手を伸ばす。

　近づいては遠ざかり、遠ざかっては近づく。

　肌を切り裂かんばかりの風圧に翻ほん弄ろうされながらも、アッシュは叫んだ。

「エーコ！」

　聖騎甲アークに蓄えられた魔力を解き放ち、宙を蹴ける。

　その叫びに呼応して、エーコも再び手を伸ばす。

「アッシュ……！」

　エーコが初めて、アッシュの名前を呼んだ。

　指先が触れ合う。

　手と手が重なる。

　そして、互いに握り締める。

　もう二度と離さないとばかりに、アッシュはエーコの身体からだを引き寄せた。

　エーコは大人しく、アッシュの胸に身体を預けてきた。

　華きや奢しやな身体をしっかりと抱きかかえ、確かな温ぬくもりを感じながら、アッシュは平原に着地を決めた。

　聖騎甲アークに守護されているおかげで、数百メートルの高さから降下したにもかかわらず、衝撃は皆無だった。

　いつしかアンサリヴァンを覆っていた暗雲も去った。

　目の覚めるような青空が広がり、太陽が再び顔を出した。

「やったな、俺おれたち……」

　アッシュが笑顔でつぶやいたそのとき、聖騎甲アークが光の粒りゆう子しとなって、霧む散さんした。腰に帯びていた聖剣エクス＝レ＝バンも、同様に消え去ってしまう。

　エーコ自身が評した通り、その場限りの間に合わせだったのだろう。

　それでも、エーコに救われたのは事実だった。

「ありがとな、エーコ」

「べ、別に……あんたに礼をいわれる筋合いなんてないわよ！」

　案の定、エーコはそっぽを向いた。やっとこうして向き合えたというのに、素直じゃないのは相変わらずだった。

　思わず苦笑しようとして、アッシュは息を吞のんだ。

「おい……その手はどうしたんだ？」

　エーコの拳こぶしには、うっすらと血がにじんでいる。

　きっと、ドラゴンに捕まっていたときにすりむいたのだろう。

「こ、こんな傷……なんでもないわよ」

「なんでもないことないだろ？」

　アッシュはエーコの手に顔を近づけると、その痛々しい傷口をぺろりと舐なめた。アッシュの田舎では、子どもが怪け我がをすると、家族がこんな風に舐めてやったものだ。

　アッシュとしては、ごく自然な行動だったのだが──。

「あ、あんた……なにやってんのよ！」

　エーコは怒髪天を衝つく勢いで怒り出すと、アッシュの腕の中で暴れ始めた。

「暴れるなって！　ただの消毒だよ、消毒──いててててっ！」

　よほど恥ずかしかったのか、我を忘れたエーコはアッシュのうなじに「かぷっ！」と嚙かみついた。首筋に痛みが走る。

「ちょっと待て！　そいつは洒落しやれにならん！　マジで死ぬ！　嚙み千切られる……！」

　そうこうしているうちに、エーコは力尽きたのか、ぱたりと大人しくなった。

「おい、エーコ？」

　激しい不安に駆られたが、エーコは穏やかな寝息を立てているだけだった。アッシュはホッと安あん堵どの溜ため息いきを漏らすと、苦笑交じりにつぶやいた。

「〝どんなドラゴンでも乗りこなしてみせる〟か……」

　ついつい調子に乗って宣言してしまったが、どうやら訂正する必要がありそうだ。

　そう、肝心のエーコだけは、まだまだ乗りこなせる気はしないのだから。





"Dark Gray Invasion　～A.S.B.1365.5～" is closed.








エピローグ









　聖誕暦一三五六年、白羊宮アリエスの月。

　深い深い森の中、少年と少女は出会った。




　七歳の誕生日を迎えて間もなく、シルヴィアは首都フォンティーンを発たち、遠路はるばる、アルビオンの森を訪れた。

　アルビオンの森──マザー・ドラゴンが棲すむ聖域である。

　無論、騎士王家が定めた法令に沿って、〈オーファンの儀〉を受けに来たのだ。

　ここでマザー・ドラゴンに選別された者は、以後の人生を竜飼い人ブリーダーとして過ごすことになる。

　なにがなんでも竜飼い人ブリーダーになって王宮に戻るのだと、シルヴィアは胸に誓っていた。

　ある日突然、姿を消した兄のことが、シルヴィアはどうしても忘れられなかったのだ。

　騎士王家の嫡ちやく子しであり、十代にして竜騎士ドラグナーの称号を獲得していたジュリアスは、しかし、竜殺しドラゴン・スレイヤーの汚名とともに抹殺された。

　あろうことか、ジュリアスは自分のパルを殺害したのだ。あの優しかった兄が、どうしてそんな大罪を犯したのか、シルヴィアには理解できなかった。

　少しでも兄に近づきたい。そして、兄の真意を確かめたい。

　そんな想おもいを胸に、シルヴィアは〈オーファンの儀〉に挑んだのだが──。




「いやああああっ！」

　悲ひ愴そうなまでの決意とは裏腹に、アルビオンの森は苛か酷こくな場所だった。

　樹木が鬱うつ蒼そうと生い茂り、空気はじめじめとした湿気を帯びている。

　土や枯れ葉の匂においも不愉快だった。

　ネズミや蛇へびや蜘く蛛もといった生き物に出くわすたび、泣きながら逃げ惑った。騎士に憧あこがれる気持ちとは裏腹に、シルヴィアには臆おく病びような一面があった。

　ついには派手に転倒した挙げ句、足をくじいてしまう。

　痛みのあまり、一歩も動けなくなった。

「ううっ……」

　お守り代わりに持ってきたぬいぐるみだけが、唯一の心の支えだった。

　シルヴィアにとっては大切な、ドラゴンのぬいぐるみだった。

　名前はランスロット。数年前、シェブロン王国の首都アーカムに旅行した際、市場で目に留まった一品だった。

　シルヴィアはランスロットを心から可愛かわいいと思っているのだが、あいにく、周囲の反応は違った。シルヴィアに仕える侍じ女じよたちは皆、ランスロットがドラゴンだというと、目を丸くする。とても個性的なデザインなので、ぱっと見ただけではドラゴンだと判別できないのだという。失礼な話だと思う。

　涙があふれた。

　このまま儀礼の終了を迎えてしまったら、シルヴィアは手ぶらで王宮に戻る羽目となってしまう。

「うっ……ぐすっ……えぐっ……」

　自分の無力さを痛感する。こんなところに留とどまっているわけにはいかないのに、足がいうことを聞かない。

　もはや恥も外聞もなく、めそめそと泣きじゃくっていたそのとき、前方の茂みががさりと動いた。

「ひっ……！」

　逃げ腰になったシルヴィアの前に現れたのは、ひとりの少年だった。シルヴィアと同じく、〈オーファンの儀〉を受けている最中なのだろう。

　少年はシルヴィアの正面に歩み寄ると、手を差しのべた。

「怪け我がしてるのか？」

　少年が遠慮がちに訊たずねた瞬間、シルヴィアはカッとなった。騎士王家の姫としてのプライドに火が点ついたのだ。

「けっ、怪我などしては──っ！」

　あいにく、反論の言葉は続かなかった。シルヴィアは苦渋の表情を浮かべると、再びうずくまった。その拍子に、ランスロットを落としてしまう。

「……ん？」

　少年が怪け訝げんそうな顔をして、ランスロットを拾い上げた。

「これって……合成獣キメラ？」

「ドラゴンだ！」

　シルヴィアは真まっ赤かになって反論すると、ランスロットを奪い返した。

「ははっ……ドラゴンだったのか。そいつは悪かったな」

　苦笑を浮かべた少年は、シルヴィアに背を向けると、片かた膝ひざをついた。

「……なんの真ま似ねだ？」

　少年の意図が、シルヴィアには本当に理解できなかった。

「見りゃわかるだろ？　森の入口まで、俺おれが連れてってやる」

「なんだと？　それはつまり……来た道を引き返すということか？　この由緒正しき〈オーファンの儀〉を、途中で棄権するということか？」

　少年は当然とばかりにうなずいた。

「そうなるな。どうせその足じゃ、ドラゴン探しなんて無理に決まっ──」

「ふざけるな！」

　シルヴィアの一いつ喝かつに虚を衝つかれたのか、少年は前のめりになった。

「私には……私にはパルが必要なのだ！　ここまで来て引き返すなど、論外だ！」

「〝パル〟……ってなんだ？」

　きょとんとして、少年は首を傾かしげた。シルヴィアは激怒した。

「お、お前は騎士国の民でありながら、そんなことも知らないのか！　自分のパートナーとなったドラゴンを意味する、極めて神聖な言葉だ！　それくらい覚えておけ！」

「わ、わかったよ……」

　たじたじとなった少年を、シルヴィアはさらに追及する。

「そもそも、お前はどうなのだ？　私に構う余裕があるのなら、どうしてドラゴンを探そうとしない？　お前は竜飼い人ブリーダーになりたいとは思わないのか？　もしや、お前……」

「な、なんだよ？」

　シルヴィアがずいっと顔を寄せると、少年はなぜだか頰ほおを染め、恥ずかしそうに視線を逸そらした。

「ドラゴンを探す振りだけして、手ぶらで帰るつもりではあるまいな？　ここ最近、そういう無気力な子どもたちが増えていると、街では噂うわさになっているのだ」

「そりゃあ……俺おれだって、ドラゴンには会ってみたい……かな？」

　煮え切らない口調が腹立たしく思えたが、シルヴィアは許してやることにした。

「ならば行け！　お前に我が家の家訓を教えてやる！　よおく聞け！」

　シルヴィアは背筋を正すと、朗々と宣言してみせた。

「騎士の誇りは竜とともにあり！」

「ちょっと待て！　俺が行ったら、お前はどうなる？　また独りぼっちだぞ？」

　シルヴィアは押し黙った。独りぼっちという言葉が、胸にぐさりと突き刺さる。

「ったく、強がりもいい加減にしろよ？」

「しかしだな……この私が怪け我がで退場などと、絶対にあってはならぬことなのだ！　わたしは絶対に諦あきらめないぞ！」

　少年は不思議そうにシルヴィアを見つめていたが、急に笑い出した。

「わかったよ。お前には、どうしても幼生オーフアンが必要なんだな？」

「ああ、そうだ！」

「だったら、答えはひとつだ」

　少年はグッと拳こぶしを握り締めると、シルヴィアをまっすぐに見つめてきた。

　意外と凛り々りしい眼まな差ざしに、シルヴィアはドキリとした。

「俺おれがお前を背負って、一緒にマザー・ドラゴンを探す！」

　シルヴィアは啞あ然ぜんとなった。

「本気……なのか？」

「もちろんだ」

　少年は再びシルヴィアに背を向けると、片かた膝ひざをついた。シルヴィアはしばらくためらったものの、ついに心を決めた。

　少年の背中に、上半身を密着させる。無性にドキドキした。

「じゃあ、行くぞ」

　少年はシルヴィアをしっかり背負うと、一歩を踏み出した。




　……そこで、夢は途切れた。

　上級課程シニオスの女子が住まう学生寮、エポナ舎。

　最上階の一室、王室専用として設計された部屋で、シルヴィアは目を覚ました。

　既に夜明けを迎えているらしく、カーテンの隙すき間まからは朝陽あさひが射さしこんでいる。

　シルヴィアは寝ぼけ眼まなこをこすりつつ、ゆっくりと身体からだを起こした。

「いけません、姫様……そんな……駄だ目めですわ…………」

　すぐ隣のベッドでは、コゼットが妙な寝言を漏らしている。

　一体、どんな夢を見ているのか。想像するだけで頭が痛くなった。

「……夢か」

　七歳の誕生日を迎えて間もなく、シルヴィアはアルビオンの森を訪れた。

　そこで、ひとりの少年に出会った。

「……………………」

　シルヴィアは寝間着のボタンを外すと、胸をはだけた。

　胸の中央には、シルヴィアが授かった〈星刻せいこく〉がある。

　手のひらに収まる程度の大きさで、その模様は古代文字に似ている。

　シルヴィアは自分の〈星刻〉にそっと触れた。

「彼は今いま頃ごろ……どうしているんだろうな」

　懐なつかしい気持ちで、胸がいっぱいになった。

「そういえば……」

　別れ際、シルヴィアは少年にぬいぐるみランスロツトを託した。

　せめてもの、お礼の気持ちだった。

　自分のことを忘れて欲しくはないという、切実な想おもいもあった。

　当時の記憶は薄れつつあるが、少年が笑顔で受け取ってくれたことは、今でもはっきりと覚えている──。





　　　　◇






　アンサリヴァン市が襲撃を受けてから、三日が過ぎた。

　アッシュとエーコの証言を参考に、街を襲撃したドラゴンには「屍灰竜ネクロマンシア」という呼称が与えられた。

　市民及び観光客のうち、三十名ほどが怪け我がを負ったが、死者が出なかったのは不幸中の幸いといえた。

　建物の被害は、全壊が四棟、半壊が一棟。

　蹂じゆう躙りんされた聖ダーラム広場については、当面の間、修復工事のために閉鎖されることが決まった。

　屍灰竜の魔力を考慮すれば、この程度の被害ですんだのは奇跡といっていい。

　もちろん、アッシュたちの奮戦があったからこそ、被害は最小限で収まったのだ。

　屍灰竜については、今なお調査が続けられている。





　　　　◇






　アンサリヴァンの学生寮では、生徒がパルに恵まれると、仲間内でちょっとした祝宴を開くのが伝統となっている。

　俗に、「パルの祝い」と呼ばれる祝宴である。

　一般に、パルは基礎課程ユニオスの初年度に誕生するのが通例となっている。

　だが、パルに恵まれなかったアッシュは、誰だれかに祝ってもらうこともなく、三年間の基礎課程ユニオスを終え、上級課程シニオスの生徒となった。

　アッシュ自身、そんな伝統があることを忘れていたほどだ。

　例の襲撃事件の余波で、学院は休校状態となっていた。

　そんな折、レベッカが唐突に、「パルの祝い」を開こうと提案したのである。

　その気持ちは胸にしみたが、アッシュの私室は散らかり放題だった。つい先月、マックスが無理やり掃除していったばかりなのだが、すっかり元通りだ。

「よし……夜までに片付けるか！」

　アッシュは部屋の大掃除を始めた。

　普段なら、マックスを呼べば一瞬で解決する。こんな惨状を目の当たりにしようものなら、マックスは怒ど濤とうの勢いで掃除を始めてしまうだろう。とはいえ、マックスは病み上がりの身だ。さすがに、掃除のためだけに呼ぶのは気が引けた。

「すう、すう……」

　ちょうど、エーコはベッドの上でお昼寝タイムである。エーコの寝息を聞きながら、アッシュは掃除に取りかかった。

　床を埋め尽くすゴミの類を袋に詰めていく。この際、要らなくなった物も処分してしまおうと、心に決めた。

　クローゼットの中身を放ほうり出していく。着られなくなった衣類。もう読むこともないだろう教科書……などなど。

「ん？」

　ふと、アッシュは手を止めた。

　クローゼットの奥から、ころん、と見慣れぬ物体が転がり落ちてきたのだ。

「ぬいぐるみ……か？」

　アッシュにぬいぐるみを持つような趣味はない。ましてや、目の前のぬいぐるみときたら……お世辞にも可愛かわいいとはいえなかった。

　一応、ドラゴンなのは間違いないのだが、はっきりいえば不細工である。神話に登場する合成獣キメラを彷ほう彿ふつとさせるほどだった。

　アッシュは頭をかきむしった。

「うーん。駄だ目めだ……やっぱり思い出せない」

　なんとなく、このぬいぐるみがかけがえのないアイテムに思えてきたのだが、どうしても記憶がつながらない。

　とりあえず、クローゼットの最奥に仕し舞まいこんでおく。こんなぬいぐるみを誰だれかに見られたりしたら、からかわれるのは必至だろう。





　　　　◇






　その後も大掃除を続けていたら、あっという間に夕刻となった。

「……そろそろかな？」

　アッシュがそわそわしていると、昼寝から目覚めたエーコがいぶかしげな眼まな差ざしを向けてきた。

「ちょっと、鬱うつ陶とうしいわよ！　少しは落ち着いたらどうなのよ？」

　アッシュは頰ほおを緩ませた。

「まあ、そういうなって。なんといっても、今日は俺おれとエーコのためのパーティーなんだからな。ご馳ち走そうも出るぞ」

　パーティー料理については、レベッカが手配してくれるそうだ。これは期待せざるを得ない。

「えっ？　ほんと？」

　ご馳ち走そうと聞いた途と端たん、エーコもそわそわと落ち着かなくなってしまう。

「──アッシュ、わたしだ」

　ちょうどそのとき、扉ごしにレベッカの声が聞こえてきた。

「来た！」

　アッシュは素早く扉を開け放った。

「やあ、アッシュ。掃除はすんだか？」

　アッシュと対面するなり、レベッカは鋭い質問を飛ばしてきた。

「どっ、どうしてわかるんですか？」

「なに、ただの勘だよ。そうそう、今日は特別ゲストを連れてきたぞ」

　レベッカの背後からおずおずと現れたのは、なんとシルヴィアだった。

「……姫様？」

「せ、生徒会長がどうしてもというから、仕方なく来てやったんだ！　勘違いするな！」

　顔を合わせるなり、シルヴィアは烈火のごとく怒り出した。

　アッシュはふと、妙な違和感を覚えた。その正体に気づくなり、アッシュは鼓こ動どうを高鳴らせた。今日のシルヴィアは制服でも騎竜服ドラグスーツでもなく、清せい楚そさを感じさせるドレスを着用しているのだ。

「うふふ……こんなに面白い姫様を見るのは久しぶりですので、わたくしも来ちゃいました。着付けには、なんと三時間もかかったのですよ」












　シルヴィアのすぐ背後では、コゼットがコロコロと笑っている。

「おっ、お前は黙ってろ！」

　シルヴィアが真まっ赤かになって叱しつ咤たする。

　レベッカにシルヴィア、そしてコゼット。一応、エーコも大人しくしていれば美少女なので、これはもう、両手に花どころの騒ぎではない。

「おいおい、俺おれたちのことも忘れてもらっちゃ困るぜ！　こんなおいしいイベント、見逃すはずがないだろうが！」

　アッシュのささやかな夢を打ち砕くように、レイモンの声が耳じ朶だを打った。レイモンの脇わきには、マックスの姿もあった。

「会長が羽目を外さぬよう、見張るのが生徒会会計の務めだからな。決して、お前を祝いに来たんじゃないぞ！」

　シルヴィアに負けず劣らず、マックスも素直ではなかった。そもそも、それは会計の仕事じゃないだろうと、心の中でツッコんでおく。

　レイモンもマックスも、大きな紙袋を抱えていた。どうやら、荷物運びのついでに招待されたらしい。

　かくて、「パルの祝い」が幕を開ける。




　竜りゆう華が灯とうの優しい光が、室内を照らし出している。

　テーブルには色取り取りのパーティー料理が並び、香辛料の香りが嫌でも食欲をそそる。中でもチキンの香草焼きは絶品で、エーコなどは夢中で頰ほお張ばっていたのだが、

「ふぎゅっ！」

　急に目を白黒させた。

「おいおい、胸焼けか？　脂っこいものを一度に食べるからだ」

　アッシュの苦笑は、長くは続かなかった。

「むっ……仕方ないでしょ！　このチキンがおいしすぎるのがいけないのよ！」

「チキンに責任転嫁してどうする！」

「まあまあ。チキンならたっぷりあるし、今日の主役はエーコなんだ。好きなだけ食べればいい」

　レベッカの言葉に、アッシュはきょとんと首を傾かしげた。

「あれ？　一応、俺も主役のはず……ですよね？」

「ふむ、そうだったな。エーコの食べっぷりを見ていたら、すっかり忘れていた」

　苦笑するレベッカ。

「いつの時代も〝可愛かわいい〟が正義だぜ。野郎は引っこんでな！」

　さりげなく、ひどいことをいうレイモン。

「健全な精神は健全な部屋に宿る……忙しい忙しい」

　エーコが皿や容器を空っぽにするたび、神経質に片づけていくマックス。

「ドラゴンは我が国の象徴だからな。主役はエーコで決まりだろう」

　冷静に断定するシルヴィア。

「あらあらまあまあ」

　コゼットだけはのんびりと微笑ほほえんで、新たなボトルの準備を始めた。




　宴は進み、誰だれもがぼんやりとして、言葉数が少なくなっていた。レイモンとマックスなどは、既に熟睡している。

「うにゅ……」

　腹が膨れて満足したエーコは、今にもまぶたが落ちてしまいそうな顔をしている。

「もう寝るか？」

　アッシュが声をかけると、エーコは眉まゆを吊つり上げた。

「むっ……あたしを誰だと思っているの？　まだまだ食べるわよ！　……ふにゅう」

　意固地になって宣言したそばから、睡魔に襲われたらしい。仕方なく、アッシュはエーコを抱きかかえると、ベッドに運んでやった。

　それにしても、夜更かしの大好きなレイモンが、こんなに早く寝入ってしまうとは意外だった。プライドの高いマックスが、無防備に寝顔をさらしているのも不自然に思えてしまう。

「……ん？」

　よく見ると、レイモンもマックスも顔を真まっ赤かに上気させていた。

「あの、レベッカさん？　もしかして、そのボトルは……」

　レベッカは平然とした顔で、手にしたボトルをひょいと掲げてみせた。

「アンサリヴァン名物のマスカット・ジュースだよ。それがどうした？」

「ジュース……ですか」

　アッシュは苦笑した。ボトルに貼はられたラベルを注意深く読めば、それがただのジュースでないことは明らかだったが、あえて追及するのは避けた。

　そう、今こ宵よいは宴なのだ。多少は羽目を外しても構わないだろう。

　問題なのは、既にボトルを三本も空けているにもかかわらず、レベッカが顔色ひとつ変えていないという事実だった。

「おいっ、そこのうつけ者！」

　突然、痛烈な言葉がアッシュの背中を鞭むち打うった。

　うつけ者とは、これまた随分な言葉だった。

　嫌な予感を胸に振り返ると、シルヴィアがアッシュを睨にらんでいる。

「な、なんだよ？」

　どう見ても、今のシルヴィアは酔っぱらっていた。

　ドレスの裾すそは乱れ、太ももがむき出しになっている。頰ほおは紅潮し、切れ長の双そう眸ぼうはじっとりと潤んでいる。蒼あおく澄んだ氷のような瞳ひとみが、かすかに揺らめいていた。

「そもそも、私は以前からお前が気に食わなかったのだ！」

「……はい？」

「どうして、お前は他人のパルを乗りこなせるのだ？　おかしいだろう！　なにが〝どんなドラゴンでも乗りこなせる男〟だ！　お前は大自然の法則を無視しているんだぞ！」

「いや、そんなことをいわれてもな……」

　アッシュは助け船を期待して、レベッカのほうをちらりと見やったが、レベッカは新たなボトルを手にしたまま、コゼットと一緒に栓抜きを捜しているところだった。

「人が話している最中に、よそ見をするな！　我が家の家訓だ！」

　シルヴィアが無造作に身を乗り出してきた。四よつん這ばいのまま、アッシュの許に這はい寄ってくる。ドレスの胸元から、見事な谷間が覗のぞいた。

　シルヴィアは着き瘦やせするタイプらしい。アッシュは目のやり場に困った。

「まったく、それほどの才能に恵まれておきながら、お前はなぜ勉学に励まない？　いくら才能があっても、伸ばすための努力を怠れば意味がないのだぞ！」

「ごもっともです……」

　アッシュがしおらしく返事をすると、シルヴィアはグラスの中身を一気に飲み干した。完全に目が据わっている。

「なによりも気に食わんのは、どうしてお前のような問題児を……私はこんなにも意識せねばならぬのか、ということだ！」

「えっ？」

「お前なんか、あの少年の足元にも及ばないのに！」

「……あの少年って、誰だれだよ？」

　シルヴィアが不用意に放った一言が、妙に気になった。

「こいつは意外だな。王女殿下の心を奪うほどの少年が、この世に存在したとはね。ぜひとも、お聞かせ願いたいものだ」

　レベッカもまた、シルヴィアに興味津々の眼まな差ざしを向けた。

「えっ？　あ、あの……その…………」

　シルヴィアは急にうろたえると、赤くなったり蒼くなったりした。一気に酔いが覚めたらしい。

「な、なんでもありません！　今のは忘れてください！」

「なんでもないことはないだろう？　さっきの王女殿下は、明らかに恋する乙女の顔をしていたぞ？」

「そ、そそっ、そんな顔などしてはいません！」

「無理無理。このレベッカ姐ねえさんの目はごまかせんよ。さぁ、夜は長いんだ。王女殿下の想おもい人について、じっくりお聞かせ願おうじゃないか」

「あらあら！　そういう話題でしたら、わたくしもぜひ、参加させてくださいな」

　コゼットまでもが、ずいっと身を乗り出してくる。徐々に狭められていく包囲網の中心で、シルヴィアは完全に動揺していた。

「いや、そんなことをいわれても……な、なにぶん……昔の話だし」

　シルヴィアは耳たぶまで真まっ赤かに染めて、あたふたと視線をさまよわせている。

　ついに耐えきれなくなったのか、レベッカがプッと噴き出した。

「わかったわかった。今日のところは勘弁してやろう。それよりも、だ。わたしがこの宴を企画した本当の理由を、そろそろ聞かせようと思う」

　レベッカは真顔になると、アッシュとシルヴィアの顔を交互に眺めた。今までの浮わついた雰囲気が、瞬時に霧消してしまう。

　アッシュは自然と、背筋を正していた。それはシルヴィアも同じだった。

「今回の一件で、生徒会もまだまだ力不足だということを、わたしは痛感させられた。現在、生徒会にはわたしも含めて四人が在籍しているが、人材不足は否めない。そこで、君たちにもぜひ、生徒会に入って欲しいんだ」

　アッシュにとっては二度目の勧誘だった。

　先に返事をしたのは、シルヴィアだった。

「私とランスロットがお役に立てるのならば、入会します。もう二度と、あんな襲撃を許すわけにはいきません。あのとき、私はなにもできなかった……」

「おいおい、そこまで自分を卑下することはないだろ？　姫様がランスロットを飛ばしてくれたおかげで、俺おれは戦うことができたんだからな」

「うるさい！　お前に私の気持ちがわかってたまるか！」

　アッシュとしては慰めたつもりだったのだが、どうやら逆げき鱗りんに触れてしまったらしい。

「お前という奴やつは……いつもいつも、私の先を行ってしまう！　お前は、自分がしたことの意味が本当にわかっているのか？　たとえその場限りの聖騎甲アークとはいえ、あのときのお前は……聖天竜騎士アーク・ドラグナーだった！」

　いわれて初めて、アッシュはその事実に思い至った。

「なるほど、そういう考え方もありなんだな」

　アッシュのとぼけた反応は、火に油を注いだだけだった。

「私を愚ぐ弄ろうしているのか！」

「まあまあ、落ち着け。王女殿下の返事はＯＫということで、間違いないな？」

　仲裁に入ったレベッカに、シルヴィアは真しん摯しな眼まな差ざしで応じた。

「はい。精一杯、務めます。それと……今後は名前で呼んで下さい。せめて生徒会にいるときくらいは、騎士王家の姫ではなく、ただのシルヴィアとして接して欲しいのです」

　レベッカは満足げに微笑ほほえんだ。

「了解だ、シルヴィア。で、アッシュはどうなんだ？」

「俺おれは……」

　言葉を詰まらせた途と端たん、真横から凄すさまじい威圧感を覚えた。

　シルヴィアが横目でこちらを睨にらんでいる。この期に及んでためらうなど、言語道断──そういわれている気がした。

「わ、わかりました！　俺も入りますよ！」

　なにやら強制的に加入させられた感がしないでもないが、こうして承諾してしまった以上、腹をくくるしかなかった。

「感謝するぞ、ふたりとも。では簡略ながら、ここで入会の儀式をすませてしまおう」

「へっ？」

　アッシュが間の抜けた声を発したときにはもう、レベッカは動いていた。つややかな唇が、アッシュの頰ほおに押しつけられる。じっとりとした熱と、甘い匂においを感じた。

「会長……？」

　アッシュはドギマギしつつ、唇を離したレベッカを見つめた。その瞳ひとみが濡ぬれているように見えるのは、果たして気のせいだろうか。

「おい！　それでも騎士国生まれの男子か！　まったく、お前という奴やつは──」

「ちょっと！　飼い犬の分際で人間の牝メスにデレデレするなんて、どういうこと？」

　シルヴィアの言葉を遮さえぎったのは、なんとエーコだった。てっきり寝入ったとばかり思っていたのだが、今では烈火のように怒っている。

　エーコとシルヴィア。珍しく同調したふたりから、アッシュを守るように立ちふさがったのは、なんとレベッカだった。

「おやおや、エーコもシルヴィアも、意外と嫉しつ妬と深い女だったのかな？」

　レベッカの痛烈な指摘を真っ向から受けて、エーコもシルヴィアも言葉に詰まった。

「ちっ、違います！　どうして、この私が嫉妬などという、下劣な感情に心を乱されねばならないのですか！」

「そ、そうよ！　嫉妬なんていうのは、愚鈍で愚劣で愚ぐ昧まいな人間の感情よ！」

　必死になって弁解するエーコとシルヴィアを前に、レベッカは笑いを嚙かみ殺した。

「ふふっ。ふたりとも、なかなかいじり甲が斐いがあるようだ」

　レベッカはエーコとシルヴィアの頰にも、それぞれキスをした。

「……！」

　毒気を抜かれたように、エーコもシルヴィアも大人しくなってしまう。

「よし。これで儀式は終了だ。君たちの入会を、心から歓迎しよう」

　レベッカが意い気き揚よう々ようと宣言した、その直後だった。

「か、会長ぉ……」

　アッシュの背後から、老人のように弱々しい声が聞こえてきた。いつの間に目覚めていたのか、マックスがこちらを呆ぼう然ぜんと眺めている。

「僕が入会したときには、そんな儀式はなかっ──おぶっ！」

　レベッカの手から放たれたグラスが、マックスの額にスコーンと直撃した。

　マックスは瞬時に轟ごう沈ちん。

　あまりの早技に、アッシュは戦々恐々となった。

　レベッカはなにごともなかったかのように、にっこりと微笑ほほえんだ。アッシュの目には、小悪魔の笑みのように映った。

「さて、と。会計のマックスは今さら紹介するまでもないが、副会長と書記については後日、改めて紹介しよう。どちらも性格には難ありだが、優秀な竜騎士ドラグナーには違いない」

　性格に難あり、という言葉を耳にした途と端たん、アッシュの胸に暗雲がたちこめた。思い起こせば、襲撃事件の際に出動したのは、レベッカとマックスだけだった。あのレベッカをして「性格に難あり」といわせるとは、どんな生徒なのだろう？

　そんなアッシュの懸念を吹き飛ばすように、

「それでは、改めて乾杯というのはいかがでしょう？」

　コゼットが嬉き々きとして身を乗り出してきた。早速、各々のグラスに琥こ珀はく色いろの液体を注いで回る。

「どうもありがとう」

　最後にコップを差し出したのは、白衣姿のアンジェラだった。コゼットはなんら動じることなくボトルを傾けると、アンジェラのグラスを満たしていく。

　そんなコゼットとは対照的に、アッシュはギョッとした。

「ちょっ！　どうして先生がここにいるんですか！」

　いつの間に侵入していたのだろう。

　たった今まで、まったく気配を感じなかったのだ。

「エーコちゃんもアッシュ君も、貴重な研究サンプルだもの。解剖が駄だ目めなら、間近で観察するのが一番だと思ったのよ」

　そういって、アンジェラは冷たい微笑を浮かべた。

「聖ダーラム広場では、大活躍だったそうじゃない？　是非、詳しい話を聞かせて欲しいものだわ」

　グラスを一息に呷あおって、ポッと頰ほおを染めたアンジェラは、日ひ頃ごろの冷徹な雰囲気とは打って変わって、大人の色香を感じさせた。

　ただし、その目は決して笑ってはいない。あたかも、視線で解剖されているような気がした。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの気分とは、まさにこのことだろう。

　そんなアッシュの気も知らず、エーコとシルヴィアが非難の言葉を飛ばしてくる。

「ちょっと！　そんな牝めすのどこがいいのよ！」

「お前はそれでも、栄えあるロートレアモン騎士国の男子か！」

　エーコとシルヴィアの目には、アッシュがデレデレしているように映ってしまったのだろう。アッシュとしては、被害者は自分のほうだと思っているのに、これでは理不尽極まりない。

「おっと、無駄話はそこまでだ」

　凛りんとした一声を放ったのは、レベッカだった。

　意い気き揚よう々ようと立ち上がると、優雅にグラスを掲げてみせる。

「それでは生徒会に新たなメンバーが加わったことを祝して──乾杯！」

　夜の宴は、まだまだ始まったばかりだった。
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あとがき




　──美少女ドラゴンを乗りこなせ！

　というコンセプトから始まった『星刻せいこくの竜騎士ドラグナー』、いかがだったでしょうか。

　ＭＦ文庫Ｊでは初めまして、瑞みず智ち士し記きです。




　ＭＦ編集部の庄司しようじさんから「やらないか？」とのお誘いを受けたのが、昨年末のことでした。

　あれから半年を経へて、ようやく新作をお届けできます！




　このお話は、異世界ファンタジーでありながらも、基本仕様は学園ラブコメとなっています。

　どういうわけか、美少女の姿で生まれた幼竜エーコ。

　見た目はちっちゃくて可愛かわいらしいのに、やたらと尊大なのが玉に瑕きず。

　そんなエーコに振り回されてばかりの主人公アッシュですが、エーコの飼い主になった以上、いつかは彼女を乗りこなせるようにならねばなりません。

　果たして、アッシュはエーコにふさわしい騎士になれるのか──これは、そんな物語。

　肩の力を抜いて、のんびりと楽しんでもらえたら幸いです！




　思えば、この「人が誰だれか（なにか）を乗りこなす」という概念は、人類史の至るところに散見されます。

　人馬一体の騎馬民族。軍団を自らの手足のように指揮する将官。芸術家に自分好みの作品を依頼する貴族。大空を舞う飛行機のパイロット。七百馬力のマシンを駆るＦ１ドライバー。初音はつねミ○を歌わせるプロデューサー……などなど。

　──乗り手と、乗られる対象。

　両者の波長が見事に一致したとき、歯車と歯車がぴたりと嚙かみ合ったように、そこには爆発的な効果が生まれます。

　また、一見、自分が相手を乗りこなしているつもりでも、実際は相手のほうが自分を乗りこなしている……なんて人間関係も決して珍しくはありませんので、探してみるのも一興ですよ。




　それでは、謝辞を。

　まずは「ＭＦＪの名担当！」こと庄司さん。油断すると暴れ馬になってしまう作者の相手は大変だったと思いますが、辛抱強く導いてくださいました。今後もいろいろとやらかしてしまうかもしれませんが、よろしくです。

　イラスト担当の〆しめさばコハダさん。新たなラフを拝見するたび、興奮の渦うずに巻きこまれました。キャラデザのみならず、ドラゴンや衣装のデザインも作者の想像を遥はるかに超えていて、改稿の際には本文に反映させて頂きました。

　デビュー以来ずっと仲良し、海かい冬とうレイジさん。心あたたまるメールの数々に、いつも励まされています。『機巧少女』シリーズ、一読者として応援しています！

　そして、最後までお付き合い頂いた読者の皆様。

　幼竜エーコが立派に育つかどうかは、他ほかならぬ読者の手にかかっています。

　ご意見ご感想は是非、編集部にお寄せくださいね！





二〇一〇年五月　瑞みず智ち士し記き











　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西を拠点に創作活動を続けている。音楽大好き人間。特に菅野よう子さんの大ファンで、執筆中のＢＧＭとして欠かせない存在となっている。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）などの著作がある。




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。
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